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第第第 1章章章 : 重重重要要要情情情報報報

警警警告告告: 製製製品品品ののの設設設置置置おおおよよよびびび操操操作作作
• 本製品の設置および使用に際しては、提示される指示を必ず遵守してくださ
い。指示の通りに設置、ご使用頂けない場合は負傷事故や船体損傷の原因と
なったり、製品の性能が十分に発揮されない場合があります。

• 製品の設置に際しては、Raymarine公認の施工業者に作業をご依頼頂くこと
をお勧め致しております。公認施工業者に設置作業をご依頼頂くことでより
充実した保証サービスが適用されます。詳細はRaymarine正規販売代理店に
お問合せください。また、製品に同梱の保証書類（別紙）をご覧ください。

警警警告告告: 安安安全全全ななな航航航海海海のののたたためめめににに
本製品は航海操作を補助する目的でのみ提供されています。航海中の良識あ
る判断よりも優先的に使用することはおやめください。安全な航海に必要な最
新情報がすべて含まれているのは、政府が発行する海図および水路通報だ
けです。船長は慎重に使用していただきますようお願いいたします。本製
品、またはその他の Raymarine 製品を使用する際に、政府が発行する正式
な海図、水路通報、警告事項、および適切な航行技術を使用することは、
ユーザーの責任となりますのでご了承ください。

警警警告告告: ソソソナナナーーーののの操操操作作作
• 水から出ているソナーを作動しないでください。
• ソナーの電源が入っているときにトランスデューサ表面に触らないでく
ださい。

• ダイバーがトランスデューサの 7.6 m (25フィート) 以内にいる場合は、
ソナーの電源を切ってください。

免免免責責責
Raymarine は本製品に一切の瑕疵がないことを保証致しません。また、本製品の他社製品等との
互換性有無についてもRaymarineは関知致しません。
本製品はデジタル海図データ、および GNSS (全地球的航法衛星システム) の電子情報を使用
しますが、これらの製品にはエラーが含まれていることがあります。Raymarine はこうした
情報の精度について保証致しません。また、こうした情報に含まれるエラーが製品の正常な
動作を妨げる可能性がございますことを予めご理解、ご了承ください。本製品の使用、また
は製品が使用不能となること、他社製品との連動に関する問題、製品に含まれているか第三
者から提供されている海図データや情報に含まれるエラーによる問題によって損害や負傷が
生じてもRaymarineは責任を負いません。
本製品には第三者の製造元より提供される海図データをサポートしており、これらは内蔵され
ているか、メモリーカードに保存されています。そのような海図の使用は、各製造元のエンド
ユーザーライセンス使用許諾契約書に従って行ってください。

オオオーーープププンンンソソソーーースススララライイイセセセンンンススス契契契約約約
本製品には、特定のオープンソースライセンス契約が適用されています。ライセンス契約のコ
ピーはRaymarine Web サイト（www.raymarine.com/manuals/）から入手いただけます。

保保保証証証登登登録録録
Raymarine 製品の所有権を登録するには、www.raymarine.com にアクセスしてオンライン登録手
続きを行ってください。
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保証サービスを受けるには、ご購入頂いた製品を登録しておく必要があります。製品のパッ
ケージにはシリアル番号を示すバーコードラベルが付いています。お手元の製品を登録する際
には、このシリアル番号が必要になります。バーコードラベルは大切に保管してください。

本本本書書書掲掲掲載載載事事事項項項ののの精精精度度度
弊社が把握している限り、本書に記載の情報は制作時点で正確な情報です。しかしながら、万
が一誤記や脱落があってもRaymarineは責任を負いません。また、弊社の方針により製品に
は継続的に改良が加えられており、製品仕様が予告なく変更される場合がございます。こう
したことから、Raymarineでは製品と本書との間に相違がある場合でも責任は負いません。
Raymarine ウェブサイト (www.raymarine.com) にて、お使いの製品に関する最新版のドキュメン
トがお手元にあることをご確認ください。
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第第第 2章章章 : ドドドキキキュュュメメメンンントトトおおおよよよびびび製製製品品品情情情報報報

目目目次次次
• 2.1 製品ドキュメントページ ( 14 ページ)

ドキュメントおよび製品情報 13



2.1 製製製品品品ドドドキキキュュュメメメンンントトト
お使いの製品には次のドキュメントが該当します。
すべてのは www.raymarine.com から PDF 形式でダウンロードできます。

名名名称称称 商商商品品品番番番号号号

LightHouse Sport 基本操作説明書 81384

LightHouse Sport 上級操作説明書 (本書) 81388

Element HV の設置説明書 87360

対対対象象象とととなななるるるソソソフフフトトトウウウェェェアアアバババーーージジジョョョンンン
製品ソフトウェアは定期的にアップデートを行って、新機能を追加したり既存の機能の改
善を行っています。
本書は、LightHouse™ Sport オペレーティングシステムの 3.9.98 バージョンで採用されている表
示に合わせて改定されています。
Web サイトをチェックして、最新版のソフトウェアとユーザーマニュアルがお手元にある
ことをご確認ください。
• www.raymarine.com/software
• www.raymarine.com/manuals

新新新機機機能能能
今回のソフトウェアリリースでは、以下の機能が新たに追加されています。
• レーダーアプリを追加 p.129 —レレレーーーダダダーーーアアアプププリリリ
• Quantum Wi-Fi 用ペアリングの管理を追加 p.42 — Quantum™レレレーーーダダダーーースススキキキャャャンンンナナナのののペペペアアアリリリンンングググ
• Element™ 表示間のウェイポイントの共有が可能 p.62 —ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの共共共有有有
• オートパイロットへのナビゲーションデータの出力が可能 p.82 —自自自動動動操操操縦縦縦コココマママンンンドドド

互互互換換換性性性のののあああるるるデデディィィスススプププレレレイイイ
LightHouse™ Sport オペレーティングシステムは、以下に記載の表示と互換性があります。
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商商商品品品番番番号号号 名名名称称称
E70532 Element™ 7 HV — HyperVision™ ソナー / GPS、Wi-Fi 搭載。
E70531 Element™ 7 S — Conical sonar / GPS、Wi-Fi 搭載。
E70534 Element™ 9 HV — HyperVision™ ソナー / GPS、Wi-Fi 搭載。
E70533 Element™ 9 S — Conical sonar / GPS、Wi-Fi 搭載。
E70536 Element™ 12 HV — HyperVision™ ソナー GPS、Wi-Fi 搭載。
E70535 Element™ 12 S — Conical ソナー GPS、Wi-Fi 搭載。

ユユユーーーザザザーーーマママニニニュュュアアアルルルのののプププリリリンンントトトシシショョョッッップププ
Raymarine では、お使いの Raymarine 製品の高品質の印刷製本マニュアルをご購入いただけ
るプリントショップをご用意しています。
印刷版マニュアルは、Raymarine 製品についての情報をご参照いただける役立つ参考資料
として船上に保管しておくのに最適です。
http://www.raymarine.co.uk/view/?id=5175 にアクセスして印刷版マニュアルをご注文いただけれ
ば、マニュアルを直接お手元にお届けいたします。
プリントショップの詳細については、プリントショップに関する FAQ (よくある質問) のページ
「http://www.raymarine.co.uk/view/?id=5751」を参照してください。

注注注意意意:
• 印刷版マニュアルにご利用いただける決済方法には、クレジットカードと PayPal がござ
います。

• 印刷版マニュアルは、世界各地への発送が可能です。
• プリントショップには新製品と従来品のマニュアルを随時追加致しております。
• Raymarine ユーザーマニュアルは、PDFファイルをRaymarineウェブサイトにて無料でダ
ウンロードしてご利用いただくことも可能です。ダウンロードいただいた PDF ファイル
は、PC / ノートパソコン、タブレット、スマートフォン、最新世代の Raymarine 多機能
ディスプレイで表示することができます。

ドキュメントおよび製品情報 15
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第第第 3章章章 : 一一一般般般情情情報報報

目目目次次次
• 3.1 ドキュメント規約ページ ( 18 ページ)
• 3.2 データボックス ページ ( 18 ページ)
• 3.3 メニュータイプ ページ ( 23 ページ)
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3.1 ドドドキキキュュュメメメンンントトト規規規約約約
このドキュメント全体を通じて以下の規約が適用されます。
• ハハハイイイララライイイトトト — 「ハイライト」という用語は、十十十字字字キキキーーーを使用して項目を強調表示する
ことを意味します。

• 選選選択択択 — 「選択」という用語は、十十十字字字キキキーーーを使用して項目を強調表示してから、OKボタンを
押して項目を選択することを意味します。

• スススクククロロローーールルル — 「スクロール」という用語は、十十十字字字キキキーーーを使用してメニュー内を上下に移動し
て、現在画面上に表示されていない項目に移動するすることを意味します。

• 調調調整整整 — 「調整」という用語は、十十十字字字キキキーーーを使用して数値やスライダーバーコントロール
を変更する際に使用されます。

• 有有有効効効 — 「有効」という用語は、十十十字字字キキキーーーを使用してトグルスイッチをハイライトしたり、
OKを押してスイッチを起動したりすることを意味します (起動すると、スイッチの背景が緑
色に変わり、トグルは右手に位置します)。

• 無無無効効効 — 「無効」という用語は、十十十字字字キキキーーーを使用してトグルスイッチをハイライトしたり、
OKを押してスイッチを無効にすることを意味します (無効になると、スイッチの背景は灰色
に変わり、トグルは左手に位置します)。

「設設設定定定メニューを選択」という用語は、アプリメニューの一番下にあるア
イコンを選択することを意味します。

3.2デデデーーータタタボボボッッックククススス
システムデータは海図上に重ね合わせられ、データボックスを使用するFishfinder アプリは、ア
プリ画面の周縁部に位置します。

例例例 (海海海図図図デデデーーータタタボボボッッックククススス)

データボックスは、アプリメニュー (Menu (メメメニニニュュューーー) > Settings (設設設定定定) > Databoxes (デデデーーータタタボボボッッッ
クククススス)) を使用して編集したり、表示または非表示したりすることができます。
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デデデーーータタタボボボッッックククスススををを編編編集集集すすするるる

アプリを表示した状態で、焦点を合わせます。
1. [メメメニニニュュューーー]ボタンを押します。
2. [設設設定定定]アイコンを選択します。
3. Databoxes (デデデーーータタタボボボッッックククススス)タブを選択します。
4. 編集したいデータボックスを選択します。

ポップオーバーメニューが表示されます。
5. Edit (編編編集集集)を選択して、データボックス内に表示されるデータ項目を変更します。
6. データ項目カテゴリを選択します。
7. データ項目を選択します。
8. Menu(メメメニニニュュューーー)ボタンを押してアプリ画面に戻ります。

注注注意意意:
データボックスを削除したり、表示したりするには、ポップオーバーメニューから、Hide(非非非
表表表示示示)または Show(表表表示示示)を選択します。

デデデーーータタタ項項項目目目
データボックス内に以下のデータ項目を表示することができます。

注注注意意意:
1つのデータ項目に対して複数のデータ ソースが用意されている場合、船の詳細
(Homescreen(ホホホーーームムム画画画面面面) > Settings(設設設定定定) > Boat details(船船船ののの詳詳詳細細細)) で指定されている設定に基
づいて、データソースごとにデータ項目を利用することができます。

一般情報 19



カカカテテテゴゴゴリリリ デデデーーータタタ項項項目目目

バババッッッテテテリリリ

• バババッッッテテテリリリ 1
• バババッッッテテテリリリ 2
• バババッッッテテテリリリ 3

• 充電切れまでの残り時間
• 充電状態
• バッテリ温度
• バッテリの電圧
• バッテリ電流

船船船 • 真水 (%)
• 井戸水 (%)
• 排水 (%)
• 下水 (%)

水水水深深深 • 水深

ｈｈｈ表表表示示示 • 電源電圧

距距距離離離 • トリップ (シーズン)
• トリップ (月)
• トリップ (日)
• 接地ログ

エエエンンンジジジンンン

• ポポポーーートトトエエエンンンジジジンンン
• 右右右舵舵舵エエエンンンジジジンンン
• すすすべべべてててのののエエエンンンジジジンンン

• エンジンの運転時間
• エンジンの RPM (毎分回転数)
• 過給圧
• 油温
• 油圧
• 交流発電機
• 冷却水の圧力
• 冷却水の温度
• エンジン負荷
• エンジンのトリップ
• 燃料流量
• 燃料流量 (計器)
• 燃料流量 (平均)
• 燃料圧
• ギア
• トランスオイルの油圧
• トランスオイルの温度

燃燃燃料料料

• タタタンンンククク 1
• タタタンンンククク 2
• すすすべべべてててのののタタタンンンククク

タタタンンンククク 1およびタタタンンンククク 2:

• 燃料レベルl (%)
すすすべべべてててのののタタタンンンククク:

• エンジンエコノミー合計
• 燃料流量合計
• 空になるまでの時間
• 空になるまでの距離
• 使用燃料量 (シーズン)
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カカカテテテゴゴゴリリリ デデデーーータタタ項項項目目目

• 使用済み燃料 (トリップ)
• 燃料の推定残量
• 全燃料 (%)

環環環境境境 • 最高水温
• 最低水温
• 水温
• 設定
• ドリフト
• 水 & 供給 (水温および供給電圧)
• 日の出/日の入り

GPS • 対地針路
• 平均 SOG (平均対地速力)
• 最大 SOG
• SOG
• 船舶測位
• 対地針路 SOG

方方方位位位 • 方位

航航航海海海 • 航路 ETA (航路の推定到着時刻)
• 航路 TTG (航路までの出港時間)
• アクティブなウェイポイント
• ウェイポイント TTG
• 推定到着時刻
• ウェイポイントまでの距離
• 航路誤差
• ウェイポイントまでの方位
• ウェイポイント情報 (ウェイポイント情報)

速速速度度度 • ウェイポイントまでの VMG (ウェイポイン
トまでの有効速度)

• 風上までの VMG (風上までの有効速度)
• 平均速度
• 最高速度
• 対水速力

時時時間間間 • 時間
• 日付
• 時間およびタイマー

風風風 • カーディナル
• ビューフォート
• 陸上の風向
• 真風の風向
• 最小真風角度
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カカカテテテゴゴゴリリリ デデデーーータタタ項項項目目目

• 最大真風角度
• 真風角度
• 最大真風速度
• 最小真風速度
• 真風速度
• 最小見かけ風角度
• 最大見かけ風角度
• 見かけ風角度
• 最小見かけ風速度
• 最大見かけ風速度
• 見かけ風速度
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3.3メメメニニニュュューーータタタイイイプププ
以下は、 LightHouse™ Sportで使用可能な他のメニューのタイプです。

アアアプププリリリメメメニニニュュューーー

• アプリごとにメニューが用意されています。メニュー
を介して、アプリの機能や設定を利用できます。

• メニューは、Menu(メメメニニニュュューーー)ボタンを押すと、画面
の右側に表示されます。

• シングルアプリページで、Back(戻戻戻るるる)ボタンまたは
Menu(メメメニニニュュューーー)ボタンを押すと、アプリメニューが
閉じます。

• マルチアプリ分割ページで、Back(戻戻戻るるる)ボタンを押
すと、アプリメニューが閉じ、マルチアプリページ
表示に戻ります。

• マルチアプリ分割画面ページで、Menu(メメメニニニュュューーー)ボ
タンを押すと、アプリメニューが閉じ、全画面ペー
ジ表示が維持されます。

• 「>」記号があるメニューオプションでは、メニュー
ページまたはその項目に関連するメニューオプショ
ンが開きます。

メメメニニニュュューーーペペペーーージジジおおおよよよびびびタタタブブブ

• メニューページには、アプリのメニューオプション
やホーム画面のアイコンからアクセスできます。

• メニューページは全画面表示のページで、メニュー
オプション、設定が用意されており、通常、タブ内
に組み込まれています。タブごとに、タブのタイト
ルに関連するオプションがあります。

• ｔタブのタイトルを選択すると、そのタブのコン
テンツが表示されます。

• Back(戻戻戻るるる)ボタンを押すと、前のメニューに戻り
ます。

コココンンンテテテキキキススストトトメメメニニニュュューーー

• Chart および Fishfinder アプリでは、コンテキストメ
ニューが利用できます。コンテキストメニューには、
アプリ画面上で物標またはの場所をハイライトして
から、OK ボタンを押すとアクセスできます。

• コンテキストメニューには、操作状況に合わせて変
化する情報やオプションが用意されています。

• more options(そそそののの他他他のののオオオプププシシショョョンンン)を選択すると、操
作状況に応じて変化するメニューオプションがさら
に表示されます。

• Back(戻戻戻るるる)ボタンまたは Menu(メメメニニニュュューーー)ボタンを押
すと、コンテキストメニューが閉じます。

ポポポッッップププオオオーーーバババーーーメメメニニニュュューーー

• アプリ内のホーム画面またはメニューページでは
ポップオーバーメニューを利用できます。ポップ
オーバーメニューを利用して、さらなるメニューオ
プションや設定にアクセスできます。

• Back(戻戻戻るるる)ボタンを押すと、ポップオーバーメニュー
が閉じます。
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コココンンントトトロロローーールルルととと設設設定定定
共通のメニューコントロールとオプションに関する詳細は、以下をご覧ください。

切切切りりり替替替えええスススイイイッッッチチチ

• 切り替えスイッチを使用して、さまざまな機能や設定を有効 (オン) また
は無効 (オフ) にします。

• 有効 (オン) にすると、白い丸が右側に移動し、スイッチの背景が緑
色で塗りつぶされます。

設設設定定定フフフィィィーーールルルドドド
設定フィールドには、そのコントロールに対して選択された値が表示
されます。
設定フィールドを選択すると、利用できるオプションに関連する利用可
能なオプションが表示されます。選択したフィールドに応じて、オプ
ションは以下の形式で現れます。

• ポップオーバーオプション (選択リスト)
• 数値コントロール (表示通り)
• オンスクリーンキーボード
• ファイル ブラウザ
• 選択リスト (全ページ)

設設設定定定ボボボタタタンンン

• 設定ボタンは、Menu(メニュー) ページと Notification(通知) / Alarm(アラー
ム) メッセージで利用可能で、その他の設定にアクセスしたり、設定変
更を確定することができます。

次次次ペペペーーージジジ

• 画面外には、他のオプションが用意されています。
• スクロール Down(ダダダウウウンンン)して他のオプションを表示します。
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第第第 4章章章 : セセセッッットトトアアアッッップププ

目目目次次次
• 4.1 コントロールを表示ページ ( 26 ページ)
• 4.2 ご使用の前に ページ ( 28 ページ)
• 4.3 ショートカット ページ ( 31 ページ)
• 4.4 メモリカードの互換性ページ ( 33 ページ)
• 4.5 ソフトウェアアップデートページ ( 35 ページ)
• 4.6 ユーザーデータのインポートとエクスポートページ ( 38 ページ)
• 4.7 EV-1 船首センサーページ ( 39 ページ)
• 4.8 複数データソース (MDS) ページ ( 41 ページ)
• 4.9 Quantum™ レーダースキャンナのペアリングページ ( 42 ページ)
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4.1 コココンンントトトロロローーールルルををを表表表示示示
コントロールボタンは Element(要素)™ 画面で利用可能で、その機能の詳細は以下の通りです。

1. Waypoint
• 自分の船の位置にウェイポイントをセットする際に押します。 (Chart または Fishfinder
アプリで、カーソルモードがアクティブの場合を除く)

• Chart および Fishfinder アプリのカーソルの位置に、ウェイポイントをセットする際に
押します。 (カーソルモード時)

2. Home
• ホーム画面を表示する際に押します。

3. Menu
• ホーム画面のメニューやアプリのメニューを開く際に押します。
• 約2秒間押して、マルチアプリページ内で焦点を当てるアプリを切り替える際に押します。
• ホーム画面のメニューやアプリのメニューを閉じる際に押します。

4. Directional pad(十十十字字字キキキーーーパパパッッッドドド) (8軸方向コントロール)
• ホーム画面やメニュー内を操作する際に使用します。
• Chart および Fishfinder アプリ内でカーソルモードをアクティベートする際にいずれかの
方向に押します。

• Chart および Fishfinder アプリ内でカーソルの位置を合わせる際に使用します。
5. Back

• 前のメニューまたはダイアログに戻ります。
6. OK — メニューの選択を確定したり、コンテキストメニューを開いたり、

• 現在ハイライトしているオプションを確定する際に押します。
• Chart および Fishfinder アプリで、操作状況に応じて表示されるメニューを開く際に押
します。

7. Minus(マママイイイナナナススス) (Zoom(ズーム) / Range out(レンジアウト))
• Chart アプリの画面上に表示される範囲を広げる際に押します。
• Zoom(ズーム) モード時に、Fishfinder アプリのズームレベルを低くする際に押します。
• Fishfinder アプリで、一番低いズームレベルから、スクローリングモード戻る際に押
します。

8. Plus(プププラララススス) (Zoom(ズーム) / Range in(レンジイン))
• Chart アプリの画面上に表示される範囲を狭くする際に押します。
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• Fishfinder アプリで Zoom(ズーム) モードを起動してから、続けて押すとズームレベル
が増します。

9. Quicklaunch 1(クククイイイッッッククク起起起動動動 1) / Quicklaunch 2(クククイイイッッッククク起起起動動動 2) / Quicklaunch 3(クククイイイッッッ
ククク起起起動動動 3)
• 割り当てられたアプリのページを開く際に押します。
• ホーム画面上で現在ハイライトされているアプリのページに、クイック起動ボタンを
割り当てる際に長押しします。

10. Power
• Power on(電源オン) — 画面からビープ音が発せられるまで長押しします (約 2 秒間)。
• Shortcuts menu(ショートカットメニュー) — ショートカットメニューを開く際に一度押
します。

• Power off(電源オフ) — 画面が消えるまで長押しします。 (約 5 秒間)
• Power off(電源オフ) — Shortcuts(ショートカット) メニューを開いてから、Power down
display(電電電源源源オオオフフフ画画画面面面)を選択します。

ブブブレレレーーーカカカでででのののスススイイイッッッチチチのののオオオンンンとととオオオフフフののの切切切りりり替替替えええ
電源を切っても、画面は引き続き微量の電力を消費します。
画面の電力消費を完全に止めるには、ブレーカでスイッチを切るか電源ケーブルを抜く必
要があります。
ブレーカのスイッチを再度投入したり、電源ケーブルを再接続しても、Power(電電電源源源)ボタンを使
用してスイッチを再度オンにするまで、画面は電源オフの状態のままとなります。

アアアクククテテティィィブブブなななアアアプププリリリののの切切切りりり換換換えええ
複数のアプリが用意されているアプリのページで、現在焦点を当てるアプリを選択することが
できます。 (コントロールに応答するアプリなど)
Menu(メメメニニニュュューーー)ボタンを長押しすると、焦点が次のアプリに移ります。

また、Menu(メメメニニニュュューーー)ボタンを長押しすると、アプリのメニューからアプリの焦点を切り替え
ることができます。複数のアプリページが表示されている場合:
1. [メメメニニニュュューーー]ボタンを押します。
2. Switch to(切切切りりり替替替えええ沙沙沙紀紀紀)オプションをハイライトします。
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3. 複数のアプリがあるアプリのページでは、Right(右右右)および Left(左左左)ボタンを使用してアク
ティブにしたいアプリをハイライトします。

4. [OK]ボタンを押します。
5. Back(戻戻戻るるる)ボタンを押して、メニューを閉じます。

4.2ごごご使使使用用用ののの前前前ににに

スススタタターーートトトアアアッッップププウウウィィィザザザーーードドド
初めて画面に電源を入れたり、Factory reset(工工工場場場出出出荷荷荷時時時設設設定定定にににリリリセセセッッットトトすすするるる)を実行すると、ス
タートアップウィザードが表示されます。
Startup(スタートアップ) ウィザードは、以下の表示設定を行う際に役立ちます。
• ユーザーインターフェイス言語
• ボート運転アクティビティ
• ボートの詳細は以下の通りです。

– 安全限界
– エンジン数
– タンク数
– バッテリ数
– ソナートランスデューサの選択
– レーダーの選択

画面に表示される指示に従い、各種設定を行ってください。

重重重要要要:
• 適切な種類のトランスデューサを選択してください。不適切な種類を選択した場合、工場
出荷時設定にリセットするで修正する必要があります。

• Quantum レーダースキャナをディスプレイに接続する場合、インストールされている Radar
オプションが有効になっていることを確認してください。

使使使用用用上上上ののの制制制限限限ににに関関関すすするるる表表表示示示（（（初初初回回回電電電源源源投投投入入入時時時）））
スタートアップウィザードを完了すると、使用上の制限(LoU)に関する免責事項が表示されます。
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ディスプレイを使用頂くには免責事項をお読み頂き、同意して頂く必要がございます。
[OK]を選択すると同意頂けたこととなります。

トトトララランンンスススデデデュュューーーサササ設設設定定定ののの構構構成成成
トランスデューサが接続されているシステムの場合、作業の一環としてお手元のシステムを初
めて設定する際には、トランスデューサを正しく接続することが重要です。
トランスデューサの設定は、Fishfinderアアアプププリリリで行います。

1. Fishfinder アプリの Settings(設設設定定定)メニューからトトトララランンンスススデデデユユユーーーサササを選択します ( Menu(メメメ
ニニニュュューーー) > Settings(設設設定定定) > Transducer(トトトララランンンスススヂヂヂュュューーーサササ))。
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2. インストールにおいて、オールインワンのトランスデューサを後方からインストールする必
要がある場合には (トランスデューサをトローリング用モーターに接続する際など)、HV
transducer alignment(HVトトトララランンンスススデデデュュューーーサササのののアアアララライイイメメメンンントトト)オプションの Backwards(後後後方方方)
を選択します。これにより、ポートとスターボードのチャンネルが適切な向きで画面上に現
れます。もしくは、初期設定の Forwards(前前前方方方)が維持されます。

3. から、深度測定を実行する場所を選択します。
i. トランスデューサ以下 (default) — オフセットは必要ありません。
ii. キール以下 — トランスデューサ表面からキール先端までの距離を入力します。
iii. 喫水線より下 —キール先端から喫水線までの距離を入力します。

4. 以下の手順で、温度を設定します。
i. 必要に応じて、温度の読み取りを有効、または無効にします。
ii. 有効にした場合は、実際の水温に対して温度の読み取り値を確認します。
iii. 現在の読み取り値を調整する必要がある場合は、[温温温度度度のののキキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンン]を選択

し、2つの読み取り値の差を入力します。

エエエンンンジジジンンンののの識識識別別別
お使いのエンジンがサポート対象の関連データをお手元の画面に送信している場合、エンジン
データを画面に表示することができます。システムがエンジンのラベルを誤って認識している
場合は、エンジン識別ウィザードでこれを修正できます。
エンジン識別ウィザードには、船舶の詳細メニューからアクセスできます ( Homescreen(ホホホーーームムム
画画画面面面)] > Settings(設設設定定定)] > Boat details([船船船舶舶舶ののの詳詳詳細細細)] > Identifu engine (エエエンンンジジジンンンののの識識識別別別))。
1. 正しい数のエンジン数が選択されていることを [エエエンンンジジジンンン数数数):] ボックスで確認します。
2. [エエエンンンジジジンンンののの識識識別別別]を選択します。
3. 画面に表示される指示に従って、エンジン識別ウィザードを完了します。

設設設定定定、、、まままたたたははは工工工場場場出出出荷荷荷時時時のののリリリセセセッッットトトののの実実実行行行
工工工場場場出出出荷荷荷時時時のののリリリセセセッッットトトを実行すると、すべてのユーザーデータが消去され、ディスプレイの設
定が工場出荷時の既定値にリセットされます。設設設定定定のののリリリセセセッッットトトを実行すると、ディスプレイの
設定が工場出荷時の既定値に復元されますが、ユーザーデータは保持されます。
1. [こここのののデデディィィスススプププレレレイイイ]メニューから [設設設定定定のののリリリセセセッッットトト]を選択します ([ホホホーーームムム画画画面面面] > [設設設定定定] > [こここののの

デデディィィスススプププレレレイイイ] > [設設設定定定のののリリリセセセッッットトト]を選択して、設定をリセットします)。
2. [こここのののデデディィィスススプププレレレイイイ]メニューから [工工工場場場出出出荷荷荷時時時のののリリリセセセッッットトト]を選択します ([ホホホーーームムム画画画面面面] > [設設設定定定] >

[こここのののデデディィィスススプププレレレイイイ] > [工工工場場場出出出荷荷荷時時時のののリリリセセセッッットトト]を選択して、工場出荷時のリセットを行います)。

ユユユーーーザザザーーーデデデーーータタタをををイイインンンポポポーーートトトすすするるる
お手元のディスプレイに、ユーザーデータ (GPX 形式のウェイポイント、航路と航跡など) に
インポートすることができます。
1. お手元のディスプレイに搭載されているメモリーカードリーダーに、ユーザーデータファイ

ルが保存されている MicroSD カードを挿入します。
2. Import/export(インポート/エクスポート) メニューから、Import from card(カカカーーードドドかかからららイイインンン

ポポポーーートトトすすするるる)を選択します (Homescreen(ホホホーーームムム画画画面面面) > Settings(設設設定定定) > Import/export(イイインンン
ポポポーーートトト/エエエクククスススポポポーーートトト) > Import from card(カカカーーードドドかかからららイイインンンポポポーーートトト))。

3. ユーザーデータファイル (.gpx) に進みます。
4. 関連する GPX ファイルを選択します。

これで、ユーザーデータがインポートされました。
5. [OK] を選択します。
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4.3シシショョョーーートトトカカカッッットトト
ショートカットメニューには、Power(電電電源源源)ボタンを押してアクセスします。

次のショートカットが使用できます。
• デデディィィスススプププレレレイイイののの明明明るるるさささををを減減減らららすすす
• スススクククリリリーーーンンンシシショョョッッットトトののの撮撮撮影影影
• SDカカカーーードドドををを取取取りりり出出出すすす
• カカカラララーーーテテテーーーマママ
• (1)レレレーーーダダダーーー送送送信信信結結結果果果:
• ソソソナナナーーーping:
• デデディィィスススプププレレレイイイをををオオオフフフにににすすするるる

注注注意意意:
• コントロールが何も押されていない場合、Shortcuts(シシショョョーーートトトカカカッッットトト)メニューは、5 秒
後に自動的に閉じます。

• (1)レーダー伝送コントロールは、ディスプレイが互換性のあるレーダースキャナと組み合わ
されている場合に限り、利用できます。

スススクククリリリーーーンンンシシショョョッッットトトののの撮撮撮影影影
スクリーンショットを撮り、その画像を外部メモリに保存することができます。
1. メモリカードをカードリーダースロットに挿入します。
2. [電電電源源源]ボタンを押します。

ショートカットメニューが表示されます。
3. [スススクククリリリーーーンンンシシショョョッッットトトののの撮撮撮影影影]を選択します。
スクリーンショットは、.png 形式で挿入したメモリカード内に保存されます。

注注注意意意:
スクリーンショットは、Back(戻戻戻るるる)ボタンを長押しして取ることもできます。

明明明るるるさささののの調調調整整整
ディスプレイ輝度 (バックライトの照明レベル) は、Shortcuts(シシショョョーーートトトカカカッッットトト)メニューで調整
できます。暗い状況下 (夜間など) においてディスプレイを見る際は、輝度レベルを下げる一方
で、日中はレベルを上げることを推奨します。輝度レベルを下げることは、バッテリーの長
持ちにもつながります。
ショートカットメニューを表示した状態で以下の操作を実行します。 (電源ボタンからアク
セス可能)
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1. Plus(プププラララススス)と Minus(マママイイイナナナススス)ボタンか、Left(左左左)と Right(右右右)ボタンを使用して、ディ
スプレイの輝度を調整します。

注注注意意意:
輝度が最大に設定されておらず、ショートカットメニューが表示されている場合、電電電源源源ボタ
ンを押すたびに、輝度レベルが増します。

デデディィィスススプププレレレイイイのののカカカラララーーーテテテーーーマママののの変変変更更更
Shortcuts(シシショョョーーートトトカカカッッットトト)メニューから、お手元のディスプレイのユーザーインターフェー
スにおけるカラーテーマを変更できます。

明るいテーマ (デフォルト) 暗いテーマ

ショートカットメニューを表示した状態で以下の操作を実行します。 (電源ボタンからアク
セス可能)
1. [カカカラララーーーテテテーーーマママ]を選択します。

使用可能なカラーテーマが、ポップオーバーメニューとして表示されます。
2. 希望するカラーテーマを選択します。

注注注意意意:
Color theme(カカカラララーーーテテテーーーマママ)を変更すると、テキスト用に使用されている白黒テキストやホー
ム画面、メニューの背景が反転します。夜間など暗い状況下では、暗いテーマのご使用を
推奨します。

ソソソナナナーーーpingののの無無無効効効化化化ととと有有有効効効化化化
Shortcuts(シシショョョーーートトトカカカッッットトト)メニューから、お手元のソナーモジュールの ping を無効化ま
たは有効化します。
ショートカットメニューを表示した状態で以下の操作を実行します。（電源ボタンからア
クセス可能)。
1. Sonar ping(ソソソナナナーーーのののping)を選択して、ソナーの ping を無効化または有効化します。

レレレーーーダダダーーー伝伝伝送送送ののの無無無効効効化化化ととと有有有効効効化化化
Shortcuts(シシショョョーーートトトカカカッッットトト)メニューから、レーダースキャナーの伝送を有効または無効にす
ることができます。
ショートカットメニューを表示した状態で以下の操作を実行します (Power(電電電源源源)ボタンか
らアクセス可能)。
1. Radar Tx(レレレーーーダダダーーー送送送信信信結結結果果果)を選択して、レーダー伝送を有効または無効にします。
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4.4メメメモモモリリリカカカーーードドドののの互互互換換換性性性
MicroSD メモリカードを使用して、ウェイポイント、航路、航跡などのデータのバックアップ
を取ったり、アーカイブしたりすることができます。データがメモリカードにバックアップさ
れたら、古いデータをシステムから削除することができます。アーカイブしたデータはいつで
も取り出せます。定期的にデータをメモリカードにバックアップすることをお勧めします。

互互互換換換性性性のののあああるるるカカカーーードドド
お使いのMFDと互換性のあるMicroSDカードは次の通りです。

種種種類類類 サササイイイズズズ
ネネネイイイテテティィィブブブカカカーーードドド
形形形式式式

MFDサササポポポーーートトト対対対
象象象形形形式式式

MicroSDSC 最大 4GB FAT12、FAT16 また
は FAT16B

NTFS、FAT32

MicroSDHC 4GB ～ 32GB FAT32 NTFS、FAT32
MicroSDXC 32GB ～ 2TB exFAT NTFS、FAT32

• スススピピピーーードドドクククラララススス分分分類類類 — クラス 10 または UHS (超高速) クラス以上のメモリカードを使用す
ることをお勧めします。

• 優優優良良良ブブブララランンンドドドのののメメメモモモリリリカカカーーードドドをををごごご使使使用用用くくくだだださささいいい。。。 — データをアーカイブする際は、優良ブラ
ンドの高品質なメモリカードをご使用頂くことをお勧め致します、

MicroSDカカカーーードドドのののアアアダダダプププタタタかかからららののの取取取りりり外外外ししし
MicroSD メモリカードと海底地形図データカードは通常、SD カードアダプタに挿入された
状態で提供されます。ディスプレイに挿入する前に、このカードをアダプタから取り外す必
要があります。
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MicroSDカカカーーードドドののの挿挿挿入入入

1. カードリーダーのカバーを開きます。
2. 挿入方向を確認してから (端子面を下向き）)、MicroSD カードをカードリーダースロッ

トに挿入します。
3. カードリーダーのカバーを閉じたら、カバーの両端が点滅していることを確認します。

MicroSDカカカーーードドドののの取取取りりり外外外ししし
1. [電電電源源源]ボタンを押します。

Shortcuts(シシショョョーーートトトカカカッッットトト)メニューが表示されます。
2. Eject SD card(SDカカカーーードドドののの取取取りりり外外外ししし)を選択します。
3. カードリーダーのカバーを開きます。
4. MicroSD カードをMFDの背面から取り外します。
5. カードリーダーのカバーを閉じます。
6. 確認ダイアログで [OK]を選択します。

注注注意意意: スススロロロッッットトトカカカバババーーーおおおよよよびびびカカカーーードドドリリリーーーダダダーーーカカカバババーーーがががきききちちちんんん
ととと閉閉閉まままっっっててていいいるるるここことととををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。
水の浸入により製品が損傷するのを防ぐためにも、カードリーダーカバーお
よびスロットカバーがしっかりと閉まっていることを確認してください。
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4.5ソソソフフフトトトウウウェェェアアアアアアッッップププデデデーーートトト
Raymarine®では、機能の追加や拡張、パフォーマンスや操作性の向上を可能にする自社製品向
けのソフトウェアアップデートを定期的に発行しています。
Raymarine®ウェブサイトのソフトウェアリリース情報を定期的にご確認頂き、お使いの製品の
ソフトウェアを最新の状態に保つことが重要です。
www.raymarine.com/software

注注注意意意:
• ソフトウェアアップデートを行う前に、必ずユーザーデータのバックアップを取ること
をお勧めします。

• 「Check online(オンラインで確認)」機能は、内蔵の Wi-Fi がアクティブなインターネット接
続に設定されている形式のディスプレイの場合に限り、使用できます。

• ソフトウェアアップデートを実行するには、接続されているすべてのレーダースキャナを
スタンバイに切り替える必要があります。

お手元のディスプレイのソフトウェアをアップデートするのに加え、同じ SeaTalkng ® バック
ボーンに接続されているデバイスのソフトウェアをアップデートする上でディスプレイを使
用することもできます。

デデディィィスススプププレレレイイイののの型型型式式式とととバババーーージジジョョョンンンののの確確確認認認
製品の型式と現在のソフトウェアバージョンは、お手元のディスプレイにおいて、
Homescreen(ホホホーーームムム画画画面面面) > Settings(設設設定定定) > Getting started(ごごご使使使用用用ののの前前前ににに)の順に進み、Getting
started(ご使用の前に) メニューでご確認いただけます。

接接接続続続ささされれれててていいいるるる製製製品品品ののの確確確認認認
以下の手順に従って、同じ SeaTalkng ®バックボーンに接続されている製品の一覧を表示します。
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ホーム画面で、次の操作を実行します。
1. [設設設定定定] を選択します。
2. This display(こここのののデデディィィスススプププレレレイイイ)タブを選択します。
3. ネネネッッットトトワワワーーーククク化化化ささされれれたたたデデデバババイイイススス。

互換性のある製品に対する製品情報が表示されます。ソフトウェアバージョンは、アアアプププ
リリリケケケーーーシシショョョンンンバババーーージジジョョョンンン内にあります。

4. 必要に応じて、Up(上上上)と Down(下下下)ボタンを使用して製品情報一覧内をスクロールします。
5. Save data(デデデーーータタタををを保保保存存存)を選択して、製品情報一覧をメモリーカード内に保存すること

もできます。
製品情報ファイルは、標準的な大半のメモ帳アプリケーションで閲覧可能な.json という
ファイル形式で保存されます。

メメメモモモリリリカカカーーードドドををを使使使用用用しししたたたデデディィィスススプププレレレイイイソソソフフフトトトウウウェェェアアアののの更更更新新新
以下の手順で、お手元のディスプレイのソフトウェアを更新します。
1. 製品ハードウェアの型式と更新する製品のソフトウェアバージョンを確認します。
2. Raymarine の Web サイト (www.raymarine.com > Support(サササポポポーーートトト) > Software Updates(ソソソフフフ

トトトウウウェェェアアア更更更新新新)) をご覧ください。
3. 使用している製品を探します。
4. お手元の製品用に更新されたソフトウェアが入手可能かどうか確認します。
5. 関連するソフトウェアパッケージ (ISO ファイル) をダウンロードします。
6. ファイルを MicroSD カードにコピーします。
7. ディスプレイの電源が入った状態で、MicroSD カードをカードリーダースロットに挿入

します。
ソフトウェアの更新ファイルは自動的に認識されます。

8. [はははいいい]を選択すると、ソフトウェアのアップデートが開始されます。
使用可能な製品のリストが表示されます。このリストには、SeaTalkng ® バックボーンに接
続されているお手元のディスプレイと製品があります。

ソソソフフフトトトウウウェェェアアアのののアアアッッップププデデデーーートトト例例例

9. アップデートしたい各デバイスを選択します。
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現在のソフトウェアバージョンを再インストールするかどうかを尋ねる通知が表示された場
合、問題が発生していない限り、No(いいいいいいえええ)を選択します。Yes(はははいいい)を選択した場合、現在
のソフトウェアバージョンは再インストールされます。

10. 関連する製品をすべて選択したら、Update selected(選選選択択択しししたたたももものののをををアアアッッップププデデデーーートトト)を選択し
てソフトウェアのアップデートプロセスを開始します。

11. アップデートプロセスが完了するのを待ちます。
12. Exit(終終終了了了)を選択します。

注注注意意意:
• アップデートプロセスの一環で、自動的に再起動する場合があります。
• Update software(ソソソフフフトトトウウウェェェアアアののの更更更新新新)のポップオーバーオプションで Check SD card(SD
カカカーーードドドををを確確確認認認)を選択することも可能です (Homescreen(ホホホーーームムム画画画面面面) > Settings(設設設定定定) >
Getting started(ごごご使使使用用用ののの前前前ににに) > Update software(ソソソフフフトトトウウウェェェアアアののの更更更新新新)。

イイインンンタタターーーネネネッッットトト接接接続続続ををを使使使用用用しししたたたソソソフフフトトトウウウェェェアアアののの更更更新新新
Wi-Fi が内蔵されている Element™ ディスプレイを使用する場合、インターネット接続を利用して
以下の手順に従ってお手元のディスプレイのソフトウェアと同じ SeaTalkng ®バックボーンに接
続されている承認済みのデバイス上にあるソフトウェアを更新します。
1. [ご使用の前に] メニューで [ソソソフフフトトトウウウェェェアアアののの更更更新新新]を選択します ([ホホホーーームムム画画画面面面] > [設設設定定定] >

[ごごご使使使用用用ののの前前前ににに]) を選択します。
2. ポップオーバーメニューで [オオオンンンララライイインンンででで確確確認認認]を選択します。

利用できるインターネット接続がない場合には、作成する必要があります。
3. Wi-Fi 接続を設定するには、[Wi-Fi設設設定定定]を選択し、必要な Wi-Fi アクセスポイント/ホット

スポットに接続します。
4. [開開開始始始] を選択します。

使用可能な製品のリストが表示されます。このリストには、SeaTalkng ® バックボーンに接
続されているお手元のディスプレイと製品があります。

ソソソフフフトトトウウウェェェアアアのののアアアッッップププデデデーーートトトリリリススストトトののの例例例

5. アップデートしたい各デバイスを選択します。

現在のソフトウェアバージョンを再インストールするかどうかを尋ねる通知が表示された場
合、問題が発生していない限り、No(いいいいいいえええ)を選択します。Yes(はははいいい)を選択した場合、現在
のソフトウェアバージョンは再インストールされます。
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6. 関連する製品をすべて選択したら、Update selected(選選選択択択しししたたたももものののをををアアアッッップププデデデーーートトト)を選択し
てソフトウェアのアップデートプロセスを開始します。

7. アップデートプロセスが完了するのを待ちます。
8. Exit(終終終了了了)を選択します。

注注注意意意:
アップデートプロセスの一環で、自動的に再起動する場合があります。

4.6ユユユーーーザザザーーーデデデーーータタタのののイイインンンポポポーーートトトとととエエエクククスススポポポーーートトト
ユーザーデータ (ウェイピント、航路および航跡) は、ディスプレイにインポートしたり、
ディスプレイからエクスポートすることが可能です。ユーザーデータは、共通の .gpx ファイ
ル形式で保存されます。
Import/export(インポート/エクスポート) メニューには、ホーム画面設定メニュー
Homescreen(ホホホーーームムム画画画面面面) > Settings(設設設定定定) > Import/export(イイインンンポポポーーートトト/エエエクククスススポポポーーートトト)から
アクセスできます。

ユユユーーーザザザーーーデデデーーータタタののの保保保存存存
ユーザーデータ (ウェイポイント、航路および航跡) を MicroSD カードにバックアップするこ
とができます。
1. メモリカードをディスプレイのカードリーダーに挿入します。
2. Import/export(インポート/エクスポート) メニューで Save data to card(カカカーーードドドにににデデデーーータタタををを

保保保存存存)を選択します ( Homescreen(ホホホーーームムム画画画面面面) > My data(マママイイイデデデーーータタタ) > Import/export(イイインンン
ポポポーーートトト/エエエクククスススポポポーーートトト))。
ポップオーバーメニューが表示されます。

3. 希望するオプションを選択します。
• Save all data(すすすべべべてててのののデデデーーータタタををを保保保存存存)で、すべてのウェイポイント、航路ならびに航跡
を保存 (エクスポート) します。

• Save waypoints(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトををを保保保存存存)で、すべてのウェイポイントを保存 (エクス
ポート) します。

• Save routes(航航航路路路ををを保保保存存存)で、すべての航路を保存 (エクスポート) します。
• Save tracks(航航航跡跡跡ををを保保保存存存)で、すべての航跡を保存 (エクスポート) します。

4. Save(保保保存存存)を選択して、デフォルトのファイル名でユーザーデータを保存します。もし
くは以下の方法で実行します。
i. オンスクリーンキーボードでファイル名を入力してから、Save(保保保存存存)を選択します。

5. OK(OK)を選択して Import/export (インポート/エクスポート)メニューに戻るか、Eject
card(カカカーーードドドををを取取取りりり出出出すすす)を選択してメモリーカードを安全に取り外します。

ユーザーデータファイルは、お手元のメモリカード内の‘\Raymarine\My Data\’ ディレクトリに
gpx形式で保存されます。
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ユユユーーーザザザーーーデデデーーータタタをををイイインンンポポポーーートトトすすするるる
お手元のディスプレイに、ユーザーデータ (GPX 形式のウェイポイント、航路と航跡など) に
インポートすることができます。
1. お手元のディスプレイに搭載されているメモリーカードリーダーに、ユーザーデータファイ

ルが保存されている MicroSD カードを挿入します。
2. Import/export(インポート/エクスポート) メニューから、Import from card(カカカーーードドドかかからららイイインンン

ポポポーーートトトすすするるる)を選択します (Homescreen(ホホホーーームムム画画画面面面) > Settings(設設設定定定) > Import/export(イイインンン
ポポポーーートトト/エエエクククスススポポポーーートトト) > Import from card(カカカーーードドドかかからららイイインンンポポポーーートトト))。

3. ユーザーデータファイル (.gpx) に進みます。
4. 関連する GPX ファイルを選択します。

これで、ユーザーデータがインポートされました。
5. [OK] を選択します。

4.7 EV-1船船船首首首セセセンンンサササーーー
お手元のディスプレイに EV-1 船首センサーを接続することができます。これにより、船舶の移
動に左右されることなく、正確な船首データが利用できるようになります。
EV-1船首は、以下の条件を満たしている場合、自動的にキャリブレーション (線形化)を実行します
• 船速が、3 ～ 15 ノット
• 270° 以上の旋回が行われている場合

注注注意意意:
自動キャリブレーションに要する時間は、3 ～ 15 ノットで 360° 旋回すると短縮できます。

最初のキャリブレーションが完了すると通知が表示され、This display(こここのののデデディィィスススプププレレレイイイ)メ
ニューの EVO COMPASS(EVOコココンンンパパパススス)セクションに最大偏差値が表示されます。ダッシュ記号
が表示された場合、キャリブレーションが正常に完了していません。
最大偏差値が 45° 以上の場合、磁気妨害が少ない場所に EV-1 を再配置するか、磁気妨害を誘発
しているデバイスを EV-1 から遠ざけます。

EV-1船船船首首首セセセンンンサササーーーののの手手手動動動調調調整整整
風と潮の流れ状況に起因しない船首と報告された COG (対地の方位) の間で相違がある場合に
は、EV-1 船首センサーの設定を調整して補正することができます。
EV-1 の設定には、This display(こここのののデデディィィスススプププレレレイイイ) メニューからアクセスできます (
Homescreen(ホホホーーームムム画画画面面面) > Settings(設設設定定定) > This display(こここのののデデディィィスススプププレレレイイイ) > EVO set-up(EVO
ののの設設設定定定))。
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1. 差異が、プラスマイナス 10° 以内の場合には、Compass offset(コココンンンパパパスススオオオフフフセセセッッットトト)フィール
ドを選択して、COG と船首の値が同じになるように調整します。

2. 差異が、プラスマイナス 10° 以上の場合には、GPS/GNSS によって報告されている COG に船
首センサーを合わせることができます。Align to GPS(GPSににに合合合わわわせせせるるる)を選択し画面上の
指示に従ってください。

キキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンンののの再再再起起起動動動
お手元の船首データに不具合があったり、EV-1 センサーを再配置する必要がある場合には、自
動キャリブレーションを再起動することができます。
ディスプレイメニューで以下の操作を実行します。
1. EVO set-up(EVO のののセセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
2. Restart calibration(キキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンンののの再再再起起起動動動)を選択します。

船速が 3 ～ 15 ノットに達し、270° 以上旋回するという条件を満たしている場合、最大偏差
がリセットされ、自動キャリブレーションが始まります。

コココンンンパパパスススのののキキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンンのののロロロッッッククク
EV-1 センサーは、正確性を向上するためにバックグラウンドでキャリブレーションの設定を継
続的に調整するように設計されています。
乗船している船が、定期的に大きな磁気変動にさらされている環境にある場合 (洋上風力発電
所や交通の盛んな河川など)、コンパスロック機能を利用して継続的な調整を避けるのが望
ましいでしょう。これは、継続的な調整は時間の経過と共に、報告される船首において誤差
が生じるおそれがあるためです。
以下の手順でコンパスロックを有効にします。
1. This display(こここのののデデディィィスススプププレレレイイイ)メニューから、EVO set-up(EVOのののセセセッッットトトアアアッッップププ)を選択

します。
2. コンパスのトグルスイッチを選択すると、ロックが有効になります。

注注注意意意:
キャリブレーションロックは、Compass lock(コココンンンパパパスススロロロッッッククク)のトグルスイッチを無効に
すればいつでも解除することができます。
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4.8複複複数数数デデデーーータタタソソソーーーススス (MDS)
MDS は、あらゆる単一ネットワーク上にある同一データタイプにおける複数のソースを管
理するための Raymarine スキームです (MFD ネットワークにおける複数の GPS / GNSS 位置
データ ソースなど)。
MDS をシステム上で使用できるようにするには、上に記載したデータソースを使用するシステ
ムのすべての製品が MDS 対応でなければなりません。システムでは、MDS に準拠していないす
べての製品が報告されます。このように非対応の製品のソフトウェアをアップグレードするこ
とで、対応できるようになることがあります。お使いの製品に対応した最新のソフトウェアを
入手するには、Raymarine Web サイト (www.raymarine.com) を参照してください。
MDS 準拠のソフトウェアがその製品で使用できず、システム優先のデータソースを使いた
くない場合は、対応していないすべての製品をシステムから削除する必要があります。そう
すれば、優先データソースを選択できるようになります。

注注注意意意:
優先されるデータソースの設定が完了したら、準拠していない製品を再度システムに追加
し直すことができます。

[デデデーーータタタソソソーーーススス]メメメニニニュュューーー
水深など特定のデータに対する複数の同じデータソースがシステムに含まれている場合、ディ
スプレイはそのデータに最も適したソースを選択します。必要に応じて、そのデータに対し
て独自のソースを手動でお選びいただくことも可能です。
Data sources(デデデーーータタタソソソーーーススス)メニューには、Settings(設設設定定定)メニューからアクセスできます
(Homescreen(ホホホーーームムム画画画面面面) > Settings(設設設定定定) > This display(こここのののデデディィィスススプププレレレイイイ) > Data sources(デデデーーー
タタタソソソーーーススス))。

お好みのデータソースをタブごとに表示し、選択することができます。アクティブなデータ
ソースが現在の値を表示します。デフォルトのデータソースは自動的に選択され、そのデータ
のソースは状況に応じて変わる場合があります。
Manual selection(手手手動動動選選選択択択)トグルを有効にした状態で、そのデータに対するお好みのソースを手
動で割り当てることができます。手動で選択されたデータソースが変更することはありません。

デデデーーータタタソソソーーースススののの手手手動動動割割割りりり当当当ててて
以下の手順に従ってデータソースを手動で割り当てます。
ホーム画面で、次の操作を実行します。
1. [設設設定定定] を選択します。
2. This display(こここのののデデディィィスススプププレレレイイイ)タブを選択します。
3. Data sources(デデデーーータタタソソソーーーススス)ボタンを選択します。
4. ソースを割り当てたいデータのタイプに対するタブを選択します。

タブを選択すると、ディスプレイはネットワークを検索し、そのデータタイプを利用できる
互換性があるデバイスの一覧を表示します。

5. UP (上上上)と DOWN (下下下)ボタンを操作して、デバイスを強調表示します。
6. OK(OK)ボタンを押して、そのデータタイプに対するソースとなるデバイスを選択します。
選択したデバイスは、そのデータおいて使用される唯一のソースとなります。
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注注注意意意:
手動選択が求められる特別な理由がある場合を除いて、Manual selection(手手手動動動選選選択択択)は無効
にしておくことを推奨します。こうすれば、ディスプレイが、そのデータにとって最適
なソースを決めることが可能になります。

4.9 Quantum™レレレーーーダダダーーースススキキキャャャンンンナナナのののペペペアアアリリリンンングググ
Wi-Fi 接続を利用して、Quantum™ レーダースキャナをお手元のディスプレイに接続するこ
とができます。
前提条件:
• レーダースキャナーに付属している手順書に従って、お手元の Quantum™ レーダースキャナ
が電源装置に取り付けられていることを確認します。

• Quantum™ レーダースキャナーの SSID とパスコードがお手元にあることを確認します。

1. SelectThis display(こここのののデデディィィスススプププレレレイイイ)タブで、Pair with Quantum(Quantumとととのののペペペアアアリリリンンングググ)
を選択します (Homescreen(ホホホーーームムム画画画面面面) > Settings(設設設定定定) > This display(こここのののデデディィィスススプププレレレイイイ) >
Quantum Radar(Quantumレレレーーーダダダーーー): > Pair with Quantum(Quantumとととのののペペペアアアリリリンンングググ))。

2. お手元の Quantum™ レーダーの SSID とパスコードを入力します。
3. [接接接続続続] を選択します。
4. 画面上の指示に従って、お手元の Quantum™ レーダーとのペアリングを続行します。

ペアリングのプロセスは、完了するまでに数分を要する場合があります。

Quantum™ レーダーのペアリングプロセスに関する詳細情報については (トラブルシューティ
ング情報を含むi)、お手元の Quantum™ レーダードキュメントを参照してください。
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第第第 5章章章 : ホホホーーームムム画画画面面面
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5.1 ホホホーーームムム画画画面面面ののの概概概要要要
すべての設定およびアプリには、ホーム画面からアクセスできます。

1. 位位位置置置/測測測位位位ののの詳詳詳細細細 — 船舶の現在の位置座標が表示されます。タッチすると、測位精度と位
置設定が表示されます。

2. 供供供給給給電電電圧圧圧 — ディスプレイの供給電圧が表示されます。供給電圧の読み取り値は、現在の供
給電圧が Low voltage threshold(低低低電電電圧圧圧閾閾閾値値値)のアラーム設定で指定されている値よりも低
い場合、赤色で表示されます (Homescreen(ホホホーーームムム画画画面面面) > Settings(設設設定定定) > Alarms(アアアラララーーー
ムムム) > Low voltage threshold(低低低電電電圧圧圧閾閾閾値値値))。

3. ススステテテーーータタタススス領領領域域域 — システムの時間、カウントダウン/アップタイマー、ソナーの ping ス
テータスが表示されます。カウントダウン / アップタイマーを設定する領域、タイムゾー
ンを設定したり、夏時間を調整します。

4. アアアプププリリリペペペーーージジジアアアイイイコココンンン — ホーム画面は、最大 3 ページで構成されており、各ページにアプ
リのアイコンを 6 つまで表示させることができます。アプリのアイコンを選択すると、関連
するアプリのページが開きます。別の Homescreen(ホーム画面) ページを表示するには、
Homescreen(ホーム画面) ページが変わるまで、十字キーパッドの Left(左左左)または Right(右右右)
ボタンを押し続けます。Routes & Tracks(航航航路路路 &航航航跡跡跡)アイコンの上にあるインジケータバー
を使用して、表示されている Homescreen(ホーム画面) ページを識別することができます。

5. Waypoints(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトト) — Waypoints(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトト)リストを表示する際に選択
します。

6. Routes & Tracks(航航航路路路 &航航航跡跡跡) — Routes and Tracks(航航航路路路 &航航航跡跡跡)リストを表示する際に
選択します。

7. Settings(設設設定定定) — ディスプレイの Settings(設設設定定定)メニューを表示する際に選択します。

注注注意意意:
スタートアップウィザード中に選択する Activity(アアアクククテテティィィビビビテテティィィ)と Transducer selection(トトト
ララランンンスススデデデュュューーーサササののの選選選択択択)の組み合わせにより、Homescreen(ホーム画面) に表示されるデフォル
トのアプリページアイコンが決まります。
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使使使用用用上上上ののの制制制限限限へへへののの同同同意意意

ディスプレイの電源が入ると、ホーム画面が表示されます。

1. ディスプレイを使用する前に、使用上の制限 (LoU) 免責事項に同意していただく必要があり
ます。LoU Dの免責事項の全文を表示するには、Left(左左左)ボタンを使用してテキストをハイラ
イトしてから、OK(OK)ボタンを押します。

LoU の確認は、ディスプレイの電源を入れるたびに表示されます。LoU の全文は、Getting
started(ごごご使使使用用用ののの前前前ににに)メニューからいつでもご覧いただけます (Homescreen(ホホホーーームムム画画画面面面) >
Settings(設設設定定定) > Getting started(ごごご使使使用用用ののの前前前ににに) )。

利利利用用用可可可能能能なななアアアプププリリリ

アプリは、アプリページ内で使用されます。各アプリページは、Homescreen(ホーム画面) 上に
アプリページのアイコンで表わされます。

各アプリページには、最大 4 つのアプリを設定することができます。個別に利用できるアプ
リは、以下の通りです。

海海海図図図)—海図)アプリには、海図からの電子地図情報が表示されます。GNSS
(GPS)レシーバと一緒に使用する場合、船舶の位置が表示されます。海図ア
プリを使用すると、ウェイポイントを用いて特定の場所をマークしたり、
航路を作成して航行したり、航跡を記録して記録を残すことができます。
海図アプリの詳細情報については、次を参照してください。
p.71 —海海海図図図アアアプププリリリ

Fishfinder — Fishfinder アプリは、接続されているトランデューサを利用
して、水中の海底構造を作成して、トランスデューサの範囲内の水柱内
にいる魚群を探知します。

注注注意意意:
Fishfinder アプリで利用できるチャンネル数は、ディスプレイの型式と
接続されているトランスデユーサによって決まります。

Fishfinder アプリの詳細情報については、次を参照してください。
p.101 —魚魚魚群群群探探探知知知アアアプププリリリ
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計計計器器器盤盤盤 — 計器盤アプリには、接続されているセンサーや機器からデータ
を読み取り機能があります。

注注注意意意:
計器盤アプリは、分割画面アプリページでのみ利用できます。
計器盤アプリの詳細情報については、次を参照してください。
p.117 —ダダダッッッシシシュュュボボボーーードドドアアアプププリリリ

レレレーーーダダダーーー — レーダーアプリは、グラフィック描写で船舶の周囲環境を
表示するため、状況認識に役立ちます。接続されている Quantum レー
ダースキャナーからのエコー/ターゲットの戻りを利用します。レー
ダーアプリを使用して、ターゲットを追跡したり距離や方位を測定す
ることができます。

注注注意意意:
レーダー アプリは、最初のスタートアップ ウィザードで、Radar
installed(イイインンンススストトトーーールルルささされれれててていいいるるるレレレーーーダダダーーー)オプションが有効になって
いる場合、ホーム画面アプリページアイコン内にあります。有効で
ない場合、手動で追加する必要があります。
海図アプリの詳細情報については、次を参照してください。
p.129 —レレレーーーダダダーーーアアアプププリリリ

Quicklaunchボボボタタタンンンへへへのののアアアプププリリリペペペーーージジジののの割割割りりり当当当ててて
Quicklaunch ボタンに割り当てたアプリページは、アプリページアイコンの右隅にある関連す
る Quicklaunch ボタン番号を使用して識別します。

以下の手順に従って、Quicklaunch ボタンに割り当てるアプリページを変更することがで
きます。
1. Directional pad(十十十字字字キキキーーーパパパッッッドドド)を使用して、Quicklaunch ボタンに割り当てたいアプリペー

ジをハイライトします。
2. 「Quicklaunch button configured(Quicklaunch ボタンが設定されました)」というメッセージが

表示されるまで、関連する Quicklaunchボタンを長押しします。
アプリページアイコンが更新され、アイコンの右隅に該当する Quicklaunchボタン番号
が表示されます。

3. 必要に応じて、手順 1 と 2 を繰り返して残りの Quicklaunchボタンを設定します。

5.2アアアプププリリリペペペーーージジジのののカカカスススタタタマママイイイズズズ
ホーム画面アプリページをカスタマイズできます。
1. 変更したいアプリページアイコンをハイライトします。
2. OK(OK)ボタンを押したままにします。

ポップオーバーメニューが表示されます。
3. 該当するオプションを選択します。

• Customize(カカカスススタタタマママイイイズズズ) — アプリページを利用可能な構成の 1 つに変更する際に使用
します。

• Delete(削削削除除除) — ホーム画面からアプリページアイコンを削除する際に使用します。
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• Rename(名名名前前前ををを変変変更更更すすするるる) — 画面上に表示されるキーボードを利用して、アプリページア
イコンの名前を変更する際に使用します。

• Assign as Quicklaunch 1/2/3(Quicklaunch 1/2/3とととしししててて割割割りりり当当当てててるるる) — アプリページを
Quicklaunch ボタンに割り当てる際に使用します。

5.3新新新しししいいいアアアプププリリリペペペーーージジジののの作作作成成成
ホーム画面は、3 つのホーム画面ページで構成されています。デフォルトで、アプリページ
アイコンと共に最初のページが現れます。ホーム画面に予め構成されたアプリページを追
加することができます。

1. 必要に応じて、Left(左左左)と Right(右右右)ボタンを使用して、利用可能なスペースがあるホーム画
面ページを表示します。

2. ホーム画面の余白部分をハイライトします。
3. OK(OK)ボタンを押したままにします。
4. 希望するアプリページ構成を選択します。
ホーム画面上で新しいアプリページアイコンが利用できるようになります。

5.4衛衛衛星星星ナナナビビビゲゲゲーーーシシショョョンンン /測測測位位位

GPS/GNSSススステテテーーータタタススス
船舶の GPS/GNSS 位置座標は、ホーム画面の左上隅に表示されます。このエリアをタッチする
ことで、測位精度と設定にアクセスできます。
緯度と経度がホーム画面に表示されていれば、有効な測位情報が取得されています。テキスト
が赤で表示されている場合、測位精度が低いことを意味します。
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ページ左側のスカイビューは、利用可能な衛星を表示し所属する GNSS コンステレーション (衛
星群) を識別します。衛星の色からステータスが判断できます。
• 白 = 衛星を検索中
• 緑 = 衛星を使用中
• オレンジ = 衛星を追跡中

GPS/GNSSののの設設設定定定
GPS / GNSS レシーバの設定には、ホーム画面の左上隅にある Settings(設設設定定定)タブを選択して
アクセスできます。

GPS / GNSS Settings (GPS / GNSS 設定) タブでは、次のことができます。
• 相相相対対対測測測位位位: — 相対測位を有効にすると、SBAS (Satellite Based Augmentation Systems) で網羅さ
れている地域において、より正確な測位機能を発揮します。

• COG/SOGフフフィィィルルルタタタ: — 船舶の振動 (横揺れ、縦揺れや揺れなど) の大きさに応じて、COG /
SOG フィルタを設定すると、COG と SOG の読み取り値がさらに安定します。

48



• 内内内蔵蔵蔵ののの GPS: — ディスプレイに内蔵されている GPS / GNSS レシーバを有効または無効に
します。

• GPSををを VHFににに送送送るるる: — ディスプレイから、接続されている VHF ラジオへの GPS / GNSS
データの出力を有効または無効にします。

• 再再再起起起動動動 — ディスプレイで使用している GPS / GNSS レシーバを再起動します。

5.5ススステテテーーータタタススス領領領域域域
ステータスエリアは、ホーム画面の右上にあります。このエリアには、現在の時刻が表示さ
れ、ディスプレイのソナー音波における現在の状態を確認できます。ポップオーバーメニュー
形式のこのステータスエリアでは、タイマーと日付設定にアクセスできます。

ススステテテーーータタタスススとととアアアイイイコココンンン
ステータスエリアの表示されるアイコンは、接続されているデバイスの現在の状態を表します。

1. ソナーによる探知中。
2. ソナーによる探知が無効。
3. ソナー エラー。

5.6 タタタイイイマママーーー

タイマーは、ホーム画面ステータスエリア内に用意されています。タイマーは、カウントダウ
ン用としても、カウントアップ用 (ストップウォッチ) としても利用できます。
カウントダウンまたはカウントアップタイマーを使用している場合、ステータスエリア内
の現在時刻の下に表示されます。
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カカカウウウンンントトトダダダウウウンンンタタタイイイマママーーーののの使使使用用用
ホーム画面から以下の操作を実行します。
1. ホーム画面の右上隅にあるステータスエリアを選択します。
2. ステータスエリアのポップオーバーメニューが表示されます。
3. Timer(タタタイイイマママーーー)オプション内で、Count down(カカカウウウンンントトトダダダウウウンンン)が選択されていることを

確認します。
4. Start value(開開開始始始値値値)を選択し、希望する値に合わせます。

カウントダウンタイマーは、最長で 9 時間 59 分までの間で設定可能です。

5. Back(戻戻戻るるる)ボタンを押して、ポップオーバーメニューに戻ります。
6. Start timer(開開開始始始タタタイイイマママーーー)を選択します。
カウントダウンタイマーは、いつでもポップオーバーメニューで停止したり、リセットし
たりできます。

カカカウウウンンントトトアアアッッップププタタタイイイマママーーーののの使使使用用用
ホーム画面で以下の操作を実行します。
1. ホーム画面の右上隅にあるステータスエリアを選択します。
2. ステータスエリアのポップオーバーメニューが表示されます。
3. Timer(タタタイイイマママーーー)オプション内で、Count up(カカカウウウンンントトトアアアッッップププ)が選択されていることを

確認します。
4. Start timer(開開開始始始タタタイイイマママーーー)を選択します。

カウントアップタイマーは、最長で 23 時間 59 分までの間で設定可能です。

カウントアップタイマーは、いつでもポップオーバーメニューで停止したり、リセットし
たりできます。

5.7 アアアラララーーームムム
アラームは危険や注意が必要な状況を知らせるためのものです。アラームは、特定の閾値に
基づいて発動されます。
お手元のディスプレイに以下のアラームを設定することが可能です。
• 危険な AIS ターゲット
• 浅瀬深度
• ウェイポイントの到達
• 低電圧
• オフ トラック
• アンカー ドリフト
• 水温
• 魚群探知
• エンジン アラーム
• 通信衛星エラー
アラームメッセージは、重大度を示すために、次のように色分けされています。

危危危険険険ををを知知知らららせせせるるる警警警報報報ののの例例例
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赤赤赤 — 危険な状況が迫っていることを知らせるために使用されます。人の命や船舶に危険が差
し迫っている恐れがあるため、速やかに対処する必要があります。危険な警報には、可聴音
が伴います。危険を知らせる警報通知と警報音は、確認するか、アラーム発動の原因になっ
た条件が存在しなくなるまで消えません。

注注注意意意ををを喚喚喚起起起すすするるる警警警報報報ののの例例例

オオオレレレンンンジジジ — 注意する必要がある状況であることを知らせるために使用されます。注意を喚起す
る警報は、把握しておく必要がある状況において何らかの変化があったことを知らせるために
使用されます。注意を喚起する警報には、可聴音が伴います。注意を喚起する通知と警報音
は、確認するか、アラーム発動の原因になった条件が存在しなくなるまで消えません。

通通通知知知ののの例例例

青青青 — iユーザーが認識しておく必要がある情報を知らせるために使用されます。情報通知は
ユーザーによる介入が必要な場合を除き、3 秒経過すると自動的に解除されます。情報通知に
は、可聴音は伴いません。

認認認識識識しししててておおおくくくたたためめめののの警警警報報報
以下の手順に従って、発動中の警報を認識します。
警報通知を画面上に表示させた状態で、以下の操作を実行します。
1. [OK] を選択します。

通知は解除され、可聴音が止みます。
認識した警報は、発動の原因になった条件が存在しなくなるまで鳴り続けます。

注注注意意意:
警報通知に、Edit(編編編集集集)ボタンがある場合、このボタンを選択するとAlarms(アラーム) メ
ニュー内に当該の設定が表示されますので、必要に応じてアラームの閾値を変更すること
ができます。

5.8設設設定定定メメメニニニュュューーー
ディスプレイの設定には、ホーム画面の Settings(設設設定定定)アイコンを選択するとアクセスできます。
お手元のディスプレイでは、以下の設定をしたり、詳細を確認することができます。

タタタブブブ 設設設定定定内内内容容容

ごごご使使使用用用ののの前前前ににに • お使いのディスプレイに関するハードウェアおよびソフトウェア
情報が表示されます。

• ディスプレイのソフトウェアを更新します。
• ユーザーインターフェイス言語を変更できます。
• リテール/デモモードを有効化/無効化します (Simulator(シミュ
レータ) モード)。

• Demo(デデデモモモ)タタタイイイプププを選びます。
• Demo(デモ) ムービーを有効化/無効化します。
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タタタブブブ 設設設定定定内内内容容容

• 利用規約上の免責条項を表示します。

船船船舶舶舶ののの詳詳詳細細細 • 最小安全深度、高さ、幅を構成します。
• エンジンを構成します。
• タンクを構成します。
• バッテリを構成します。

単単単位位位 • 使用したい測定単位を構成します。
• 日時の設定を構成します。
• 方位モードを構成します。
• システム基準面を構成します。
• 偏差を構成します。

こここのののデデディィィスススプププレレレイイイ • ユーザーインターフェースのカラーテーマを Light(明明明るるるいいい)か
Dark(暗暗暗いいい)に切り替えます。

• EV-1 船首センサーのキャリブレーションを実行します。
• ｄデータソースを選択します。
• 診断: 製品情報や接続されている製品の製品情報を表示します。
システムログの保存 / 削除を行います。

• Quantum™ レーダースキャンナのペアリングを行います。
• 設定、または工場出荷時のリセットを行います。

アアアラララーーームムム • アラームの設定を構成します。

イイインンンポポポーーートトト/エエエクククスススポポポーーー
トトト

• MicroSD カードから、ユーザーデータ (ウェイポイント、航路お
よび航跡) のインポートおよびエクスポートを行います。

• SD カードを取り出します。

表表表示示示すすするるる言言言語語語ののの選選選択択択
お手元のディスプレイのユーザーインターフェースで使用する言語を選択することができます。
1. Getting started(ごごご使使使用用用ののの前前前ににに) メニューで、Language(言言言語語語) ボタンを選択します

(Homescreen(ホホホーーームムム画画画面面面) > Settings(設設設定定定) > Getting started(ごごご使使使用用用ののの前前前ににに) > Language(言言言語語語))。
2. 希望する言語を選択します。

ユユユーーーザザザーーーイイインンンタタターーーフフフェェェイイイススス言言言語語語
次の言語が使用できます。

アラビア語 (ar-AE) ブルガリア語 (bg-BG) 中国語 (簡体字) (zh-CN) 中国語 (繁体字) (zh-TW)

クロアチア語 (hr-HR) チェコ語 (cs-CZ) デンマーク語 (da-DK) オランダ語 (nl-NL)

英語 (en-GB) 英語 (en-US) エストニア語 (et-EE) フィンランド語 (fi-FI)

フランス語 (fr-FR) ドイツ語 (de-DE) ギリシャ語 (el-GR) ヘブライ語 (he-IL)

ハンガリー語 (he-IL) アイスランド語 (is-IS) インドネシア語 (バハ
サ) (id-ID)

イタリア語 (it-IT)

日本語 (ja-JP) 韓国語 (ko-KR) ラトビア語 (lv-LV) リトアニア語 (lt-LT)

マレー語 (バハサ )
(ms-MY ZSM)

ノルウェー語 (nb-NO) ポーランド語 (pl-PL) ポルトガル語 (ブラジ
ル) (pt-BR)

ロシア語 (ru-RU) ス炉バニア語 (sl-SI) スペイン語 (es-ES) スウェーデン語 (sv-SE)

タイ語 (th-TH) トルコ語 (tr-TR) ベトナム語 (vi-VN)
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船船船舶舶舶ののの詳詳詳細細細
適切に操作してデータを表示するには、要件に応じて船舶の詳細を設定する必要があります。
船舶の詳細には、Settings(設設設定定定)メニューからアクセスすることができます (Homescreen(ホホホーーームムム
画画画面面面) > Settings(設設設定定定) > Boat Details(船船船舶舶舶ののの詳詳詳細細細)。

オオオプププシシショョョンンン 詳詳詳細細細

最最最小小小安安安全全全高高高さささ: 空荷時の水位線から見た船舶の最大高を入力します。船舶の揺れに起
因する変動に対して十分な間隔を確保するために、この数値に対す
る安全範囲を広げておくことを推奨します。

最最最小小小安安安全全全幅幅幅: 船舶の一番広い幅となる最大値を入力します。船舶の揺れに起因する
両側への変動に対して十分な間隔を確保するために、この数値に対す
る右舷と左舷の安全範囲を広げておくことを推奨します。

最最最小小小安安安全全全深深深度度度: 最大積載時の船舶の最大深度を入力します。この値は、水位線から
船舶の竜骨の一番低い地点までの深度を示します。船舶の揺れに起
因する変動に対して十分な間隔を確保するために、この数値に対す
る安全範囲を広げておくことを推奨します。

エエエンンンジジジンンン数数数: 互換性のあるエンジン管理システムに接続している場合、最大で 2
台のエンジンのデータをお手元のシステムで表示するように構成す
ることができます。

エエエンンンジジジンンンののの識識識別別別: エンジンの台数を選択したら、Identify engines(エエエンンンジジジンンンののの識識識別別別)を選択
して、画面上の指示に沿ってエンジンを構成します。表示するエンジ
ンデータを有効にするには、追加のハードウェアインターフェース
が必要になる場合があります。

燃燃燃料料料タタタンンンククク: システムを構成して、最大 2 つの燃料タンクのデータを表示できます。

真真真水水水タタタンンンククク: システムを構成して、最大 2 つの真水タンクのデータを表示できます。

海海海水水水タタタンンンククク: システムを構成して、最大 2 つのライブウェルタンクのデータを
表示できます。

真真真水水水タタタンンンククク: システムを構成して、家庭雑排水タンクのデータを表示できます。

汚汚汚水水水用用用タタタンンンククク: システムを構成して、汚水用タンクのデータを表示できます。

バババッッッテテテリリリーーー数数数: システムを構成して、最大 3 つのバッテリーのデータを表示できます。

測測測定定定単単単位位位
データの読み取り値に使用する単位を Units(単単単位位位) メニューから選ぶことができます
(Homescreen(ホホホーーームムム画画画面面面) > Settings(設設設定定定) > Units(単単単位位位))。
デフォルトの測定単位は、ユーザーインターフェース言語の設定によって決まります。

測測測定定定 単単単位位位

距距距離離離単単単位位位: • 海里
• NM & m
• 法定マイル
• キロメートル

速速速度度度単単単位位位: • Kts
• MPH
• KPH

水水水深深深単単単位位位: • メートル
• Feet(フィート)
• 尋
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測測測定定定 単単単位位位

温温温度度度単単単位位位: • 摂氏
• 華氏

風風風速速速単単単位位位: • ノット
• メートル/秒速

容容容量量量単単単位位位: • 米ガロン
• 英ガロン
• リットル

エエエコココノノノミミミーーー単単単位位位: • 容量当たりの距離
• 距離当たりの容量
• 100 km 当たりのリットル量

気気気圧圧圧単単単位位位: • バール
• PSI
• キロパスカル

日日日付付付形形形式式式: • MM/DD/YYYY
• DD/MM/YYYY
• MM:DD:YY
• DD:MM:YY

時時時間間間形形形式式式: • 12hr (12時間単位)
• 24hr (24時間単位)

タタタイイイムムムゾゾゾーーーンンン: • UTC オフセット

測測測定定定 単単単位位位

方方方位位位モモモーーードドド: • 真
• 磁気

シシシススステテテムムム基基基準準準面面面: 使用可能な基準面のリスト

偏偏偏差差差: • 自動
• 手動

手手手動動動偏偏偏差差差: • 30°W ～ 30°E
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第第第 6章章章 : ウウウェェェイイイポポポイイインンントトト、、、航航航路路路、、、航航航跡跡跡

目目目次次次
• 6.1 ウェイポイント ページ ( 56 ページ)
• 6.2 航路 ページ ( 62 ページ)
• 6.3 航跡 ページ ( 66 ページ)
• 6.4 ユーザーデータのインポートとエクスポートページ ( 69 ページ)
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6.1 ウウウェェェイイイポポポイイインンントトト
ウェイポイントを利用して、お気に入りの場所など特定の地点に印を付けられます。
ウェイポイントは、Chart(海図) と Fishfinder アプリで使用できます。お手元のディスプレイには
最大で 5,000 のウェイポイントを保存することが可能で、最大で 200 のウェイポイントグ
ループを保管できます。
Chart(海図) アプリで、ウェイポイントのコンテキストメニューから Goto(進進進行行行)を選択し
てウェイポイントに進むことができます。
ウェイポイントは、ディスプレイからインポートしたり、ディスプレイにエ
クスポートすることができます。詳細については、次を参照してください。
p.69 —ユユユーーーザザザーーーデデデーーータタタのののイイインンンポポポーーートトトとととエエエクククスススポポポーーートトト

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの設設設置置置 (簡簡簡易易易設設設定定定)
Chart(海図) または Fishfinder アプリで特定の場所にウェイポイントを設置するには、以下
の手順に従います。
1. Directional pad(十十十字字字キキキーーーパパパッッッドドド)を使用して、希望する場所の上にカーソルを置き、

Waypoint(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトト)ボタンを押します。
アプリがカーソルモードになり、保存されたウェイポイント通知が表示されます。

注注注意意意:
5 秒以内に通知に対して何も操作しない場合、通知は自動的に閉じ、デフォルト値のウェイ
ポイントを保存します。

2. 必要に応じて、ウェイポイントに割り当てたい最新のウェイポイント記号を選択します。
3. OK(OK)ボタンを押します。
ウェイポイントは選択した記号で保存されます。Group(グググルルルーーープププ): 内にグループで表示さ
れます。

船船船舶舶舶ののの場場場所所所へへへのののウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの設設設置置置
船舶の場所へウェイポイントを設置するには、以下の手順に従います。

注注注意意意:
船舶の場所へ設置するウェイポイントの場合、お手元のディスプレイに GPS/GNSS Position fix
が搭載されている必要があります。

1. 必要に応じて、Chart(海図) アプリでは Back(戻戻戻るるる)ボタンを押して Motion(モーション) モー
ド、Fishfinder アプリでは、 Scrolling(スクローリング) モードにに切り替えます。

2. Waypoint(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトト)ボタンを押します。
アプリがカーソルモードになり、保存されたウェイポイント通知が表示されます。
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注注注意意意:
5 秒以内に通知に対して何も操作しない場合、通知は自動的に閉じ、デフォルト値のウェイ
ポイントを保存します。

3. 必要に応じて、ウェイポイントに割り当てたい最新のウェイポイント記号を選択します。
4. [OK]ボタンを押します。
ウェイポイントは選択した記号で保存されます。Group(グググルルルーーープププ): 内にグループで表示さ
れます。

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの設設設置置置 (詳詳詳細細細設設設定定定)
以下の手順を実行して、特定の場所や船舶の場所にウェイポイントを配置したり、デフォルト
の設定を変更することができます (ウィポイント名、記号、グループなど)。
1. Directional pad(十十十字字字キキキーーーパパパッッッドドド)を使用して、希望する場所の上にカーソルを置き、

Waypoint(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトト)ボタンを押します。
アプリがカーソルモードになり、保存されたウェイポイント通知が表示されます。

注注注意意意:
5 秒以内に通知に対して何も操作しない場合、通知は自動的に閉じ、デフォルト値のウェイ
ポイントを保存します。

2. Down(下下下)ボタンを押します。
「new waypoint options(新しいウェイポイントオプション)」メニューが表示されます。

3. ウェイポイント記号を選択して、利用可能な記号の一覧を表示することができます。
続いて、使用したい記号を選択します。

4. Name(名名名前前前): フィールドを選択して、画面上に表示されるキーボードを開き、ウェイポイン
ト名を変更することができます。

5. Group(グググルルルーーープププ): フィールドを選択して、ウェイポイントグループの一覧を開き、既存の
名前を選ぶか、New group(新新新規規規グググルルルーーープププ)を選択します。

6. Comment(コココメメメンンントトト): フィールドを選択し、画面上に表示されるキーボードを使用して、
ウェイポイントに関する注記を入力することもできます。

7. ウェイポイントの詳細のカスタマイズが終了したら、OK(OK)ボタンを押して変更を保存
します。
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8. Goto(進進進行行行)を選択して、新規ウェイポイントに対するナビゲーションを開始することで
きます。

注注注意意意:
Delete(削削削除除除)を選択すると、ウェイポイントが削除されます。

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの移移移動動動
以下の手順に従って、既存のウェイポイントを新しい場所に移動させることができます。
1. 移動するウェイポイントを選択します。
2. コンテキストメニューで more options(そそそののの他他他のののオオオプププシシショョョンンン)を選択します。
3. Move(移移移動動動)を選択します。
4. Directional pad(十字キーパッド) を使用して、ウェイポイントを新しい場所に移動します。
5. OK(OK)ボタンを押します。
これで、ウェイポイントは新しい場所に移動しました。

注注注意意意:
自動航路を使用して生成された航路からのウェイポイントを移動する場合、新しい場所と
航路レッグは自動航路機能を使用して再計算されません。また、ウェイポイント記号に
変更はありません。

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの管管管理理理
ウェイポイントは、ウェイポイントグループメニュー内に保管され、メニュー内で表示さ
れます。

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトグググルルルーーープププメメメニニニュュューーー

ウェイポイントは、ホーム画面のウェイポイント メニュー (Homescreen(ホホホーーームムム画画画面面面) >
Waypoints(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトト))、Chart(海図) アプリ (Chart(海海海図図図)アアアプププリリリ > Menu(メメメニニニュュューーー) >
Waypoints(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトト)) で表示することができます
ウェイポイントは前回作成したグループと同じグループ内に保存されます。ALL WAYPOINTS(すすす
べべべてててのののウウウェェェイイイポポポイイインンントトト)を選択すると、すべてのウェイポイントを表示することもできます。
TODAYS WAYPOINTS(本本本日日日のののウウウェェェイイイポポポイイインンントトト)を選択すると、同じ日に作成したウェイポ
イントを表示できます。
ウェイポイントグループメニューを利用して、以下の操作を実行できます。
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• 付近のウェイポイントを探す。
• 新しいウェイポイントグループを作成する。

注注注意意意: ウェイポイントのグループ名は、文字、数字、記号ならびに特殊文字を組み合わせ
て、16 文字以内で名付けることができます。ウェイポイントグループ名は一意である
必要があります。

• 新しいウェイポイントグループを作成する。
• ウェイポイントまたはウェイポイントグループを削除する。

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトグググルルルーーープププ

ALL WAYPOINTS(すすすべべべてててのののウウウェェェイイイポポポイイインンントトト)、TODAYS WAYPOINTS(本本本日日日のののウウウェェェイイイポポポイイインンントトト)、
UNSORTED(未未未保保保存存存)またはユーザーが作成したウェイポイントグループを選択すると、そのグ
ループ / カテゴリ内にあるすべてのウェイポイントのリストが表示されます。
ウェイポイントのリストを表示した状態で以下を実行することができます。
• LiveView ペインで網羅されている領域内にあるウェイポイントを探します。
• 複数のウェイポイントを編集します (例えば、複数のウェイポイントで使用されている記号
を変更したり、複数のウェイポイントを別のグループに移動したり、複数のウェイポイン
トを削除したりします)。

• 現在のウェイポイントグループで、新しいウェイポイントを作成します。
• ウェイポイントの詳細を表示およびカスタマイズします。
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ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの詳詳詳細細細

リストでウェイポイントを選択すると、そのウェイポイントにおいてカスタマイズ可能な詳細
が表示されます。画面の右側の LiveView ペインにもウェイポイントの場所が表示されます。
ウェイポイントの詳細を表示した状態で以下を実行することができます。
• ウェイポイント名を変更します。

注注注意意意: ウェイポイント名は、文字、数字、記号ならびに特殊文字を組み合わせて、16 文字
以内で名付けることができます。ウェイポイント名は一意である必要があります。

• ウェイポイントの記号を変更します。
• ウェイポイントグループを割り当てたり、変更します。
• ウェイポイントに対する新しい位置座標を入力します。
• ウェイポイントコメント欄に入力したり、内容を変更したりすることができます。

注注注意意意: ウェイポイントコメントには、文字、数字、記号ならびに特殊文字を組み合わせ
て、32 文字以内で入力することができます。

• ウェイポイントを削除します。
• 「進行」の実行
• Chart(海図) アプリ内のウェイポイントを表示します。

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトグググルルルーーープププののの作作作成成成
新しいウェイポイントを作成するには、以下の手順に従います。
ホーム画面から以下を実行します。
1. Waypoints(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトト)を選択します。
2. New group(新新新しししいいいグググルルルーーープププ)を選択します。
3. 画面に表示されるキーボードを使用して、そのグループの名前を入力します。
4. [保保保存存存] を選択します。
新しいウェイポイントグループが、新しいすべてのウェイポイントに対する新しいデフォルト
のグループになります。

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトグググルルルーーープププののの削削削除除除
新しいウェイポイントを削除するには、以下の手順に従います。
ホーム画面から以下を実行します。
1. Waypoints(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトト)を選択します。
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2. Delete(削削削除除除)を選択します。
3. 削除したいグループを選択します。
4. Delete selected(選選選択択択しししたたたももものののををを削削削除除除)を選択します。
5. [はははいいい] を選択します。
そのグループに割り当てられているウェイポイントグループとウェイポイントが表示されます。

座座座標標標ににに基基基づづづくくくウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの作作作成成成
ウェイポイントを配置したい場所の座標に基づいて、手動でウェイポイントを作成するこ
とができます。
ホーム画面から以下を実行します。
1. [ウウウェェェイイイポポポイイインンントトト]を選択します。
2. New WPT(新新新規規規WPT)を選択します。
3. 使用可能なフィールドに詳細情報を入力します。
4. ウェイポイント記号を選びます。
5. Position(位位位置置置): フィールドを選択して、ウェイポイントを配置したい位置座標を入力し、

画面上に表示されるキーパッドを使用してウェイポイントを配置したい場所の緯度と経
度を入力します。
デフォルトでは、船舶の座標が表示されます。

6. Save(保保保存存存)を選択して、ウェイポイントの詳細に戻ります。
7. Back(戻戻戻るるる)ボタンを押して、ウェイポイントグループメニューに戻ります。

付付付近近近のののウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの検検検索索索
以下の手順に従って、LiveView ペイン内にあるウェイポイントを検索することができます。
ウェイポイント検索機能では、LiveView ペインで網羅されている領域ないにあるウェイポイン
トのリストを検索したり、作成することができます。
ホーム画面から以下を実行します。
1. Waypoints(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトト)を選択します。
2. LiveView ペインで網羅されている領域内にあるウェイポイントを検索するには、 Find

waypoints in this area(こここののの領領領域域域内内内のののウウウェェェイイイポポポイイインンントトトををを検検検索索索)を選択します。もしくは、
3. ウェイポイントリスト内のウェイポイントをハイライトしてから、Find waypoints in this

area(こここののの領領領域域域内内内のののウウウェェェイイイポポポイイインンントトトををを検検検索索索)を選択します。
見つかったすべてのウェイポイントのリストが、ウェイポイントリスト内に表示されます。

LiveView 領領領域域域のののパパパンンンニニニンンングググ
LiveView に表示される海図領域を変更することができます。
1. Waypoints(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトト)メニューを開きます。

ウェイポイント メニューには、Homescreen(ホーム画面) (Homescreen(ホホホーーームムム画画画面面面) >
Waypoints(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトト))、Chart(海図) アプリ (Chart(海海海図図図)アアアプププリリリ > Menu(メメメニニニュュューーー) >
Waypoints(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトト)) からアクセスできます。

2. Right(右右右)ボタンを押します。
Find waypoints in this area(こここののの領領領域域域内内内のののウウウェェェイイイポポポイイインンントトトををを検検検索索索))がハイライトされます。

3. Up(上上上)ボタンを押します。
焦点が、LiveView ペインに移動します。

4. OK(OK)ボタンを押します。
LiveView ペインは、パンニングモードに入ります。

5. Directional pad(十十十字字字キキキーーーパパパッッッドドド) (を使用して、海図領域を希望する場所にパンします。
6. Back(戻戻戻るるる)ボタンを押します。
7. Find waypoints in this area(こここののの領領領域域域内内内のののウウウェェェイイイポポポイイインンントトトををを検検検索索索)を選択します。

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトグググルルルーーープププののの表表表示示示おおおよよよびびび非非非表表表示示示
Chart(海図) アプリからウェイポイントにアクセスする場合、ウェイポイントを表示したり、非
表示にしたりできます。
Chart(海図) アプリで、次の操作を実行します。
1. [メメメニニニュュューーー]ボタンを押します。
2. Waypoints(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトト)を選択します。
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3. Show/hide(表表表示示示/非非非表表表示示示)を選択します。
ウェイポイントグルプープのリストが表示されます。デフォルトで、すべてのウェイポイン
トグループが選択されて (チェックマークが入っている状態) います。

4. 変更したくないグループがあれば、選択を解除します。
お手元のすべてのウェイポイントを表示または非表示にしたい場合、Show all(すすすべべべてててををを表表表示示示)
や Hide all(すすすべべべてててををを非非非表表表示示示)オプションを使用することもできます。

5. Back(戻戻戻るるる)ボタンを押して、ウェイポイントメニューに戻ります。

注注注意意意:
ホーム画面からウェイポイントメニューにアクセスする場合、Show/hide(表表表示示示/非非非表表表示示示)
オプションは利用できません。

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの共共共有有有
Element™ ディスプレイは、同じ SeaTalkng ® / NMEA 2000 ネットワークに接続されている二台目
の Element™ ディスプレイとウェイポイントを共有します。

注注注意意意:
• 2 台以上の Element™ ディスプレイを同じネットワークに接続することはできません。
• 航路と航跡は共有されません。ディスプレイ 1 で航路が作成された場合、航路のウェイポイ
ントのみディスプレイ 2 で共有されます。

ディスプレイ間で、以下のウェイポイント機能が同期化されます。
• ウェイポイントを個別に作成する
• ウェイポイントを削除する
• ウェイポイントの詳細を編集する
• ウェイポイントの場所を移動する
• 空のウェイポイントグループを作成する
• グループにウェイポイントを個別に追加する
ディスプレイ間で、以下のウェイポイント機能が同期化されます。
• 別のグループへのウェイポイントを移動する
• ウェイポイントの複数移動
• ウェイポイントの詳細の複数編集
• ウェイポイントの複数削除
• ウェイポイント グループの削除

注注注意意意:
同期化をサポートしていないウェイポイント機能を実行すると、各 Element™ ディスプレイ上
にあるウェイポイント間のリンクが解除されます。リンク解除されたウェイポイントは、各
ディスプレイで個別に管理する必要があります。

6.2 航航航路路路
航路を利用して、事前に航海の計画を立てます。お手元のディスプレイ上で直接計画を立てた
り、標準の .gpx 形式でウェイポイントと航路のエクスポートに対応しているソフトウェアを使
用して自宅で計画を立てることもできます。
航路は、数多くのウェイポイントで構成されています。お手元のディスプレイには、最大で 50
までの航路を保管することが可能です。各航路は、最大 250 のウェイポイントで構成するこ
とができます。航路を作成する際、航路の保管能力は 5,000 を上限としてウェイポイントを
ディスプレイに保管できます (たとえば、ディスプレイには 250 のウェイポイントで構成さ
れる 20 の航路を保管できます)。
保存した航路を表示するには、航路の上にカーソルを置いてから、OK(OK)ボタンを押しコンテ
キストメニューから、Follow route(航航航路路路ををを進進進むむむ)を選択します。
航路はディスプレイからインポートしたり、ディスプレイにエクスポートすることができます。
詳細については、次を参照してください。 p.69 —ユユユーーーザザザーーーデデデーーータタタのののイイインンンポポポーーートトトとととエエエクククスススポポポーーートトト
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航航航路路路ののの作作作成成成
以下の手順に従って、新しい航路を作成します。
航路は、Chart(海図) アプリで作成できます。

重重重要要要:
航路を進む前に、船舶が航行する上で各ウェイポイントと航路のレッグが安全であるこ
とを確認する必要があります。

1. 最初のウェイポイントの場所を選択します。
2. コンテキストメニューで [航航航路路路ののの作作作成成成]を選択します。
3. 2 番目のウェイポイントの場所を選択します。

2 つのウェイポイントが線で結ばれ、最初の航海区間が作成されます。
4. その後に続くウェイポイントの場所を選択します。航路を完成する上で必要です。
5. 航路が完成したら、OK(OK)ボタンを長押しして、コンテキストメニューから Finish build(作作作

成成成完完完了了了) を選択します。
作成完了通知警告が表示されます。

6. 通知では、以下のいずれかの操作を実行します。
• 航路の追従をすぐに開始するには、Follow(追追追従従従)を選択します。
• Follow in reverse(航航航路路路ののの逆逆逆コココーーースススをををたたたどどどるるる)を選択して、航路をウェイポイントの逆
順にたどります。

• Route plan(航航航路路路計計計画画画)を選択して、航路計画メニューを表示します。
• Exit(終終終了了了)を選択して Chart(海図) アプリに戻ります。

注注注意意意:
航路の構築中はいつでも Back(戻戻戻るるる)ボタンを押して、配置した最後のウェイポイントを削
除することができます。

航航航路路路作作作成成成時時時ののの Autorouting (自自自動動動航航航路路路)ののの使使使用用用
航路を構築する間に、Autorouting(自動航路) を使用して、作成途中の航路に航路レッグを自
動的に追加することができます。Autorouting(自動航路) 機能では、互換性のある地図製作法
が必要になります。
1. 画面上の任意の場所で長押しして、Autoroute to wpt(wptかかかららら自自自動動動航航航路路路)か Autoroute to

here(ここここここかかかららら自自自動動動航航航路路路)を選択します。
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Autoroute to wpt(wptかかかららら自自自動動動航航航路路路)を選択すると、ウェイポイントリストからウェイポイン
トを選択して、お手元の航路に盛り込むことができます。Autoroute to here(ここここここかかかららら自自自動動動航航航
路路路)を選択すると、カーソルの現在の位置に対して航路レッグを作成します。

Autoroute(自動航路) レッグが追加されたら、Finish route build(航航航路路路作作作成成成完完完了了了)を選択したり、さ
らに手動や自動航路の航路レッグを追加したりできます。.

自自自動動動航航航路路路生生生成成成
互換性のある地図情報を使用している場合、自動航路生成を使用できます。自動航路生成を使
用すると、海図上のポイントと船舶との間に自動的に航路を作成することができます。

海図コンテキストメニューで、Autoroute to here(ここここここかかかららら自自自動動動航航航路路路)を選択するか、既存のウェ
イポイントのコンテキストメニューから Autoroute to(自自自動動動航航航路路路先先先)を選択すると、船舶と洗濯し
たポイント間に自動的に航路が作成されます。
作成される航路は、地図情報で使用可能なデータを [船船船舶舶舶ののの詳詳詳細細細]メニューで指定された最小安
全距離を比較することによって生成されます ([ホホホーーームムム画画画面面面] > [設設設定定定] > [船船船舶舶舶ののの詳詳詳細細細])。
指定されている最小安全距離が確保できない領域には、ウェイポイントは配置されません。障
害物や制限領域に近いウェイポイントには、注意記号が表示されます。

それぞれの航海区間が船舶にとって安全であることを確認するまでは、航路の追従を行わな
いでください。

自自自動動動生生生成成成ささされれれたたた航航航路路路ののの確確確認認認
航路の追従を開始する前に、航路が安全に追従できることを確認する必要があります。
航路が完了したら、次の操作を行います。
1. 航路を構成する各航海区間とウェイポイントを拡大表示します。
2. 航海区間の両側とウェイポイントの周辺に、障害物がないことを確認します。

海図上のオブジェクトや制限領域が障害物になることもあります。障害になる可能性がある
領域に自動生成された航路には、注意記号付きのウェイポイント記号が表示されます。

3. 障害物がある場所では、必要なウェイポイントを移動させてウェイポイントと航海区間を
障害物から遠ざけてください。
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航航航路路路ののの管管管理理理
航路は、航路と航跡のメニューを使用して管理します。
Routes & Tracks(航航航路路路&航航航跡跡跡)メニューには、ホーム画面と Chart(海図) アプリからアクセスで
きます (Homescreen(ホホホーーームムム画画画面面面) > Routes & Tracks(航航航路路路&航航航跡跡跡)または Chart(海海海図図図)アアアプププリリリ >
Menu(メメメニニニュュューーー) > Routes & Tracks(航航航路路路&航航航跡跡跡)。
航路と航跡メニューを開くと、デフォルトで航路メニューが表示されます。

航航航路路路メメメニニニュュューーー

航路メニューから、航路をDelete(削削削除除除)したり、既存のウェイポイントを使用して New route(新新新
しししいいい航航航路路路)を作成したり、航路をShow/hide(表表表示示示/非非非表表表示示示)にできます。
航路計画を表示するには、航路を選択したら、ポップオーバーメニューから View route plan(航航航
路路路計計計画画画ををを表表表示示示)を選びます。

航航航路路路計計計画画画
航路計画には、航路内にあるすべてのウェイポイントの一覧が表示され、この中には航路
の位置を示す LiveView ペインもあります。

ウェイポイント、航路、航跡 65



航路計画から、以下の操作を実行できます。
• Follow(辿辿辿るるる)を選択すると航路を進みます。
• Reverse(逆逆逆コココーーーススス)を選択すると、航路の方向が変わります。
• Add waypoint(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの追追追加加加)を選択すると、既存のウィポイントを航路に追加
します。

• 航路名、航路のカラー、航路の非表示や削除など、Route options(頃頃頃オオオプププシシショョョンンン)ポップオー
バーメニューで当該のオプションを選択すると、航路オプションを利用できます。

注注注意意意: 航路名は、文字、数字、記号ならびに特殊文字を組み合わせて、16 文字以内で名付
けることができます。航路名は一意である必要があります。

航路計画でウェイポイントを選択すると、ポップオーバーメニューを使用して以下の操作を
実行できます。
• Move up(上上上ににに移移移動動動)または Move down(下下下ににに移移移動動動)を選択して、航路内のウェイポイントの
位置を変更します。

• Remove from route(航航航路路路かかかららら削削削除除除)を選択して、航路からウェイポイントを削除します。
• Delete waypoint(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの削削削除除除)を選択して、ウェイポイントを削除します。
• Edit waypoint(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの編編編集集集)を選択して、ウェイポイントの詳細を編集します。
• Follow from here(ここここここかかかららら辿辿辿るるる)を選択すると、選択したウェイポイントの航路を辿り始
めます。

6.3 航航航跡跡跡
航跡は航行してきた場所を記録するのに使用します。航跡は、一定の時間間隔または距離間隔
で作成された航跡地点で構成されています。
お手元のディスプレイには、最大で 15 の航跡を保管することができます。各航跡には、
10,000 の航跡地点を盛り込むことができます。
航跡を航路に変換して、追従することも可能です。
航跡はディスプレイからインポートしたり、ディスプレイにエクスポートすることができます。
詳細については、次を参照してください。 p.69 —ユユユーーーザザザーーーデデデーーータタタのののイイインンンポポポーーートトトとととエエエクククスススポポポーーートトト
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航航航跡跡跡ののの作作作成成成
Tracks(航跡)を使用して、船舶の航跡を記録することができます。保存した航跡は航路に変換し
て、後日同じ航路を追従するときに使用することができます。

Chart(海図) アプリを表示した状態で、次の操作を実行します。
1. 必要であれば、Back(戻戻戻るるる)ボタンを押して、運動モードに切り替えます。
2. OK(OK)ボタンを押します。

船舶の詳細のポップオーバーメニューが表示されます。
3. Start track(航航航跡跡跡ののの開開開始始始)を選択します。

船舶の航海旅程が記録されます。
4. 航海が終わったら、船舶の詳細ポップオーバーメニューで Stop track(航航航跡跡跡ののの停停停止止止)を選択

します。
ホーム画面からアクセス可能な、Routes & Tracks(航路 & 航跡) メニューで、いつでも新しい航跡
の記録を開始することができます (Homescreen(ホホホーーームムム画画画面面面) > Route & Tracks(航航航路路路 &航航航跡跡跡)およ
び Chart(海図) アプリメニュー (Menu(メメメニニニュュューーー) > Routes & Tracks(航航航路路路 &航航航跡跡跡))。

航航航跡跡跡ををを航航航路路路ににに変変変換換換
Routes & Tracks(航航航路路路 &航航航跡跡跡)メニューには、ホーム画面 (Homescreen(ホホホーーームムム画画画面面面) > Routes &
Tracks(航航航路路路 &航航航跡跡跡)および Chart(海図) アプリ (Menu > Routes & Tracks(航航航路路路 &航航航跡跡跡)) から
アクセスできます。
1. Tracks(航航航跡跡跡)タブを選択します。
2. 変換する航跡を選択します。
3. ポップオーバーメニューで、Create route from track(航航航跡跡跡かかかららら航航航路路路ををを作作作成成成)を選択します。
4. OK(OK)を選択して、航跡メニューに戻ります。
5. Edit(編編編集集集)をクリックして、航路計画を表示します。

航航航跡跡跡ののの管管管理理理
航路は、航跡のメニューを使用して管理します。
Routes & Tracks(航航航路路路&航航航跡跡跡)メニューには、ホーム画面と Chart(海図) アプリからアクセスで
きます (Homescreen(ホホホーーームムム画画画面面面) > Routes & Tracks(航航航路路路&航航航跡跡跡)または Chart(海海海図図図)アアアプププリリリ >
Menu(メメメニニニュュューーー) > Routes & Tracks(航航航路路路&航航航跡跡跡)。
航路と航跡メニューを開くと、デフォルトで航路メニューが表示されます。Tracks(航航航跡跡跡)タブ
を選択して、航跡メニューを表示します。
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航航航跡跡跡メメメニニニュュューーー

航跡メニューで、以下の操作を実行できます。
• 航跡の記録を開始または停止します。
• 航跡の記録設定を変更します。
• 航跡を削除します。
• 航跡を表示または非表示します。
リストから航跡を選択し、ポップオーバーメニューを利用して以下の操作を実行できます。
• 航跡名を編集します。

注注注意意意: 航跡名は、文字、数字、記号ならびに特殊文字を組み合わせて、16 文字以内で名付
けることができます。航跡名は一意である必要があります。

• 航跡で使用するラインの色を変更します。
• 航跡を航路に変換します。
• 航跡を削除します。

航航航跡跡跡ののの設設設定定定
以下の航跡の設定を利用して、航跡を記録する方法を変更します。
メメメニニニュュューーー項項項目目目 /説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

カカカラララーーーモモモーーードドド:
航跡のラインの色を特定の色
に設定したり、日ごとまたは
航跡ごとに自動的に色を変更
することができます。

• 赤
• 黄色
• 緑
• 青
• 紫
• オレンジ
• 黒
• 日ごとに変更 (default)
• 航跡ごとに変更

記記記録録録方方方法法法: • 自動
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メメメニニニュュューーー項項項目目目 /説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン
航跡を構築する航跡地点を示
す方法を変更できます。
Auto(自動) では実際に通過し
た航路を維持する一方で、航
跡の間隔は航跡地点を最小限
に抑えるように自動的に設定
されます。

• 時間 (default)
• 距離

間間間隔隔隔:
航跡地点を配置する間隔を変
更できます。

時間間隔:

• 2 秒 (default)
• 5 秒
• 10 秒
• 30 秒
• 1 分
• 3 分
• 5 分
• 10 分
• 30 分

距離間隔

• 120 ft (default)
• 300 ft
• 600 ft
• 0.20 nm
• 0.50 nm
• 1.00 nm

6.4ユユユーーーザザザーーーデデデーーータタタのののイイインンンポポポーーートトトとととエエエクククスススポポポーーートトト
ユーザーデータ (ウェイピント、航路および航跡) は、ディスプレイにインポートしたり、
ディスプレイからエクスポートすることが可能です。ユーザーデータは、共通の .gpx ファイ
ル形式で保存されます。
Import/export(インポート/エクスポート) メニューには、ホーム画面設定メニュー
Homescreen(ホホホーーームムム画画画面面面) > Settings(設設設定定定) > Import/export(イイインンンポポポーーートトト/エエエクククスススポポポーーートトト)から
アクセスできます。

ユユユーーーザザザーーーデデデーーータタタののの保保保存存存
ユーザーデータ (ウェイポイント、航路および航跡) を MicroSD カードにバックアップするこ
とができます。
1. メモリカードをディスプレイのカードリーダーに挿入します。
2. Import/export(インポート/エクスポート) メニューで Save data to card(カカカーーードドドにににデデデーーータタタををを

保保保存存存)を選択します ( Homescreen(ホホホーーームムム画画画面面面) > My data(マママイイイデデデーーータタタ) > Import/export(イイインンン
ポポポーーートトト/エエエクククスススポポポーーートトト))。
ポップオーバーメニューが表示されます。

3. 希望するオプションを選択します。
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• Save all data(すすすべべべてててのののデデデーーータタタををを保保保存存存)で、すべてのウェイポイント、航路ならびに航跡
を保存 (エクスポート) します。

• Save waypoints(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトををを保保保存存存)で、すべてのウェイポイントを保存 (エクス
ポート) します。

• Save routes(航航航路路路ををを保保保存存存)で、すべての航路を保存 (エクスポート) します。
• Save tracks(航航航跡跡跡ををを保保保存存存)で、すべての航跡を保存 (エクスポート) します。

4. Save(保保保存存存)を選択して、デフォルトのファイル名でユーザーデータを保存します。もし
くは以下の方法で実行します。
i. オンスクリーンキーボードでファイル名を入力してから、Save(保保保存存存)を選択します。

5. OK(OK)を選択して Import/export (インポート/エクスポート)メニューに戻るか、Eject
card(カカカーーードドドををを取取取りりり出出出すすす)を選択してメモリーカードを安全に取り外します。

ユーザーデータファイルは、お手元のメモリカード内の‘\Raymarine\My Data\’ ディレクトリに
gpx形式で保存されます。

ユユユーーーザザザーーーデデデーーータタタをををイイインンンポポポーーートトトすすするるる
お手元のディスプレイに、ユーザーデータ (GPX 形式のウェイポイント、航路と航跡など) に
インポートすることができます。
1. お手元のディスプレイに搭載されているメモリーカードリーダーに、ユーザーデータファイ

ルが保存されている MicroSD カードを挿入します。
2. Import/export(インポート/エクスポート) メニューから、Import from card(カカカーーードドドかかからららイイインンン

ポポポーーートトトすすするるる)を選択します (Homescreen(ホホホーーームムム画画画面面面) > Settings(設設設定定定) > Import/export(イイインンン
ポポポーーートトト/エエエクククスススポポポーーートトト) > Import from card(カカカーーードドドかかからららイイインンンポポポーーートトト))。

3. ユーザーデータファイル (.gpx) に進みます。
4. 関連する GPX ファイルを選択します。

これで、ユーザーデータがインポートされました。
5. [OK] を選択します。
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第第第 7章章章 : 海海海図図図アアアプププリリリ

目目目次次次
• 7.1 海図アプリの概要ページ ( 72 ページ)
• 7.2 自動識別システム (AIS) のサポートページ ( 77 ページ)
• 7.3 ナビゲーション ページ ( 82 ページ)
• 7.4 Find nearest(最寄りを検索) ページ ( 87 ページ)
• 7.5 RealBathy™ ページ ( 89 ページ)
• 7.6 潮流モード ページ ( 91 ページ)
• 7.7 海図設定メニューページ ( 96 ページ)
• 7.8 SonarChart™ Live ページ ( 100 ページ)
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7.1 海海海図図図アアアプププリリリののの概概概要要要
海図アプリには、大陸や他の海図上に表示すべき様々な目標物が船舶との正しい位置関係で表
示されるため、航行計画の作成や航行時に役立てることができます。アプリに表示される海図
上の正しい位置に船舶を表示するにはGNSS (GPS)測位情報が必要です。
海図アプリの各機能ごとにどの電子海図を使用するかを選択することができます。選択値は、
電源サイクル終了後も存続します。

1 船船船舶舶舶アアアイイイコココンンン
このアイコンは船舶を表し、GNSS (GPS) Position fix が利用可能な際に限り、表示さ
れます。このアイコンは、船首または COG データが利用できない場合、黒い点
に置き換えられます。

2 COG l線線線
COG (対地針路) データが使用できる場合、船舶の COG 方位を表示することがで
きます。

3 目目目的的的地地地のののウウウェェェイイイポポポイイインンントトト
進行時、これが現在の目的地のウェイポイントです。

4 ウウウェェェイイイポポポイイインンントトト
ウェイポイントを利用して、お気に入りの場所など特定の地点に印を付けられます。

5 デデデーーータタタボボボッッックククススス
データボックスには、システム上で利用できる重要な情報が表示されます。デー
タボックスごとに表示するデータを構成したり、データボックスを非表示にする
ことができます。

6 目目目的的的地地地線線線
進行時、破線で船舶と目的地点をつなぎます。

7 航航航跡跡跡
航跡を使用して、船舶が辿る航程を記録することができます。
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8 航航航路路路
ウェイポイントを使用し、各航海区間をマークして航路を作成することで事前に航
路のプランを立てることができます。

9 海海海図図図ののの範範範囲囲囲
表示される海図範囲の縮尺が確認できます。

海海海図図図アアアプププリリリコココンンントトトロロローーールルル
海図アプリには、運動モードとカーソルモードの 2 つのモードがあります。一部のコン
トロールの動作は、モードに依存します。

運運運動動動モモモーーードドド
運動モードは、Chart(海図) アプリを開いた際のデフォルトモードです。運動モードでは、船舶
アイコンは画面上の中央にとどまり、海図領域は自動的に進行に伴いパンされます。
コントロールの挙動:
• OK(OK)ボタンを押すと、船舶のコンテキストメニューが開きます。
• Directional pad(十十十字字字キキキーーーパパパッッッドドド)のボタンを押すと、Cursor(カーソル) モードに切り替わ
ります。

• Waypoint(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトト)ボタンを押すと、船舶の現在の位置にウェイポイントを配置
します。

• Plus(プププラララススス)または Minus(マママイイイナナナススス)ボタンを押すと、船舶を中心にそれぞれ拡大・縮小
します。

カカカーーーソソソルルルモモモーーードドド
カーソルモードでは、海図領域は変化のない状態に保たれ、船舶アイコンは航行する方向
に移動します。
コントロールの挙動:
• OK(OK)ボタンを押すと、その領域のコンテキストメニューが開くか、図表化された物標が
カーソルの位置の真下にきます。

• Directional pad(十十十字字字キキキーーーパパパッッッドドド)のいずれかのボタンを押すと、カーソルが当該の方向に移動
します。カーソルがアプリウィンドウの端に達すると、海図領域はその方向にパンします。

• Waypoint(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトト)ボタンを押すと、カーソルの位置にウェイポイントが配置さ
れます。

• Plus(プププラララススス)または Minus(マママイイイナナナススス)ボタンを押すと、カーソルの位置を中心にそれぞれ
拡大・縮小します。

• Back(戻戻戻るるる)ボタンを押すと、船舶アイコンを再度中心に据え、Motion(動作) モードに切り
替わります。

海海海図図図ののの有有有効効効範範範囲囲囲設設設定定定とととパパパンンン
Plus(プププラララススス)と Minus(－－－)ボタンを使用して、Chart(海図) アプリ内の範囲 (ズームレベル) を
変更できます。
Directional pad(十十十字字字キキキーーーパパパッッッドドド)を使用して、海図領域をパンすることができます。

海海海図図図アアアプププリリリのののコココンンンテテテキキキススストトトメメメニニニュュューーー
コンテキストメニューには、コンテキストに関する機密情報やメニューオプションが用意
されています。
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• Chart(海図) アプリのコンテキストメニューには、
Chart(海図) アプリ内で場所や地図製作の物標を選択
するとアクセスできます。

• コンテキストメニューには、緯度、経度、範囲な
らびに選択した場所や物標に対する方位の詳細を
ご覧になれます。

• コンテキストメニューでは、関連するメニューオプ
ションへのクイックアクセスを利用できます。

• more options(そそそののの他他他のののオオオプププシシショョョンンン)を選択すると、
他のオプションが表示されます。

注注注意意意:
Move boat here(船船船舶舶舶をををここここここににに移移移動動動)オプションは、
Demo(デモ)/simulator(シミュレーション) モードでの
み利用できます。

海図コンテキストメニューでは、以下のオプションを利用できます。
• Goto(進行)
• Place waypoint(ウェイポイントの設置)
• Chart info(海図情報
• Build route(航路の作成)
• Autoroute to heree(ここから自動航路)
• Move boat here(ここに船舶を移動)
• Find nearest(最寄りを検索)

海海海図図図カカカーーードドドののの選選選択択択
LightHouse™ 海図、および互換性のある Navionics / C-MAP 電子海図がご利用いただけます。お
手元のディスプレイの MicroSD カードリーダーに電子海図カードが挿入されている必要があ
ります。

Chart(海図) アプリで、次の操作を実行します。
1. [メメメニニニュュューーー]ボタンを押します。
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2. [設設設定定定]アイコンを選択します。

十字キーパッドの Up(上上上)ボタンを一度押すと、メニューが開きメニューの一番下の選択範囲
に移動し、設定アイコンがハイライトされます。

3. [地図情報] タブで使用する地図情報を選択します。
メニューが閉じ、Chart(海図) アプリには、選択した地図製作法が表示されます。

海海海図図図モモモーーードドド
海図アプリには、意図した用途に海図アプリをすばやく設定できるようにするためのプリ
セット モードがあります。
海図モードを変更するには、必要なモードをアプリメニューから選択します。

簡簡簡易易易
簡易モードでは、海図の詳細が非表示になり、航海に合わせて明確
で単純化されたビューが表示されます。簡易モードでは、航海関連
のメニューオプションのみ利用できます。簡易モードでは、設定の
変更は保存されません。

詳詳詳細細細
詳細モードは初期設定モードです。海図の詳細とすべてのメニューオ
プションがご利用いただけます。設定の変更は保存されます。

漁漁漁業業業用用用
Fishing(フィッシング) モードは、漁業用に Chart(海図) アプリを最適化
します。お手元の海図情報でサポートされている場合は、フィッシン
グモードには詳細な等深線も表示されます。すべてのメニューオプ
ションがご利用いただけます。設定の変更は保存されます。

高高高速速速用用用
Running(高速) モードは、高速航行用に Chart(海図) アプリを最適化
します。高速モードでは、海図の詳細が非表示になり、船舶のオフ
セットが完全に適用され、前方の視界が開けますので、高速航行の
条件に最適です。すべてのメニューオプションがご利用いただけ
ます。Chart(海図) アプリを構成して、船舶の速度が 10 ノットを上
回った時点で自動的に高速モードに入るように設定できます。設定
の変更は保存されます。

潮潮潮流流流ののの
Tides(潮流) モードでは、潮流と現在のステーションアイコンは、潮
流と現在の状況を表すグラフィックに置き換えられます。アニメー
ションコントロールが表示されます。24 時間当たりの潮流と流れ
の予測を再生できます。
Tides(潮流) モードでも、海図の詳細が非表示になり、潮流と流れの
グラフィックが強化され、船舶周辺の設定と漂流グラフィックが
可能になります。

ビビビュュューーーとととモモモーーーシシショョョンンン
コントロールを使用して、船舶アイコンに関連する海図の表示方法を設定できます。

海海海図図図モモモーーーシシショョョンンン
海図動作では、海図と船舶の双方の描画方法を管理します。
次のオプションを利用できます。
• 相相相対対対運運運動動動 — 相対運動では、船舶アイコンは画面上に固定された状態に保たれ、海図領域は船
舶の位置に応じて移動します。このモードでは、Boat position(船船船舶舶舶ののの位位位置置置)設定を利用して、
固定された船舶アイコンの位置を調整できます。

• 真真真運運運動動動 — 真運動では海図は固定されており、船舶アイコンは海図の周囲を移動します。船舶
アイコンが画面の端に達すると、海図は再描写され船舶の前に領域が現れます。

• 自自自動動動範範範囲囲囲 — 自動範囲では、可能な限り最大のスケールが保持され、船舶と目的地 / ターゲッ
トのウェイポイントの両方が同時に表示されます。
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海海海図図図ののの方方方向向向
The orientation of the chart affects the alignment of the chart relative to either your vessel heading,
your course or North.海図の方向は、船舶、航路、北を基準とした海図の表示方向に影響を与
えます。
次のオプションを利用できます。
• 北北北ががが上上上 — 北が上の場合、画面上部は常に北方向を指しています。船首が変わると、船舶アイ
コンもこれに従って回転します。

• 船船船首首首ががが上上上 — 船首が上の場合、画面上部は常に船舶の現在の船首方向を指しています。船首の
方向が変わると、海図もそれに伴って回転します。

• 針針針路路路ががが上上上 — 針路が上の場合、画面上部は常に目的地を指しています。目的地が変わると、海
図もそれに伴って回転します。

船船船舶舶舶ののの位位位置置置
船舶の位置決定機能は、画面上の船舶アイコンの位置を決定します。船舶の位置を変更できる
のは、Chart motion(海海海図図図運運運動動動)の設定が Relative motion(相相相対対対運運運動動動)に設定されている場合に限ら
れます。船舶アイコンの位置を変更して、船舶の前の距離を広げることができます。
次のオプションを利用できます。
• 中中中心心心 — 中心はデフォルトの船舶位置で、船舶のアイコンを画面の中心に配置します。
• 一一一部部部オオオフフフセセセッッットトト— 一部オフセットは、船舶アイコンを画面の中心と一番下の間に配置します。
• 完完完全全全オオオフフフセセセッッットトト — 完全オフセットは、船舶アイコンを画面の一番下に向けて配置し、前
方の視界を最大限確保します。

船船船舶舶舶ののの詳詳詳細細細
船舶の詳細ポップオーバーを使用すると、船舶関連の設定にアクセスできます。

船舶の詳細のポップオーバーでは、次のことができます。
• 航跡を開始/停止します。
• 船舶シンボルの位置を相殺します。
• 自艇を表すシンボルを変更します。
• COG 方位を表示/非表示します。
• 方位に対するリファレンス期間を設定します。
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物物物標標標情情情報報報ののの表表表示示示
地図製作法で利用可能な図表で表わされた物標を選択することができ、物標情報を表示で
きます。

物標を選択すると、カーソルが Object(オブジェクト) カーソルに変わります。

1. OK(OK)ボタンを押すと、オブジェクトコンテキストメニューが表示されます。
2. Chart info(海海海図図図情情情報報報)を選択します。

付近の物標のリストが表示されます。
3. リストから項目を選択し、関連する詳細情報を表示します。

7.2 自自自動動動識識識別別別シシシススステテテムムム (AIS)のののサササポポポーーートトト
互換性のある AIS ハードウェアをお手元のディスプレイに接続した状態で、AIS のターゲットを
追跡することができます。
自船の位置を発信しており、船舶の範囲内にある AIS 搭載の船舶は、AIS ターゲットアイコンを
使用して海図アプリ内で表わすことができます。

注注注意意意:
船舶の範囲内にある AIS ターゲットを最大で 100 まで同時に追跡することができます。船
舶の範囲内に 100 以上の AIS ターゲットがある場合、近い方から 100 番目までのターゲッ
トが表示されます。
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1. AISタタターーーゲゲゲッッットトトアアアイイイコココンンン — AIS ターゲットアイコンの例。
2. AISイイインンンフフフォォォボボボッッックククススス — ターゲットごと個別に情報を表示させることができます。
3. 危危危険険険ななな AISタタターーーゲゲゲッッットトトアアアイイイコココンンン — 危険な AIS ターゲットアイコンの例。
4. AISコココンンンテテテキキキススストトトメメメニニニュュューーー — AIS ターゲットが選択されている場合、AIS コンテキストメ

ニューが表示されます。
5. 安安安全全全距距距離離離リリリンンングググ — 危険なターゲットを表す安安安全全全ななな距距距離離離のリングを表示させることがで

きます。

AISタタターーーゲゲゲッッットトトのののコココンンンテテテキキキススストトトメメメニニニュュューーー
AIS ターゲットのコンテキストメニューには、コンテキストに関する機密データと AIS ターゲッ
トに関するメニューオプションがあります。

• AIS ターゲットのコンテキストメニューには、画面上
に表示される AIS ターゲットをハイライトしてから、
OK(OK)ボタンを押すとアクセスできます。

• コンテキストメニューには船舶名または MMSI CPA
と TCPA があり、利用可能な場合には、COG と SOG
データがあります。

• 使用可能なメニューオプションは次のとおりです。

– ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの設設設置置置 (カーソルの位置にウェイ
ポイントを設置します)

– AISデデデーーータタタををを表表表示示示 (全画面表示ページに、AIS データ
の詳細が表示されます)

– Infobox (コンテキスト AIS ターゲットコンテキスト
メニュー内に表示される AIS データが、AIS ター
ゲットの隣に表示されます)

AIS危危危険険険なななタタターーーゲゲゲッッットトト
AIS ターゲットが、危険なターゲット状態に入ると、ディスプレイ上にアラームを発動させる
ことができます。所定の時間間隔において所定の安全距離内を通過すると、AIS ターゲット
は危険と見なされます。
アラームメニューで、危険なターゲットアラームを有効または無効にすることができま
す (Homescreen(ホホホーーームムム画画画面面面) > Settings(設設設定定定) > Alarms(アアアラララーーームムム) > Dangerous AIS targets(危危危
険険険ななな AISタタターーーゲゲゲツツツトトト) )。
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危険なターゲットアラームは、危険なターゲットページで構成することができます。アラーム
メニューからアクセスできます (Homescreen(ホホホーーームムム画画画面面面) > Settings(設設設定定定) > Alarms(アアアラララーーームムム) >
Dangerous AIS targets(危危危険険険ななな AISタタターーーゲゲゲッッットトト) > Configure(構構構成成成))。

AIS 危険なターゲットアラームをセットアップするには、最初に Safe distance(安安安全全全ななな距距距離離離)を
調整して、希望する値にセットしてから、Time to reach safe distance(安安安全全全ななな距距距離離離ににに達達達すすするるるままま
でででののの時時時間間間)を選択します。選択した期間中に、追跡中のターゲットが船舶からの指定安全距
離に到達すると、アラームが作動します。
Chart(海図) アプリと Radar(レーダー) アプリで、Show safe distance(安安安全全全距距距離離離ををを表表表示示示)を有効に
して、船舶周辺の安全距離環を表示することができます。

AIS 方方方位位位
AIS ターゲットの方位を表示することができます。
AIS ターゲットの方位設定には、Target Settings(タタターーーゲゲゲッッットトトののの設設設定定定)タブからアクセスできます
(Menu(メメメニニニュュューーー) > AIS Targets(AIS タタターーーゲゲゲッッットトト) > Target Settings(タタターーーゲゲゲッッットトトののの設設設定定定))。
方位の長さは、Vectors period(方方方位位位期期期間間間)で設定した所定の時間間隔を経過すると、ターゲッ
トの予測された位置を示します。Vectors period(方方方位位位期期期間間間)オプションを調整すると、方位
の長さが調整されます。
AIS の方位は、AIS vectors(AISののの方方方位位位)トグルスイッチで有効と無効を切り替えることがで
きます。
ターゲットの方位はターゲットごとに有効にしたり、無効にしたりすることができます。AIS t
ターゲットを長押しして、コンテキストメニューを表示してから、Vector(方方方位位位)を選択します。
方位は、True(真真真)または Relative(相相相対対対)に設定できます。

真真真ののの方方方位位位
真モードでは、方位は基底基準で表示されます (基底に
対する実際のパスなど)。

相相相対対対方方方位位位
相対モードでは、方位は船舶の位置に対して相対的に
表示されます。
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AISタタターーーゲゲゲッッットトトリリリススストトト
追跡された AIS ターゲットは、AIS ターゲットリスト内に一覧表示されます。
AIS ターゲットリストには、Chart(海図) アプリメニューからアクセスできます (Menu(メメメニニニュュューーー)
> AIS Targets(AIS タタターーーゲゲゲッッットトト))。

AIS ターゲットがハイライトされている場合、LiveView ペインはパンしてからズームして、AIS
ターゲットを表示します。
AIS ターゲットが選択されている場合、AIS ターゲットの詳細ページが表示されます。

AIS ののの設設設定定定
AIS に関連する設定には、Target Settings(ターゲットの設定) メニューからアクセスできます
(Menu(メメメニニニュュューーー) > AIS Targets(AIS タタターーーゲゲゲッッットトト) > Target Settings(タタターーーゲゲゲッッットトトののの設設設定定定))。
AIS: Chart(海図) アプリで、AIS ターゲットの表示を有効お

よび無効にします。

注注注意意意:
AIS ターゲットを無効にしても、AIS ターゲットリス
トで引き続き詳細を確認することができます。

サササイイイレレレンンントトトモモモーーードドド (位位位置置置ををを発発発信信信ししし
ままませせせんんん:

サイレントモード時、お手元の AIS ハードウェアから
データは発信されません。サイレントモード時でも、
他の船舶からの AIS データの受信は引き続き可能です。

静静静止止止しししててていいいるるるタタターーーゲゲゲッッットトトををを非非非表表表示示示: 2 ノット以下で航行しているターゲットは、ターゲッ
トが危険なものまたは危険になった場合を除き、非表
示になります。

AIS方方方位位位: AIS ターゲット上の方位の表示を有効および無効にし
ます。
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方方方位位位期期期間間間: ターゲットの予想された位置を決定します (必然的に
方位の長さも決定)。

注注注意意意:
方位期間の設定は、船舶の COG 方位にも適用され
ます。

参参参照照照モモモーーードドド: 方位を真または相対モードで表示するか決定します。

AISタタターーーゲゲゲッッットトトのののシシシンンンボボボルルル
異なるシンボルを使用して、AIS ターゲットのタイプとそのステータスを識別します。

AIS のののシシシンンンボボボルルル

帆船 商用

高速船 / 地面効果翼
機

貨物船

客船 その他

陸上基地局 ATON
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SAR (捜索救助) 仮想 ATON

SART (捜索救助トラ
ンスポンダ)

AISタタターーーゲゲゲッッットトトのののシシシンンンボボボルルルのののススステテテーーータタタススス
消失 (枠なし、×印) 不明確 (破線)

危険で不明確 (破線、
赤で点滅)

危険 (赤で点滅) ATON ターゲットオフ位置
(赤の枠線)

7.3 ナナナビビビゲゲゲーーーシシショョョンンン

自自自動動動操操操縦縦縦コココマママンンンドドド
Element™ ディスプレイでは、接続されている Evolution™ 自動操舵システムに航海データを送
信することができます。

注注注意意意:
• お手元の自動操舵システムには、互換性のある専用の操舵制御部が備え付けられている
必要があります。
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• Evolution™ 自動操舵システムと必要とされるコンポーネントに関する情報については、
Evolution の取付説明書 (ドキュメント番号: 87180) を参照してください。 Raymarine ｎの
Web サイト (www.raymarine.com) からダウンロードできます。

Element™ ディスプレイで起動したGoto(進進進行行行)、Follow(追追追従従従)および Stop(停停停止止止)コマンドは、確認
のために自動操舵制御コントローラに送られます。

互互互換換換性性性のののあああるるる自自自動動動操操操縦縦縦コココンンントトトロロローーーラララ
SeaTalkng ® 自動操舵コントローラは、お手元の自動操舵システムを操作する上で必要です。
SeaTalk 自動操舵コントローラは、SeaTalk を介して SeaTalkng ® コンバータに接続されている場
合、利用可能ですが、一部の機能はご利用いただけない可能性があります。
複数の自動操舵コントローラを使用して、お手元の自動操舵システムを制御することがで
きます。

SeaTalkng ®自自自動動動操操操縦縦縦コココンンントトトロロローーーラララ

製製製品品品画画画像像像 製製製品品品ののの詳詳詳細細細 製製製品品品画画画像像像 製製製品品品ののの詳詳詳細細細
p70s (E70328) p70Rs (E70329)

p70 (E22166) p70R (E22167)

ST70 (E22105) ST70+ (E22115)
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SeaTalkng ®自自自動動動操操操縦縦縦コココンンントトトロロローーーラララ

製製製品品品画画画像像像 製製製品品品ののの詳詳詳細細細 製製製品品品画画画像像像 製製製品品品ののの詳詳詳細細細
ST6002 (E12098–P /
E12100–P)

ST7002 (E12099–P / E12182)

ST8002 (E12119–P / E12183) S100 リモート (リピータコ
ントローラのみ) (E15024)

SmartController (リピータ
コントローラのみ) (E15023)

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトまままたたたははは任任任意意意ののの地地地点点点へへへののの移移移動動動
ウェイポイントまたは特定の場所に対して「Goto(進行)」を実行することができます。
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1. ウェイポイントまたは任意の地点を選択して長押しし、コンテキストメニューで Goto(進進進
行行行) を選択します。

コンテキストメニューで Stop(停止) を選択するか、別の Goto(進進進行行行)を選択していつでも、
Goto(進進進行行行)を停止することができます。

Chart(海図) アプリが、アクティブな航海になります。
2. Chart(海図) アプリを参考にして、船舶を目的地まで操舵します。
3. OK(OK)を選択してウェイポイントの到着アラームを受け入れます。この設定により、ウェ

イポイントから所定の距離に到達した時点で、アラームが発動します。
Go(進進進むむむ)メニューからでも Goto(進行) を実行することができます (Menu(メメメニニニュュューーー) > Go(進進進むむむ) )。

注注注意意意:
2 台の Element™ ディスプレイが接続されているネットワークの場合、一台のディスプレイが
アクティブな航海 (Goto(進進進行行行)または a Follow(追追追従従従)を実行) を実行している間、ネットワーク
上のディスプレイでは航海オプションは利用できません。

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトト到到到達達達アアアラララーーームムムののの調調調整整整
ウェイポイント到達アラームは、デフォルトで有効になっています。ウェイポイント到達ア
ラームは、所定の半径で目的地の回りに仮想の円を描きます。船舶が仮想の円に到達すると、
アラームが発動します。
ホーム画面で、次の操作を実行します。
1. Settings(設設設定定定)を選択します。
2. Alarms(アアアラララーーームムム)タブを選択します。
3. Arrival radius(アアアラララーーームムム半半半径径径): 設定フィールドを選択します。
4. 希望値に対する距離を調整します。
5. Back(戻戻戻るるる)ボタンを押して、アラームメニューに戻ります。

注注注意意意:
ウェイポイント到達アラームは、Waypoint arrival(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトト到到到達達達): トグルスイッチを使
用して、有効にしたり、無効にしたりすることができます。.
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航航航路路路誤誤誤差差差 (XTE)のののリリリセセセッッットトト
航路誤差 (XTE) は、実際の航路が当初計画していた航路から外れると発生します。XTE プロッ
トを再起動して、当初計画した航路を引き続き追従するのではなく、現在の位置から新しい
針路を直接作成します。
1. SelectNavigation(航航航海海海)メニューから、Restart XTE(XTEののの再再再起起起動動動)を選択します (Menu(メメメ

ニニニュュューーー) > Navigation(航航航海海海) > Restart XTE(XTEののの再再再起起起動動動))。

航航航路路路ののの追追追従従従
以下の手順に従って、保存した航路を航海します。

Chart(海図) アプリで、画面上に航路を表示させて状態に保ちます (
1. 航路レッグを選択します。

航路のコンテキストメニューが表示されます。
2. Follow route(航航航路路路ををを追追追従従従)を選択して、最初から最後まで航路を追従します。
もしくは、Routes(航路) メニューから航路ポップオーバーメニューにアクセスして、Follow
route(航路を追従) を選択することもできます。Menu(メメメニニニュュューーー) > Routes & Tracks(航航航路路路 &航航航
跡跡跡) > Routes(航航航路路路) > <Route name(航航航路路路名名名)> > Follow(追追追従従従)。
航路と航路の管理に関する詳細については、次を参照してください。 6.2 航航航路路路

所所所定定定のののウウウェェェイイイポポポイイインンントトトかかかららら航航航路路路ををを追追追従従従
航路にあるどのウェイポイントからでも、航路を追従することができます。
Chart(海図) アプリで、画面上に航路を表示した状態で以下の操作を実行します。
1. 航路の追従を開始する上で起点となるウェイポイントを選択します。

航路のコンテキストメニューが表示されます。
2. more options(他他他のののオオオプププシシショョョンンン)を選択します。
3. Follow from here(ここここここかかかららら追追追従従従)を選択します。
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航航航跡跡跡ののの作作作成成成
Tracks(航跡)を使用して、船舶の航跡を記録することができます。保存した航跡は航路に変換し
て、後日同じ航路を追従するときに使用することができます。

Chart(海図) アプリを表示した状態で、次の操作を実行します。
1. 必要であれば、Back(戻戻戻るるる)ボタンを押して、運動モードに切り替えます。
2. OK(OK)ボタンを押します。

船舶の詳細のポップオーバーメニューが表示されます。
3. Start track(航航航跡跡跡ののの開開開始始始)を選択します。

船舶の航海旅程が記録されます。
4. 航海が終わったら、船舶の詳細ポップオーバーメニューで Stop track(航航航跡跡跡ののの停停停止止止)を選択

します。
ホーム画面からアクセス可能な、Routes & Tracks(航路 & 航跡) メニューで、いつでも新しい航跡
の記録を開始することができます (Homescreen(ホホホーーームムム画画画面面面) > Route & Tracks(航航航路路路 &航航航跡跡跡)およ
び Chart(海図) アプリメニュー (Menu(メメメニニニュュューーー) > Routes & Tracks(航航航路路路 &航航航跡跡跡))。

7.4 Find nearest(最最最寄寄寄りりりををを検検検索索索)
Find nearest(最寄を検索) 機能を利用して、場所を選択して最寄りの物標や関心領域を検索す
ることができます。
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利用できる物標は、使用している地図製作法によって異なります。

物物物標標標 地地地図図図作作作成成成法法法

障障障害害害物物物 • LightHouse™ 海図
• Navionics®
• C-MAP®

難難難破破破船船船 • LightHouse™ 海図
• Navionics®
• C-MAP®

小小小型型型船船船舶舶舶設設設備備備 • LightHouse™ 海図

港港港施施施設設設 • LightHouse™ 海図

検検検潮潮潮所所所 • LightHouse™ 海図
• Navionics®
• C-MAP®

海海海流流流観観観測測測局局局 • LightHouse™ 海図
• Navionics®
• C-MAP®

港港港 (名名名前前前ででで検検検索索索) • LightHouse™ 海図
• Navionics®
• C-MAP®

マママリリリーーーナナナ • Navionics®
• C-MAP®

湖湖湖 • Navionics®
• C-MAP®
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物物物標標標 地地地図図図作作作成成成法法法

事事事業業業 • Navionics®

関関関心心心領領領域域域 • C-MAP®

屋屋屋外外外レレレクククリリリエエエーーーシシショョョンンンエエエリリリアアア (ORA) • C-MAP®

ORAサササーーービビビススス • C-MAP®

ポポポーーートトトサササーーービビビススス • Navionics®
• C-MAP®

最最最寄寄寄りりりををを検検検索索索ににによよよるるる検検検索索索
最寄りの物標を検索するには、以下の手順に従ってください。

注注注意意意:
リストは選択した場所に対する物標の近接単位で保存されます。ただし、表示される領域と方
位は、船舶の位置に対する相対的なものです。

1. 検索したい場所付近を選択します。
海図コンテキストメニューが表示されます。

2. more options(他他他のののオオオプププシシショョョンンン)を選択します。
3. Find nearest(最最最寄寄寄りりりををを検検検索索索)を選択します。
4. 必要な物標のタイプを選択します。
5. 筆王に応じて、サブカテゴリを選択するか、港を検索する際に画面上に表示されるキーボー

ドを使用して、港名を入力し、Search(検検検索索索)を選択します。
6. 付近の物標のリストが表示されます。
7. リストから物標を選択します。

ポップオーバーメニューが表示され、画面右の LiveView がハイライトされ、選択され
た物標をズームします。

8. ポップオーバーメニューで以下の操作を実行することができます。
i. More info(詳詳詳細細細情情情報報報)を選択すると、物標に関する詳細情報が表示されます。
ii. Goto(進進進行行行)を選択して、選択した物標に進みます。
iii. Show on chart(海海海図図図ににに表表表示示示)を選択して、Chart(海図) アプリ内に選択した物標を表示

します。

7.5 RealBathy™
Raymarine’ の RealBathy™ 機能を利用して、リアルタイムで正確な海底地形図を作成するこ
とができます。
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注注注意意意:
RealBathy™ では、互換性のある LightHouse™ NC2 海図と深度と水深測量データを記録する上で
十分な空き容量がある MicroSD カードが必要になります。

RealBathy™ を使用する場合、お手元のトランスデューサの深度読取値に基づいて、リアルタイ
ムで画面上に新しい等高線が描かれます。カラーシェーディングを用いて、深度を反映しま
す。もっとも色が濃い部分は一番浅い領域を意味します。ソナーデータは、挿入されているメ
モリー カード内に記録されます。

RealBathy 等等等高高高線線線ののの設設設定定定ととと作作作成成成
リアルタイムで、RealBathy™等深線の作成を有効にするには、以下の手順に従ってください。

重重重要要要:
• お手元のトランデューサの底面の上から水線までの距離を把握する必要があります。
• 潮汐環境では、自船の位置における検潮所情報を盛り込む上で LightHouse™ NC2 地図製
作法が必要になります。

Chart(海図) アプリで、次の操作を実行します。
1. LightHouse™ NC2 海図カードをディスプレイのカードリーダーに挿入します。
2. Chart(海図) アプリの地図製作法として、 LightHouse™ 海図カードを選択します。

地図製作法を選ぶ上での詳細については、次を参照してください。海海海図図図カカカーーードドドののの選選選択択択

3. Waterline to tdcr(tdcrまままでででののの水水水線線線): 設定フィールドに、お手元のトランデューサの底面
の上から水線までの距離を入力します。

4. Depths(深深深度度度)メニューにある RealBathy;トグルスイッチを有効にします ( Menu(メメメニニニュュューーー) >
Depths(深深深度度度))。

5. ｔ当該の Height correction(高高高度度度補補補正正正)オプションを選択します。
• None(なななししし) — 補正は行われませんでした。
• Tidal(潮潮潮) — 最寄りの検潮所データを使用して、高度を補正します。Tidal(潮潮潮)を選択する
と、検潮所の検索が実行され、利用可能な検潮所の一覧が表示されます。自船に一番近
い検潮所を選択します。
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• Lake level(湖湖湖ののの水水水位位位) — 自船の位置に対して水位メーカーを使用してユーザーが指定
した値です。

注注注意意意:
正確な等深線を確保する上で、以下を推奨します。
• 潮汐環境 (海や海洋など) では、検潮所情報が盛り込まれている LightHouse™ NC2 地図製作法
を使用し、自船に一番近い場所にある検潮所を選択します。

• 淡水環境 (湖など) では、Height correction(高高高度度度補補補正正正): フィールドの Lake level(湖湖湖ののの水水水位位位)を
選択してから、自船の水位メーカーで測定した現在の読取値を高度補正オプションの下に
あるフィールドに入力します。

6. Visibility(可可可視視視性性性): の設定を希望する透明度に調整します。

100% では、RealBathy 等高線の可視性が最大限に確保されます。パーセントが低くなるに連
れて、RealBathy 等高線の背後の海図の詳細が鮮明になります。

7. 必要な Density(密密密度度度): の設定を選択します。

険しい急斜面の場合、等高線が重なり合い密度が低くなるため、視界が開けます。.

7.6 潮潮潮流流流モモモーーードドド
Tides(潮流) モードは海図の詳細を非表示にして、潮流や流れ情報を強化して船舶の漂流方位を
設定します。Tide(潮流) モードには、アニメ形式の進捗バーも表示されます。使用している地図
製作法に応じて、潮と海流の観測所シンボルは、動的画像に置き換えられる場合がります。動
的画像は、Animate tides(潮潮潮のののアアアニニニメメメ化化化)オプションを使用してアニメ形式にすることが可能で
す。アニメ形式にすると、24 時間単位で潮や海流の予測が可能になります。

注注注意意意:
• 漂流方位の設定には、外輪のトランスデューサが必要になります。
• アニメ形式は、サポートされている地図製作法に限り、利用できます。詳細については、地
図製作法の業者にお問い合わせください。

• Tides(潮流) モードでは、GNSS / GPS 位置データから取得した正確な日付情報が必要とされ
ます。もしくは、手動で特定の日付を入力することもできます。
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1. アニメ形式の進捗バー — バーはアニメ形式で24 時間単位で進捗に応じて青色で示されま
す。別の期間でアニメ形式を再生すると、緑色で示されます。

2. 再生コントロール — アニメ形式の再生を開始または停止したり、早送りや巻き戻しを実
行できます。

3. 動的潮画像 — Navionics 地図製作法を使用している際に使用可能です。
4. 漂流値 — 所定の速度単位で、漂流方位を確認できます。
5. 設定方位 — 方位矢印は、潮流の方向を示します。
6. 動的海流画像 — Navionics 地図製作法を使用している際に使用可能です。

注注注意意意:
海流グラフから提供されるデータは、情報提供目的でのみ示されているため、賢明な航海情報
の代用情報には使用しないでください。安全な航海に必要な情報がすべて含まれているのは、
政府が発行する海図および水路通報だけです。

動動動画画画コココンンントトトロロローーールルルののの使使使用用用
動画コントロールは、Directional pad(十十十字字字キキキーーーパパパッッッドドド)と OK(OK)ボタンを使用して選択す
ることができます。
Chart(海図) アプリで、潮流データを含む地図製作法を選択した状態で、以下の操作を実行
します。
1. メニューから、TIDES(潮潮潮流流流)モードアイコンを選択します。
2. メニューから、Animate tides(潮潮潮流流流ののの動動動画画画化化化)を選択します。
3. OK(OK)ボタンを使用して、再生を開始または停止します。
4. Left(左左左)ボタンを使用して、動画を早送りします。
5. Right(右右右)ボタンを使用して、動画を早送りします。

注注注意意意:
Left(左左左)または Right(右右右)ボタンを押してから手を離すと、15 分間隔で動画がスキップされ
ます。Left(左左左)または Right(右右右)ボタンを長押しすると、ボタンから手を離すまで動画のス
キップが継続されます。

動動動画画画ののの日日日付付付ををを選選選択択択すすするるる
潮流と海流の動画用に日付を設定することができます。
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1. メニューから、Select date(日日日付付付ををを選選選択択択)を選択します。
2. Left(左左左)と Right(右右右)ボタンを使用して、月、日、年を選択します。
3. Up(上上上)と Down(下下下)ボタンを操作して、Up(上上上)または Down(下下下)矢印をハイライトします。
4. OK(OK)ボタンを使用して、ハイライトした値を変更します。
5. [保保保存存存] を選択します。

検検検潮潮潮所所所情情情報報報
地図製作法によって、検潮所情報が利用できる場合があります。

検検検潮潮潮所所所シシシンンンボボボルルル

検潮所の場所は、ダイアモンド型のシンボルを使用して海図上に記されます。
中心には「T」の文字があります。

• Navionics 地図製作法を使用している場合、シンボルは赤色で示されます。
• LightHouse 海図または C-Map 地図製作法を使用している場合、シンボルは
黒色で示されます。

動動動的的的潮潮潮画画画像像像
潮流が有効になっている際に (Menu(メメメニニニュュューーー) > Settings(設設設定定定) > Set-up(セセセッッットトトアアアッッップププ) > Tides(潮潮潮
流流流))Navionics 地図製作法を使用すると、潮流のシンボルは動的潮位画像に置換されます。

1. 潮流バー — 潮流バーでは、その日に予想される最大潮位に対する現在の潮位が示されます。
2. 赤い矢印は、潮位が上昇していることを示します。
3. 潮位 — 潮位はユーザーが選択した単位で表示されます。小数は下付き文字で示されます。

値が 10 以上の場合、少数は表示されません。
4. 青い矢印は、潮位が減少していることを示します。

潮潮潮流流流グググラララフフフ
潮グラフは、互換性のある地図製作法で利用できます。more options(そそそののの他他他のののオオオプププシシショョョンンン)を選
択してから、検潮所のコンテキストメニューから、Tide station(検検検潮潮潮所所所)を選択します。
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1. 日日日ののの出出出 — 日の出の時刻を示します。
2. 日日日ののの入入入りりり — 日の入りの時刻を示します。
3. 高高高さささ — 選択した単位で、潮位を示します。
4. 時時時刻刻刻 — 時刻を示します。
5. 干干干潮潮潮/満満満潮潮潮 — 干潮または満潮の時刻を示します。
6. 時時時刻刻刻ととと日日日付付付オオオプププシシショョョンンン — ボタンを操作して、前日、翌日、または今日の潮の予測を表示

します。または、日付フィールドに日付を入力します。

海海海流流流観観観測測測局局局情情情報報報
地図製作法によって、海流観測局情報が利用できる場合があります。

海海海流流流観観観測測測局局局シシシンンンボボボルルル

海流観測局の場所は、ダイアモンド型のシンボルを使用して海図上に記されま
す。中心には「C」の文字があります。

• 適切な Navionics 地図製作法を使用している場合、シンボルは青色で示さ
れます。

• 適切な C-Map地図製作法を使用している場合、シンボルは黒色で示されます。

動動動的的的海海海流流流画画画像像像
潮オプションが有効になっている際に (Menu(メメメニニニュュューーー) > Settings(設設設定定定) > Set-up(セセセッッットトトアアアッッッ
プププ) > Tides(潮潮潮))、Navionics 地図製作法を使用すると、海流観測局のシンボルは動的海流画
像に置換されます。
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動的海流画像は矢印で、海流方向を指しています。矢印の長さは、海流の速度
を示します。長いほど、速度が速いことを意味します。
矢印の境界線は海流の状態を示します。

• 赤 = 海流の速度が上がっています。
• 青 = 海流の速度が下がっています。
海流の速度は、矢印の内側に表示されます。海流の速度は、潮位はユーザー
が選択した単位で表示されます。小数は下付き文字で示されます。値が 10 以
上の場合、少数は表示されません。
潮の状態が「沈滞」している場合、「SLACK」という文字が青色の枠のボック
ス内に表示されます。

C-Map 地図製作法を使用している場合、矢印で海流の方向を示します。矢印のサイズと色で
海流の強度を表します。

色色色 速速速度度度
1 黄色 0 ～ 0.1 ノット
2 黄色 0.2 ～ 1.0 ノット
3 オレンジ 1.1 ～ 2.0 ノット
4 オレンジ 2.1 ～ 3.0 ノット
5 赤 3.0 ノット以上

海海海流流流グググラララフフフ
海流グラフは、海流観測局のコンテキストメニューで、more options(そそそののの他他他オオオプププシシショョョンンン)を選択
してから、Current station(海海海流流流観観観測測測局局局)を選択すると利用できます。
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1. 日日日ののの出出出 — 日の出の時刻を示します。
2. 日日日ののの入入入りりり — 日の入りの時刻を示します。
3. 速速速度度度 — 選択した単位で海流の速度を示します。
4. 時時時刻刻刻 — 時刻を示します。
5. 方方方向向向 — 北を基準とした海流の方向を示します。
6. 時時時刻刻刻ととと日日日付付付オオオプププシシショョョンンン — ボタンを操作して、前日、翌日、または今日の潮の予測を表示

します。または、日付フィールドに日付を入力します。
7. 干干干潮潮潮/洪洪洪水水水 — 干潮、潮だるみ、上げ潮の一覧を表示します。

潮潮潮流流流まままたたたははは海海海流流流グググラララフフフののの表表表示示示
1. 潮流または海流観測局のシンボルか、動的画像を選択します。
2. コンテキストメニューで more options(そそそののの他他他のののオオオプププシシショョョンンン)を選択します。
3. Tide station(検検検潮潮潮所所所)または Current station(海海海流流流観観観測測測局局局)を選択します

注注注意意意:
Find nearest(最最最寄寄寄ををを検検検索索索)を実行して潮を検索する際、ポップオーバーメニューから More
info(詳詳詳細細細情情情報報報)を選択して、潮流と海流グラフにアクセスすることもできます。

7.7 海海海図図図設設設定定定メメメニニニュュューーー
以下の表では、海図アプリに適用される設定とアプリの Settings(設設設定定定)メニュー内における位置
をご覧になれます。使用可能なオプションは、お使いの地図製作によって異なります。設定が
表示されない場合、お使いの地図製作法との間に機能の互換性がありません。機能がグレイア
ウトしている場合、機能をアクティベートする上で登録する必要があります。

地地地図図図製製製作作作法法法タタタブブブ
名名名称称称 オオオプププシシショョョンンン

現在の海図アプリで使用したい地図製作法を選択するこ
とができます。

• LightHouse 海図
• Navionics
• C-MAP
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セセセッッットトトアアアッッップププタタタブブブ

メメメニニニュュューーー項項項目目目ととと説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

海海海図図図ののの詳詳詳細細細:
方位を基本とする地図製作法に対して画面上に表示される
詳細の度合いを選ぶことができます。
この設定は常時利用可能で、お使いの地図製作によって左
右されることはありません。

• 低
• 中
• 高

海海海図図図運運運動動動:
海図運動では、海図と船舶の双方の描き方を管理します。
この設定は常時利用可能で、お使いの地図製作によって左
右されることはありません。

• 相対運動
• 真運動
• 自動範囲

海海海図図図ののの方方方向向向:
海図の方向は、船舶、航路、北を基準とした海図の表示方
向に影響を与えます。
この設定は常時利用可能で、お使いの地図製作によって左
右されることはありません。

• ノースアップ
• ヘッドアップ
• コースアップ

船船船舶舶舶のののタタタイイイプププ:
船舶を表すのに使用するアイコンは、船舶を上手に反映す
るためにカスタマイズすることができます。
この設定は常時利用可能で、お使いの地図製作によって左
右されることはありません。

• 船内機付き高速ボート
• 船外機付き高速ボート
• 高速モーターボート
• 漁船
• RIB (船底が剛体製)のボート)
• クルーズ船
• レース用帆船
• カタマラン
• カヤック
• ポンツーン

アアアイイイコココンンンタタタイイイプププ:
船舶を表すのに使用するアイコンは、カスタマイズするこ
とができます。
この設定は常時利用可能で、お使いの地図製作によって左
右されることはありません。

• アイコン (大)
• アイコン (小)
• 輪郭
• ティアドロップ型

船船船舶舶舶ののの位位位置置置
船舶の位置を調整して、船舶の前に多少の「前方先読み」
スペースを設けられるようにします。
この設定は常時利用可能で、お使いの地図製作によって左
右されることはありません。

• 中央
• 部分オフセット
• 完全オフセット

自自自動動動入入入力力力高高高速速速モモモーーードドド:
有効にすると、船舶の速度が、10 ノットを越えた時点で海
図アプリは自動的に高速モードに切り替わります。海図アプ
リは、船速が 10 ノット以下になると、以前使用されたモー
ド自動的に切り替わります。
この設定は常時利用可能で、お使いの地図製作によって左
右されることはありません。

• オン
• オフ

航航航空空空
航空写真オーバーレイの表示を有効または無効にします。
C-MAP® または Navionics® 地図製作法を使用している場合、
この設定は利用可能です。

• オン
• オフ

範範範囲囲囲:
航空オーバーレイを使用する場所を決めます。
Navionics® 地図製作法を使用している場合、この設定は
利用可能です。

• 地上のみ
• 地上と海上
• 地上と浅瀬
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メメメニニニュュューーー項項項目目目ととと説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

潮潮潮流流流ののの
検潮所と海流観測局における潮流と海流画像の表示を有効
または無効にします。
Navionics® 地図製作法を使用している場合、この設定は
利用可能です。

• オン
• オフ

コココミミミュュュニニニテテティィィののの編編編集集集
クラウドソースデータの表示を有効または無効にします。
Navionics® 地図製作法を使用している場合、この設定は
利用可能です。

• オン
• オフ

高高高解解解像像像度度度水水水深深深測測測量量量
高解像度水深測量の海図のを有効または無効にします。精
度の高い海底部の詳細、等高線および構造をご覧いただ
けます。
C-MAP® 地図製作法を使用している場合、この設定は利用可
能です。

• オン
• オフ

スススポポポーーーツツツフフフィィィッッッシシシンンングググ
魚の種類、サイズ、深さ、砂州や海底の構造などを含む、
釣り場に関する情報ページを表示することができます。
C-MAP® 地図製作法を使用している場合、この設定は利用可
能です。

• オン
• オフ

航航航海海海マママーーークククシシシンンンボボボルルル:
国際または米国の航路標識記号を使用するのかを決定し
ます。
この設定は常時利用可能で、お使いの地図製作によって左
右されることはありません。

• 米国
• 国際

深深深さささタタタブブブ

メメメニニニュュューーー項項項目目目ととと説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

浅浅浅瀬瀬瀬領領領域域域:
浅瀬と考えられる領域の識別を有効または無効にします。
有効にすると、Zero to(ゼロから) で指定されている深さより
浅い領域に赤い斜線の入った部分が表示されます。
Navionics® 地図製作法を使用している場合、この設定は
利用可能です。

• オン
• オフ

ゼゼゼロロロかかかららら:
浅瀬領域の設定で使用する深さを指定します。
Navionics® 地図製作法を使用している場合、この設定は
利用可能です。

0 ft ～ 60 ft (または、これと同
等の単位)

等等等高高高線線線ののの深深深さささ:
水深の深い所を示す色が適用される深さを決定します。
この設定は常時利用可能で、お使いの地図製作によって左
右されることはありません。

　数字による深度値。

水水水深深深ののの深深深いいい所所所ををを示示示すすす色色色
水深の深い所を示す色を指定することができます。
この設定は常時利用可能で、お使いの地図製作によって左
右されることはありません。

• 白
• 青

Record depth data
メモリーカードに記録する深度と位置データを有効にし
ます。
この設定は、LightHouse™ 海図を使用する場合、利用可能
です。

• オン
• オフ
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メメメニニニュュューーー項項項目目目ととと説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

SD カカカーーードドド:
深度データを記録するための空き容量がある適切な MicroSD
カードが挿入されている場合、RealBathy が表示されます。
この設定は、LightHouse™ 海図を使用する場合、利用可能
です。

該当なし

トトトララランンンスススデデデュュューーーサササまままでででののの水水水線線線:
水線と水深トランスデューサまでの距離を入力します。
この設定は、LightHouse™ 海図を使用する場合、利用可能
です。

0 ft ～ 9.9 ft

RealBathy:
以前記録しメモリーカードに保存されている RealBathy™
データを海図上に表示します。
この設定は、LightHouse™ 海図を使用する場合、利用可能
です。

• オン
• オフ

表表表示示示:
画面上に表示される RealBathy データと SonarChart lライブ
データの透明度を決定します。
LightHouse™ 海図や Navionics® 地図製作法を使用している場
合、この設定は利用可能です

• 0 ～ 100

高高高度度度補補補正正正:
RealBathy と水深データに適用されている高度補正の度合い
を決定します。
この設定は、LightHouse™ 海図を使用する場合、利用可能
です。

• なし
• 潮流l
• 湖水線

安安安全全全ををを示示示すすす水水水深深深シシシェェェーーーデデディィィンンングググ:
安全等深線を表示する深さを決定します。
この設定は、LightHouse™ 方位海図を使用する場合、利用可
能です。

数値

密密密度度度
水深等高線で利用可能な密度を選択します。
LightHouse™ 海図や Navionics® 地図製作法を使用している場
合、この設定は利用可能です

注注注意意意:
「超高」オプションは、Navionics 地図製作法を使用して
いる場合に限り、利用可能です。

• 低
• 中
• 高
• VER HIGH（超高）

ソソソナナナーーーのののロロロギギギンンングググ
Navionics 海図カードに深度および位置データをログ記録で
きるようにします。
この設定は、Navionics® 電子海図を使用しているときに
使用できます。

• オン
• オフ

SonarChartララライイイブブブ
Navionics SonarChart Live 機能を有効または無効にします。
海底地形図をリアルタイムで作成したり、高解像度で表示
することができるようになります。
この設定は、Navionics® 電子海図を使用しているときに
使用できます。

• オン
• オフ

潮潮潮流流流ののの補補補正正正
最寄の検潮所から取得する潮位データによってオフセット
されるソナーによる深度測定のロギングを有効にします。
この設定は、Navionics® 電子海図を使用しているときに
使用できます。

• オン
• オフ
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メメメニニニュュューーー項項項目目目ととと説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

漁漁漁業業業水水水域域域:
Fishing zone(漁漁漁業業業水水水域域域)を有効にして漁業水域を設定して
から、最小深度と最高深度を指定します。この範囲内にあ
てはまる深度の海図上の領域は、白色で示され、範囲外の
領域は青色で示されます。
この設定は、Navionics® 電子海図を使用しているときに
使用できます。

• オン
• オフ

2Dのののシシシェェェーーーデデディィィンンングググ
2D のシェーディングを有効または無効にします。
この設定は、Navionics® 電子海図を使用しているときに
使用できます。

• オン
• オフ

デデデーーータタタボボボッッックククスススタタタブブブ

設設設定定定 名名名称称称
1: データボックス 1 に表示するデータ項目を

決定します。
2: データボックス 2 に表示するデータ項目を

決定します。
3: データボックス 3 に表示するデータ項目を

決定します。
4: データボックス 4 に表示するデータ項目を

決定します。

すすすべべべてててリリリセセセッッットトト すべてのデータボックスを工場出荷時の状態
にリセットします。

7.8 SonarChart™ Live
水深トランスデューサやSonarChart™ Live 機能を使用して、独自の海底地形図を作成することが
できます。互換性のある Navionics® 電子地図製作カードと共に使用できます。

注注注意意意: SonarChart™ Live を使用する前に、トランスデューサの推進設定が適切であることを
確認してください。

SonarChart™ Live を使用する際、トランスデューサの水深読取値に基づいて、画面上にリアル
タイムで新しい等高線が描かれます。カーラーシェーディングを利用して水深を描きます。
暗い赤色は浅瀬領域を示します。ソナーデータは、地図製作カードに記録され、海図カード
をオンライン上で更新する際に Navionics で共有されます。

潮潮潮流流流ののの補補補正正正
SonarChart™ Live は、現在の潮流/水位の状況に応じて、水深トランスデューサからの実際の読取
値を記録します。最寄りの検潮所から取得したに正常化された干潮 / 干潮面の深度データ基づい
て、水深読取値の自動調整を有効にすることができます。

SonarChart Liveののの有有有効効効
リアルタイムで、SonarChart™ Live水深測量線の作成を有効にするには、以下の手順に従います。
トランスデューサの水深設定を正しく設定した状態で、互換性のある地図製作法を選択した
状態で以下の操作を実行します。
1. Chart(海図) アプリの設定メニューで、Depth(水水水深深深)タブを選択します(Chart app(海海海図図図アアアプププリリリ)

> Menu(メメメニニニュュューーー) > Settings(設設設定定定) > Depth(水水水深深深))。
2. Sonar logging(ソソソナナナーーーのののロロロギギギンンングググ)を有効にします。
3. SonarChart Live(SonarChart Live)を有効にします。
4. Visibility(y(可可可視視視性性性))設定フィールドを選択し、お好みの値に調整します。
5. 必要に応じて、Tide correction(潮潮潮流流流ののの補補補正正正)を有効にします。

100



第第第 8章章章 : 魚魚魚群群群探探探知知知アアアプププリリリ

目目目次次次
• 8.1 魚群探知アプリの概要ページ ( 102 ページ)
• 8.2 魚群探知機アプリケーションのコントロールページ ( 104 ページ)
• 8.3 ソナーのスクロールバックページ ( 106 ページ)
• 8.4 魚群探知感度コントロールページ ( 107 ページ)
• 8.5 トランスデューサ設定の構成ページ ( 108 ページ)
• 8.6 魚群探知の設定メニューページ ( 109 ページ)
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8.1 魚魚魚群群群探探探知知知アアアプププリリリののの概概概要要要
魚群探知アプリには、お手元のディスプレイに接続されているトランスデューサから受信した
エコーが可視化して、下部構造の水中スクロール表示を構築し、トランスデューサの下を通過
するターゲットを表示します。魚群探知チャンネルが利用でき、ご使用しているディスプレイ
の型式と接続されているトランスデユーサに応じて別のソナー技術が利用できます。

例例例 — Element HVデデディィィスススプププレレレイイイ

例例例 — Element S display

ホーム画面で利用可能な魚群探知アプリごとに、使用したい魚群探知チャンネルを選択するこ
とができます。チャンネルの選択は、電源サイクル終了後も存続します。
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魚魚魚群群群探探探知知知機機機セセセッッットトトアアアッッップププメメメニニニュュューーーををを開開開くくく
魚群探知アプリがあるホーム画面で、アプリページを選択します。
前前前提提提条条条件件件
1. 互換性のあるトランスデューサが接続されていることをご確認ください (詳細はRaymarine

ウェブサイト上の最新情報をご覧ください)。ご不明な点はRaymarine正規代理店にお問い
合わせください。

2. トランスデューサに同梱されていた手順書に従って、取り付けおよび接続を行ってください。
魚群探知アプリを開くと、画面全体をスクロールし、物標から返されるターゲットとトランス
デューサの下を通過した下部構造が表示されます。

「No transducer connected(トトトララランンンスススデデデュュューーーサササががが接接接続続続ささされれれててていいいままませせせんんん)」という警告が表示された
場合。トランスデューサが検出されていません。

トランスデューサの接続に間違いがなく、損傷もないことを確認してから、ディスプレイの電
源を切って入れ直します。それでもトランスデューサが見つからない場合はお使いの機器の設
置説明書を参照し、トラブルシューティングに関する詳細をご確認ください。
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魚魚魚群群群探探探知知知チチチャャャンンンネネネルルル— Element™ HVｄｄｄデデディィィスススプププレレレイイイ
接続されているトランスデューサによって、以下の魚群探知チャンネルが、Element™ HV
ｄディスプレイで利用できます。

RealVision™ 3Dチチチャャャンンンネネネルルル (350 kHz / 1.2 MHz)
RealVision™ 3D チャンネルは、HyperVision™ トランスデューサに接続され
ている場合、利用可能です。

SideVision™チチチャャャンンンネネネルルル (350 kHz / 1.2 MHz)
RealVision™ 3D チャンネルは、HyperVision™ トランスデューサに接続され
ている場合、利用可能です。

SideVision™チチチャャャンンンネネネルルル (350 kHz / 1.2 MHz)
DownVision™ チャンネルは、HyperVision™ または DownVision™ トランス
デューサに接続されている場合、利用可能です。

ソソソナナナーーーチチチャャャンンンネネネルルル (Conical high CHIRP (200 kHz))
ソナーチャンネルは、互換性のあるいずれかのトランスデューサに接続
されている場合、利用可能です。

魚魚魚群群群探探探知知知チチチャャャンンンネネネルルル周周周波波波数数数ののの切切切りりり換換換えええ
Element™ HV 型式ディスプレイ DownVision™、SideVision™ および RealVision™ 3D チャンネルは、
350 kHz (Standard) の周波数でも 1.2 MHz (Hyper) の周波数でも利用可能です。
DownVision™、SideVision™ または RealVision™ 3D チャンネルを表示した状態で以下の操作
を実行します。
1. [メメメニニニュュューーー]ボタンを押します。
2. Freq(周周周波波波数数数): オプションを選択します。
3. 必要に応じて、Standard (350 kHz)または HyperVision (1.2 MHz)を選択します。

HyperVision™ チャンネルでは、範囲は限られますが、標準のチャンネルよりも質の高い
改造をお楽しみいただけます。

魚魚魚群群群探探探知知知チチチャャャンンンネネネルルル— Element™ Sｄｄｄデデディィィスススプププレレレイイイ
Element™ S 型式ディスプレイでは、以下の魚群探知チャンネルが利用可能です。

ソソソナナナーーーチチチャャャンンンネネネルルル (Conical high CHIRP (200 kHz))
ソナーチャンネルは、互換性のあるいずれかのトランスデューサに接続
されている場合、利用可能です。

8.2魚魚魚群群群探探探知知知機機機アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンンのののコココンンントトトロロローーールルル
魚群探知アプリには、スクロールモードと一時停止 / 再生モードという 2 つのコントロール
モードがあります。一部のコントロールの動作は、モードに依存します。以下のコントローラ
は、DownVision™、SideVision™ そしてソナーチャンネルに適用されます。以下のコントローラ
は、RealVision™ 3D チャンネルには適用されません。

スススクククロロローーールルルモモモーーードドド
スクロールモードは、魚群探知アプリを開いた際のデフォルトモードです。スクロールモード
では、画面を右から左へスクロールする画像が表示されます。
コントロールの挙動:
• Plus(プププラララススス)ボタンを押すと、ズームモードに切り替わります。
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• ズームモードで、Plus(プププラララススス)か Minus(マママイイイナナナススス)ボタンを押すと、ズームレベルが拡大
または縮小します。

• OK(OK)ボタンを押すと、画面左側に画面上で操作するゲインコントロールが表示されます。
• Waypoint(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトト)ボタンを押すと、船舶の現在の位置にウェイポイントを配置
します。

• MENU(メメメニニニュュューーー)ボタンを押してセットアップメニューを開きます。
• Directional pad(十十十字字字キキキーーーパパパッッッドドド)のボタンを押すと、Cursor(カーソル) モードに切り替わ
ります。

一一一時時時停停停止止止 /再再再生生生モモモーーードドド
一時停止 / 再生モードでは、画像が一時停止になるため、カーソルを画面で動かすことが
できるようになります。
コントロールの挙動:
• Plus(プププラララススス)ボタンを押すと、ズームモードに切り替わり、スクロール画像は一時停止の
状態に保たれます。

• ズームモードで、Plus(プププラララススス)か Minus(マママイイイナナナススス)ボタンを押すと、ズームレベルが拡大
または縮小します。

• [OK]ボタンを押すと、コンテキストメニューが開きます。
• Waypoint(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトト)ボタンを押すと、船舶の現在の位置にウェイポイントを配置
します。

• Directional pad(十十十字字字キキキーーーパパパッッッドドド)のボタンを押すと、Cursor(カーソル) モードに切り替わ
ります。

• カーソルを画面の左端に置いた状態で、Left(左左左)ボタンを押し続けると、スクロール画像の履
歴が表示されます。ここで、通過した構造やターゲットの表示を有効にすることができます。

• Menu(メメメニニニュュューーー)や Back(戻戻戻るるる)ボタンを押すと、魚群探知アプリがスクロールモードに戻
ります。

RealVision™ 3Dアアアプププリリリののののののコココンンントトトロロローーールルル
RealVision™ 3D チャンネルを表示する際、コントロールの挙動は他の魚群探知チャンネルと
は異なります。

スススクククロロローーールルルモモモーーードドド
スクロールモードは、魚群探知アプリを開いた際のデフォルトモードです。スクロールモード
では、画面を右から左へスクロールする画像が表示されます。
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コントロールの挙動:
• Plus(プププラララススス)か Minus(マママイイイナナナススス)ボタンを押すと、ズームレベルが拡大または縮小します。
• Directional pad(十十十字字字キキキーーーパパパッッッドドド)のボタンを押すと、当該の方向に画像が回転します。
• Waypoint(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトト)ボタンを押すと、船舶の現在の位置にウェイポイントを配置
します。

• MENU(メメメニニニュュューーー)ボタンを押すと、アプリメニューが開きます。
• OK(OK)ボタンを押すと、スクロールが一時停止し、一時停止 / 再生モードに切り替わります。

一一一時時時停停停止止止 /再再再生生生モモモーーードドド
一時停止 / 再生モードでは、画像が一時停止になるため、カーソルを画面で動かすことが
できるようになります。
コントロールの挙動:
• Plus(プププラララススス)か Minus(マママイイイナナナススス)ボタンを押すと、ズームレベルが拡大または縮小します。
• [OK]ボタンを押すと、コンテキストメニューが開きます。
• Waypoint(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトト)ボタンを押すと、船舶の現在の位置にウェイポイントを配置
します。

• Directional pad(十十十字字字キキキーーーパパパッッッドドド)のボタンを押すと、Cursor(カーソル) モードに切り替わ
ります。

• カーソルを画面の船舶アイコンとは反対の端に置いた状態で、カーソルを同じ方向ぬ動かし
続けると、スクロール画像の履歴が表示されます。ここで、通過した構造やターゲットの表示
を有効にすることができます。

• Menu(メメメニニニュュューーー)ボタンを押すと、魚群探知アプリがスクロールモードに戻り、アプリメ
ニューが開きます。

• Back(戻戻戻るるる)ボタンを押すと、魚群探知アプリがスクロールモードに戻ります。

魚魚魚群群群探探探知知知機機機アアアプププリリリでででのののウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの設設設置置置
魚群探知アプリ上に興味のある目標物等が描写された場合、ウェイポイントを設置してその地
点を記録しておけば後日同じ地点を発見することができます。
1. Directional pad(十十十字字字キキキーーーパパパッッッドドド)を使用して、画面上の目標物地点をハイライトします。

ｓスクロールは一時的に停止されます。

2. Waypoint(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトト)ボタンを押し、必要に応じて、当該のウェイポイントの詳
細を入力します。

約 15 秒間、何もボタンを押さないと、スクロールは自動的に再開されます。

8.3ソソソナナナーーーのののスススクククロロローーールルルバババッッッククク
魚群探知アプリが一時停止 / 再生モード状態の場合、魚群探知アプリ内で「スクロールバック」
してソナーの履歴を再生することができます。
以下の手順で、一時停止 / 再生モードを起動します。
• ソソソナナナーーー / DownVision / SideVision — いずれかの Directional pad(十十十字字字キキキーーーパパパッッッドドド) (ボタン
を押します。

• RealVision 3D — OK(OK)ボタンを押します。
一時停止 / 再生モードにすると、Scroll back bar(スススクククロロローーールルルバババッッックククバババーーー)が表示されます。
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スクロール画像は、いつでも再生することができます。これは、魚群探知アプリが開かれて
いたためです。

ソソソナナナーーー履履履歴歴歴ののの再再再生生生
魚群探知アプリのソナー履歴は、再生できます。
魚群探知アプリをスクロールモードに入れた状態で、以下の操作を実行します。
1. RealVision(RealVision) チャンネルが表示されたら、Directional padd(十十十字字字キキキーーーパパパッッッドドド)の

いずれかのボタンを押すか、OK(OK)ボタンを押します。
魚群探知アプリは一時停止 / 再生モードに入ります。

2. Directional pad(十十十字字字キキキーーーパパパッッッドドド)を使用して、画面の端に到達するまで、画像をスクロール
するのと同じ方向にカーソルを動かします。

例えば、DownVision チャンネルを表示する際には、Directional padd(十十十字字字キキキーーーパパパッッッドドド)の
Left(左左左)ボタンを使用して、画面左端にカーソルを配置します。引き続き、Left(左左左)ボタンを
押すと、利用可能なソナー履歴内をスクロールバックし始めます。

8.4魚魚魚群群群探探探知知知感感感度度度コココンンントトトロロローーールルル
通常、デフォルトの設定で最適な性能をお楽しみいただくことができます。感度コントロール
を利用して画像を調整して、表示される画像の質を改善することができます。感度設定調整
は、ソナースクロールバック使用時に表示されるソナーの履歴にも適用されます。
感度コントロールには、魚群探知アプリメニューからアクセスできます (Menu(メメメニニニュュューーー) >
Adjust sensitivity(感感感度度度調調調整整整))。
ソナー画像を最適化する上で、以下の感度コントロールが役立ちます。
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コココンンントトトロロローーールルル 名名名称称称

ゲゲゲイイインンン
ゲインコントロールにより、画面上に表示されるエコーの信号の強さ
が決まります。
ゲインコントロールは、Auto(自自自動動動)か Manual(手手手動動動)に設定できます。
Auto(自動) では、オフセットを最大 ± 50% で設定できます。
値が高いほど、エコーと画面上に表示されるノイズが多くなります。

強強強度度度
強度コントロールは最も強烈なエコー色の下限を設定します。この値を上
回る信号強度を持つすべてのエコーは最も強烈な色で表示されます。これ
よりも低い値は残りの色に均等に分割されます。
強度コントロールは、Auto(自自自動動動)かManual(手手手動動動)に設定できます。Auto(自
動) では、オフセットを最大 ± 50% で設定できます。

表表表面面面フフフィィィルルルタタタ
表面フィルタコントロールは、水柱全体のゲインを変えて、表示され
るノイズの量を決めます。
値を低くすると、コントロールが適用される水深が減少します。
ゲインコントロールは、Auto(自自自動動動)か Manual(手手手動動動)に設定できます。

すすすべべべてててををを自自自動動動ににに設設設定定定
可能なところでは、すべての感度コントロールを、0% オフセットの
Auto(自自自動動動)に設定します。

8.5トトトララランンンスススデデデュュューーーサササ設設設定定定ののの構構構成成成
トランスデューサが接続されているシステムの場合、作業の一環としてお手元のシステムを初
めて設定する際には、トランスデューサを正しく接続することが重要です。
トランスデューサの設定は、Fishfinderアアアプププリリリで行います。

108



1. Fishfinder アプリの Settings(設設設定定定)メニューからトトトララランンンスススデデデユユユーーーサササを選択します ( Menu(メメメ
ニニニュュューーー) > Settings(設設設定定定) > Transducer(トトトララランンンスススヂヂヂュュューーーサササ))。

2. インストールにおいて、オールインワンのトランスデューサを後方からインストールする必
要がある場合には (トランスデューサをトローリング用モーターに接続する際など)、HV
transducer alignment(HVトトトララランンンスススデデデュュューーーサササのののアアアララライイイメメメンンントトト)オプションの Backwards(後後後方方方)
を選択します。これにより、ポートとスターボードのチャンネルが適切な向きで画面上に現
れます。もしくは、初期設定の Forwards(前前前方方方)が維持されます。

3. から、深度測定を実行する場所を選択します。
i. トランスデューサ以下 (default) — オフセットは必要ありません。
ii. キール以下 — トランスデューサ表面からキール先端までの距離を入力します。
iii. 喫水線より下 —キール先端から喫水線までの距離を入力します。

4. 以下の手順で、温度を設定します。
i. 必要に応じて、温度の読み取りを有効、または無効にします。
ii. 有効にした場合は、実際の水温に対して温度の読み取り値を確認します。
iii. 現在の読み取り値を調整する必要がある場合は、[温温温度度度のののキキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンン]を選択

し、2つの読み取り値の差を入力します。

8.6魚魚魚群群群探探探知知知ののの設設設定定定メメメニニニュュューーー
以下の表で、魚群探知アプリで利用可能な設定の詳細をご覧になれます。

注注注意意意:
で利用できる魚群探知の設定は、表示されている魚群探知チャンネルによって異なります。
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ソソソナナナーーー表表表示示示タタタブブブ (RealVision™ 3Dチチチャャャンンンネネネルルル)
メメメニニニュュューーー項項項目目目ととと説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

船船船舶舶舶アアアイイイコココンンン
使用する船舶アイコンを選びます。

利用可能な船舶アイコンの一
覧。

タタターーーゲゲゲッッットトトのののカカカラララーーー
エコーで使用するカラーパレットを変更します。

• レインボー (default)
• バーンイエロー
• クールブルー
• ライムグリーン
• ルビーレッド

タタターーーゲゲゲッッットトトのののカカカラララーーー
ターゲットのカラーを変更します。
水水水深深深カラーターゲットは、水深に応じて、勾配度は 3D グ
リッドで表示され、水深の違いを表します。
強強強度度度カラーターゲットは、サイズに応じて、ターゲットが
大きいほど、暗い色が使用されます。

• 水深 (default)
• 強度

海海海底底底のののカカカラララーーー
海底構造に使用する色を変更します。

• カッパー
• カッパーの反転色
• スレートグレイ
• ライムグリーン
• ライムグリーンの反転色
• バーンイエロー (default)
• バーンイエローの反転色
• クールブルー
• クールブルーの反転色
• ルビーレッド

背背背景景景
アプリの背景で使用する色を変更します。

• 黒 (default)
• 青
• 白
• グレー

タタターーーゲゲゲッッットトトサササイイイズズズ
画面上に表示されるエコーのサイズを決定します。数字が大
きいほど、表示されるエコーが大きくなります。

0 ～ 25 の値 (5 (default))

ソソソナナナーーー表表表示示示タタタブブブ (RealVision™チチチャャャンンンネネネルルル)
メメメニニニュュューーー項項項目目目ととと説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

カカカラララーーーパパパレレレッッットトト
さまざまな状況やお好みに応じて使い分けられる各種カラー
パレットが用意されています。

• カッパー
• カッパーの反転色
• スレートグレイ
• ライムグリーン
• ライムグリーンの反転色
• バーンイエロー (default)
• バーンイエローの反転色
• クールブルー
• クールブルーの反転色
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メメメニニニュュューーー項項項目目目ととと説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

• ルビーレッド

範範範囲囲囲線線線
画面上に範囲線が垂直で表示されます。

• オン
• オフ (default)

カカカラララーーーしししきききいいい値値値
カラーしきい値によって、エコーが表示されなくなる信
号強度が決まります。
値を低くすると、最も強烈な色、または最も明るい色だけが
表示されるようになります。

0% ～ 100% までの間の値。
(100% (default))

スススクククロロローーールルル速速速度度度
ソナー画像のスクロール速度を決定します。

0% ～ 500% までの間の値。
(100% (default))

ソソソナナナーーーののの表表表示示示タタタブブブ (DownVision™チチチャャャンンンネネネルルル)

メメメニニニュュューーー項項項目目目ととと説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

カカカラララーーーパパパレレレッッットトト
さまざまな状況やお好みに応じて使い分けられる各種カラー
パレットが用意されています。

• カッパー
• カッパーの反転色
• スレートグレイ
• ライムグリーン
• ライムグリーンの反転色
• バーンイエロー (default)
• バーンイエローの反転色
• クールブルー
• クールブルーの反転色
• ルビーレッド

水水水深深深線線線:
水深線をし宇平に表示します。

• オン
• オフ (default)

温温温度度度グググラララフフフ:
有効にすると、スクロールソナー画像上に温度線を重ね合
わせます。温度線は、表面水温の変化を見分けるのに役立
ちます。
一次停止 / 再生モードでは、温度ラベルは温度線上に表
示されます。

• オン
• オフ (default)

手手手動動動温温温度度度範範範囲囲囲:
有効にすると、表面水温に対して手動で固定する最小およ
び最大限度を指定することができます。最大および最小限
度は、温度グラフ内に表示されます。
温度グラフの重ね合わせは、手動温度範囲を有効にする前に
有効にしておく必要があります。

• オン
• オフ (default)

最最最高高高温温温度度度:
温度グラフに対する固定化された最高水温を指定するこ
とができます。

温度値

現現現在在在ののの温温温度度度:
トランスデューサの温度センサーに現在記録されている
温度が表示されます。

温度値

最最最低低低温温温度度度:
温度グラフに対する固定化された最低水温を指定するこ
とができます。

温度値
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メメメニニニュュューーー項項項目目目ととと説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

ビビビーーープププ:
手動の温度範囲が選択されている場合、現在の温度読取値
が最低温度のしきい値を下回ったり、最大温度しきい値を
上回ったりした場合、ディスプレイから警報音を発するこ
とができます。

• オン
• オフ (default)

カカカラララーーーしししきききいいい値値値
カラーしきい値によって、エコーが表示されなくなる信
号強度が決まります。
値が低い場合、最も強烈な色、または最も明るい色だけが表
示されるようになります。

0% ～ 100% までの間の値。
(100% (default))

スススクククロロローーールルル速速速度度度
ソナー画像のスクロール速度を決定します。

0% ～ 500% までの間の値。
(100% (default))

ソソソナナナーーー表表表示示示タタタブブブ (ソソソナナナーーー高高高 CHIRPチチチャャャンンンネネネルルル)

メメメニニニュュューーー項項項目目目ととと説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

カカカラララーーーパパパレレレッッットトト
さまざまな状況やお好みに応じて使い分けられる各種カラー
パレットが用意されています。

• クラシックブルー (default)
• クラシックブラック
• クラシックホワイト
• サンバースト
• グレースケール
• スレート灰色(反転) グレース
ケール

• カッパー
• 暗視

A-scope
A-Scope モードには分割画面表示が用意されており、通常の
スクロールソナー画面と小さなパンがあり、トランスデュー
サの真下にある物を「ライブ」映像でご覧になれます。

• オフ (default)
• 中央
• 右
• 円すい

水水水深深深線線線
水深線を水平に表示します。

• オン
• オフ (default)

白白白線線線
検出した海底の等高線に沿って、白線を実線表示します。

• オン
• オフ (default)

海海海底底底塗塗塗りりりつつつぶぶぶししし
検出した海底の等高線の下の領域を実線で塗りつぶします。

• オン
• オフ (default)

温温温度度度グググラララフフフ:
有効にすると、スクロールソナー画像上に温度線を重ね合
わせます。温度線は、表面水温の変化を見分けるのに役立
ちます。
一次停止 / 再生モードでは、温度ラベルは温度線上に表
示されます。

• オン
• オフ (default)

手手手動動動温温温度度度範範範囲囲囲:
有効にすると、表面水温に対して手動で最小および最大限度
を指定することができます。
温度グラフの重ね合わせは、手動温度範囲を有効にする前に
有効にしておく必要があります。

• オン
• オフ (default)
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メメメニニニュュューーー項項項目目目ととと説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

最最最高高高温温温度度度:
温度グラフに対する固定化された最低水温を指定するこ
とができます。

温度値

現現現在在在ののの温温温度度度:
トランスデューサの温度センサーに現在記録されている
温度が表示されます。

温度値

最最最低低低温温温度度度:
温度グラフに対する固定化された最低水温を指定するこ
とができます。

温度値

ビビビーーープププ:
手動の温度範囲が選択されている場合、現在の温度読取値
が最低温度のしきい値を下回ったり、最大温度しきい値を
上回ったりした場合、ディスプレイから警報音を発するこ
とができます。

• オン
• オフ (default)

カカカラララーーーしししきききいいい値値値
カラーしきい値によって、エコーが表示されなくなる信
号強度が決まります。
値が低い場合、最も強烈な色、または最も明るい色だけが表
示されるようになります。

0% ～ 100% までの間の値。
(100% (default))

スススクククロロローーールルル速速速度度度
ソナー画像のスクロール速度を決定します。

0% ～ 500% までの間の値。
(100% (default))

トトトララランンンスススデデデュュューーーサササタタタブブブ

メメメニニニュュューーー項項項目目目ととと説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

トトトララランンンスススデデデュュューーーサササ:
接続されているトランスデューサのタイプを表示します。

該当なし

水水水深深深測測測定定定場場場所所所ををを表表表示示示:
深度読取値を測定する場所を決定します。

• キールの下
• 水線の下
• トランスデューサの下

(default)

HVトトトララランンンスススデデデュュューーーサササのののアアアララライイイメメメンンントトト:
HyperVision™ トランスデユーサを取り付ける方向を選択する
ことができます。例えば、トローリングモーターにトラン
スデューサを取り付けた場合、トランスデューサには船首の
代わりにトローリングモーターの船尾を指している船首矢
印がある場合があります。
先先先ににに進進進むむむは、トランスデューサの船首矢印が船首を指して
いる場合、選択されている必要があります。
後後後方方方ににに戻戻戻るるるは、トランスデューサの船尾矢印が船尾を指し
ている場合、選択されている必要があります。

• 先に進む (default)
• 後方に戻る

温温温度度度セセセンンンサササーーーををを有有有効効効にににすすするるる:
選択したトランスデューサの温度センサーを有効または
無効にします。

• オン
• オフ

現現現在在在ののの温温温度度度:
トランスデューサの現在の温度読取値を表示します。

該当なし

温温温度度度ののの較較較正正正
水温の実測値とトランスデューサに表示される現在の温度間
のオフセットを入力することができます。

オフセットを温度値
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サササウウウンンンダダダーーータタタブブブ
メメメニニニュュューーー項項項目目目ととと説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

Ping ののの有有有効効効:
トランスデューサの ping を有効または無効にします。

• オン (default)
• オフ

Pingののの速速速度度度制制制限限限:
現在の状況に応じて、トランスデューサの最大 ping 速度を
制限することができます。

1 ～ 100 までの値 (80 (default)。

干干干渉渉渉除除除去去去
船舶に備え付けられている他のトランスデユーサや付近を
通過する船舶からのトランスデューサによって引き起こさ
れる干渉を取り除きます。

• 自動 (default)
• 低
• 中
• 高
• オフ

2番番番目目目のののエエエコココーーーののの除除除去去去
コントローラは、信号反射によって誤って検出したエコーや
海底を取り除くのに役立ちます。

• オフ
• 低 (default)
• 高

サササウウウンンンダダダーーーのののリリリセセセッッットトト
ソナーモジュールを工場出荷時の設定に戻します。

• はい
• いいえ

注注注意意意:
魚群探知タブは、高 CHIRP ソナーチャンネルを表示している場合に限り、利用可能です。

魚魚魚群群群探探探知知知タタタブブブ
メメメニニニュュューーー項項項目目目ととと説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

魚魚魚群群群探探探知知知ビビビーーープププ:
魚群と考えられるターゲットが検出された際、警報音を出す
ように設定したり、設定を解除したりすることができます。

• オン
• オフ (default)

魚魚魚群群群アアアイイイコココンンン:
魚群と考えられるターゲット上に魚群アイコンを表示する
ように設定したり、設定を解除したりするすることがで
きます。

• オン
• オフ (default)

魚魚魚群群群ののの水水水深深深ラララベベベルルル:
魚群と考えられるターゲットの横に水深ラベルを表示する
ように設定したり、設定を解除したりするすることがで
きます。

• オン
• オフ (default)

感感感度度度ののの検検検出出出:
魚群探知アルゴリズムの感度を決定します。
値が高いほど、エコーが魚群である可能性が高くなります。

0 ～ 100 の値 (75 (default))。

次次次よよよりりり浅浅浅いいい場場場所所所ののの魚魚魚群群群ををを無無無視視視すすするるる。。。
指定した水深よりも浅い場所で検知されたエコーは、魚群
とは考えられません。

注注注意意意:
浅瀬制限を深海制限よりも大きい値に設定することは
できません。

0 ft ～ 1000 ft (3.3 ft (default)) ま
たはこれに相当する値。

次次次よよよりりり深深深いいい場場場所所所ののの魚魚魚群群群ををを無無無視視視すすするるる。。。
指定した水深よりも深い場所で検知されたエコーは、魚群
とは考えられません。

注注注意意意:

0 ft ～ 1000 ft (984 ft (default)) ま
たはこれに相当する値。
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メメメニニニュュューーー項項項目目目ととと説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

深海制限を浅瀬制限よりも少ない値に設定することは
できません。

デデデーーータタタボボボッッックククスススタタタブブブ

名名名称称称 オオオプププシシショョョンンン

データボックス 1 に表示するデータ項目を決定します。 1:

データボックス 2 に表示するデータ項目を決定します。 2:

データボックス 3 に表示するデータ項目を決定します。 3:

データボックス 4 に表示するデータ項目を決定します。 4:

すべてのデータボックスを工場出荷時の状態にリセット
します。

すすすべべべてててリリリセセセッッットトト
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第第第 9章章章 : ダダダッッッシシシュュュボボボーーードドドアアアプププリリリ

目目目次次次
• 9.1 ダッシュボードアプリの概要ページ ( 118 ページ)
• 9.2 航海および航行ダイヤルページ ( 119 ページ)
• 9.3 針路進行 ページ ( 120 ページ)
• 9.4 既存のデータページのカスタマイズページ ( 121 ページ)
• 9.5 データ項目 ページ ( 122 ページ)
• 9.6 ダッシュボードアプリの設定メニューページ ( 125 ページ)
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9.1 ダダダッッッシシシュュュボボボーーードドドアアアプププリリリののの概概概要要要
ダッシュボードアプリを使用して、システムデータを表示することができます。システム
データは接続されているディスプレイまたはディスプレイに接続されている機器によって、
SeaTalkng ® / NMEA 2000 経由で生成される場合があります。

注注注意意意:
データをダッシュボードアプリで使用できるようにするには、サポートされているプロト
コルとメッセージを使用して互換性のあるハードウェアからディスプレイにデータを送
信する必要があります。

ダッシュボードアプリで表示したいデータページを設定できます。データページの選択は、パ
ワーサイクルで電源を入れ直すまで続けて使用されます。
ダッシュボードアプリは、多数のカスタマイズ可能なデータページでスタートアップウィザー
ドの選択に基づいて事前設定されています。

デデデーーータタタペペペーーージジジののの切切切りりり替替替えええ
ダッシュボードアプリがアクティブな場合、使用可能なデータページを順繰りに表示できます。
1. Left(左左左)および Right(右右右)ボタンを使用すると、使用可能なページが順繰りに表示されます。
もしくは、アプリメニューにあるページアイコンを使用して表示したいページを選択す
ることができます。
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デデデーーータタタペペペーーージジジののの非非非表表表示示示ととと表表表示示示

ダッシュボードアプリを表示してアクティブな状態にして、以下の操作を実行します。
1. [メメメニニニュュューーー]ボタンを押します。
2. [設設設定定定]アイコンを選択します。

メニューは、Pages(ペペペーーージジジ)タブ上で開きます。
3. Up(上上上)ボタンと Down(下下下)ボタンを使用して、非表示または表示したいページをハイラ

イトします。
4. [OK]ボタンを押します。
5. Hide page(ペペペーーージジジををを非非非表表表示示示)または Show page(ペペペーーージジジををを表表表示示示)を選択します。
6. Back(戻戻戻るるる)ボタンを押して、メニューを閉じます。

9.2 航航航海海海おおおよよよびびび航航航行行行ダダダイイイヤヤヤルルル
ダイヤルは、航海または航行ページで利用できます。ここには、さまざまなデータのインジ
ケータを含むコンパスダイヤルが用意されています。

1. 航航航海海海ダダダイイイヤヤヤルルル — 航海ダイヤルには、船首の読取値、COG インジケータならびに目的地の
ウェイポイントインジケータなど、完全なコンパスが用意されています。

2. 航航航行行行ダダダイイイヤヤヤルルル — 航行ダイヤルには、風速の読取値、風向きインジケータなど、フルコンパ
スが用意されています。航行ダイヤルは、真風と見掛けの風で切り替えることができます。

ダイヤル インジケータ:
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COGイイインンンジジジケケケーーータタタ
地表面に対する針路を視覚的に識別します。COG インジケータは、COG
データを利用できる場合、航海ダイヤルで使用可能です。

目目目的的的地地地のののウウウェェェイイイポポポイイインンントトトイイインンンジジジケケケーーータタタ
現在の目的地に対する針路を視覚的に識別します。目的地ウェイポイント
インジケータは、航海がアクティブな間、利用可能です (ウェイポイントへ
の航海中、進行の実行中または航路の追従中)。

真真真風風風向向向きききイイインンンジジジケケケーーータタタ
真風向きを視覚的に識別します。インジケータは、風データが利用可能で
ダイヤルが TWS に設定されている場合、航行ダイヤルで利用可能です。

見見見かかかけけけ風風風向向向きききイイインンンジジジケケケーーータタタ
見かけ風向きを視覚的に識別します。インジケータは、風データが利用可能
でダイヤルが AWS に設定されている場合、航行ダイヤルで利用可能です。

TWSととと AWS 航航航行行行ダダダイイイヤヤヤルルルののの切切切りりり換換換えええ
航行ダイヤルを構成して、真風データか見かけ風データを表示することができます。.
ダッシュボードアプリで航行データを表示した状態で、以下の操作を実行することができます。
1. [メメメニニニュュューーー]ボタンを押します。
2. Customize page(ペペペーーージジジのののカカカスススタタタマママイイイズズズ)を選択します。

航行ダイヤルをハイライトした状態で、ダッシュボードアプリページが編集モードにな
ります。

3. OK(OK)ボタンを押します。
4. ポップオーバーメニューで、Edit(編編編集集集)を選択します。
5. Wind(風風風速速速)を選択します。
6. TWSを選択して真風ダイヤルを表示するか、AWS(AWS) を選択して見かけの風ダイヤ

ルを表示します。
7. Back(戻戻戻るるる)ボタンを押して、編集モードを終了します。

9.3 針針針路路路進進進行行行
針路進行ダッシュボードページでは、船舶の針路をグラフ表示して、船舶が針路から外れてい
ないかどうかを示します。
ディスプレイで、正確な船首および位置データを受信できる状態にしておき、針路進行ページ
を使用して目的地に対する針路を監視することができます。
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カカカーーーソソソルルルににに進進進行行行 /ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトににに進進進行行行 航航航路路路ののの追追追従従従

針路進行グラフは、船舶のそれぞれの側のクロストラックエラー (XTE) アラームに設定され
ている限界に相当する水の幅を表します。クロストラックエラーアラームは、アラームメ
ニューで構成することができます (Homescreen(ホホホーーームムム画画画面面面) > Settings(設設設定定定) > Alarms(アアアラララーーームムム)
> Cross-track error(クククロロロススストトトラララッッックククエエエラララーーー):)。
航海がアクティブな間 (Goto(進進進行行行)または Follow(追追追従従従)の実行中)、航海データと操舵上のアドバ
イスがページ上に表示されます。
操舵上のアドバイスに従って、航行上のズレを補正し、目的地までの針路を維持します。

9.4既既既存存存のののデデデーーータタタペペペーーージジジのののカカカスススタタタマママイイイズズズ
各ページに表示されるデータ項目を変更することができます。
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1. ダッシュボードアプリメニューから、Customize page(ペペペーーージジジのののカカカスススタタタマママイイイズズズ)を選択します
(Menu(メメメニニニュュューーー) > Customize page(ペペペーーージジジのののカカカスススタタタマママイイイズズズ)。

2. 表示する新しいデータ項目を選択します。
3. データ項目のポップオーバーメニューで、Edit(編編編集集集)を選択します。
4. 表示する新しいデータ項目を選択します。

9.5 デデデーーータタタ項項項目目目
データボックス内に以下のデータ項目を表示することができます。

注注注意意意:
1つのデータ項目に対して複数のデータ ソースが用意されている場合、船の詳細
(Homescreen(ホホホーーームムム画画画面面面) > Settings(設設設定定定) > Boat details(船船船ののの詳詳詳細細細)) で指定されている設定に基
づいて、データソースごとにデータ項目を利用することができます。

カカカテテテゴゴゴリリリ デデデーーータタタ項項項目目目

バババッッッテテテリリリ

• バババッッッテテテリリリ 1
• バババッッッテテテリリリ 2
• バババッッッテテテリリリ 3

• 充電切れまでの残り時間
• 充電状態
• バッテリ温度
• バッテリの電圧
• バッテリ電流

船船船 • 真水 (%)
• 井戸水 (%)
• 排水 (%)
• 下水 (%)

水水水深深深 • 水深

ｈｈｈ表表表示示示 • 電源電圧
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カカカテテテゴゴゴリリリ デデデーーータタタ項項項目目目

距距距離離離 • トリップ (シーズン)
• トリップ (月)
• トリップ (日)
• 接地ログ

エエエンンンジジジンンン

• ポポポーーートトトエエエンンンジジジンンン
• 右右右舵舵舵エエエンンンジジジンンン
• すすすべべべてててのののエエエンンンジジジンンン

• エンジンの運転時間
• エンジンの RPM (毎分回転数)
• 過給圧
• 油温
• 油圧
• 交流発電機
• 冷却水の圧力
• 冷却水の温度
• エンジン負荷
• エンジンのトリップ
• 燃料流量
• 燃料流量 (計器)
• 燃料流量 (平均)
• 燃料圧
• ギア
• トランスオイルの油圧
• トランスオイルの温度

燃燃燃料料料

• タタタンンンククク 1
• タタタンンンククク 2
• すすすべべべてててのののタタタンンンククク

タタタンンンククク 1およびタタタンンンククク 2:

• 燃料レベルl (%)
すすすべべべてててのののタタタンンンククク:

• エンジンエコノミー合計
• 燃料流量合計
• 空になるまでの時間
• 空になるまでの距離
• 使用燃料量 (シーズン)
• 使用済み燃料 (トリップ)
• 燃料の推定残量
• 全燃料 (%)

環環環境境境 • 最高水温
• 最低水温
• 水温
• 設定
• ドリフト
• 水 & 供給 (水温および供給電圧)
• 日の出/日の入り
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カカカテテテゴゴゴリリリ デデデーーータタタ項項項目目目
GPS • 対地針路

• 平均 SOG (平均対地速力)
• 最大 SOG
• SOG
• 船舶測位
• 対地針路 SOG

方方方位位位 • 方位

航航航海海海 • 航路 ETA (航路の推定到着時刻)
• 航路 TTG (航路までの出港時間)
• アクティブなウェイポイント
• ウェイポイント TTG
• 推定到着時刻
• ウェイポイントまでの距離
• 航路誤差
• ウェイポイントまでの方位
• ウェイポイント情報 (ウェイポイント情報)

速速速度度度 • ウェイポイントまでの VMG (ウェイポイン
トまでの有効速度)

• 風上までの VMG (風上までの有効速度)
• 平均速度
• 最高速度
• 対水速力

時時時間間間 • 時間
• 日付
• 時間およびタイマー

風風風 • カーディナル
• ビューフォート
• 陸上の風向
• 真風の風向
• 最小真風角度
• 最大真風角度
• 真風角度
• 最大真風速度
• 最小真風速度
• 真風速度
• 最小見かけ風角度
• 最大見かけ風角度
• 見かけ風角度
• 最小見かけ風速度
• 最大見かけ風速度
• 見かけ風速度
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9.6ダダダッッッシシシュュュボボボーーードドドアアアプププリリリののの設設設定定定メメメニニニュュューーー
ペペペーーージジジタタタブブブ

ナナナビビビゲゲゲーーーシシショョョンンン

タタタンンンククク
Bidata

デデデーーータタタグググリリリッッッドドド

エエエンンンジジジンンン

ポップオーバーメニューには、以下のオプ
ションがあります。

• Hide page / Show page(ペペペーーージジジののの非非非表表表示示示/
ペペペーーージジジののの表表表示示示)— 非表示にすると、ダッシュ
ボードアプリにページは表示されません。

• Move up(上上上ににに移移移動動動) — ページ順に上に移動
します。

• Move down(下下下ににに移移移動動動) — ページ順に下に移
動します。

• Rename(名名名前前前ををを変変変更更更) — ページの名前を変
更します。

データページは、Reset(リリリセセセッッットトト)ボタンを
使用して工場出荷時の設定に戻すことがで
きます。

船船船舶舶舶ののの詳詳詳細細細
適切に操作してデータを表示するには、要件に応じて船舶の詳細を設定する必要があります。
船舶の詳細には、Settings(設設設定定定)メニューからアクセスすることができます (Homescreen(ホホホーーームムム
画画画面面面) > Settings(設設設定定定) > Boat Details(船船船舶舶舶ののの詳詳詳細細細)。

オオオプププシシショョョンンン 詳詳詳細細細

最最最小小小安安安全全全高高高さささ: 空荷時の水位線から見た船舶の最大高を入力します。船舶の揺れに起
因する変動に対して十分な間隔を確保するために、この数値に対す
る安全範囲を広げておくことを推奨します。

最最最小小小安安安全全全幅幅幅: 船舶の一番広い幅となる最大値を入力します。船舶の揺れに起因する
両側への変動に対して十分な間隔を確保するために、この数値に対す
る右舷と左舷の安全範囲を広げておくことを推奨します。

最最最小小小安安安全全全深深深度度度: 最大積載時の船舶の最大深度を入力します。この値は、水位線から
船舶の竜骨の一番低い地点までの深度を示します。船舶の揺れに起
因する変動に対して十分な間隔を確保するために、この数値に対す
る安全範囲を広げておくことを推奨します。

エエエンンンジジジンンン数数数: 互換性のあるエンジン管理システムに接続している場合、最大で 2
台のエンジンのデータをお手元のシステムで表示するように構成す
ることができます。

エエエンンンジジジンンンののの識識識別別別: エンジンの台数を選択したら、Identify engines(エエエンンンジジジンンンののの識識識別別別)を選択
して、画面上の指示に沿ってエンジンを構成します。表示するエンジ
ンデータを有効にするには、追加のハードウェアインターフェース
が必要になる場合があります。

燃燃燃料料料タタタンンンククク: システムを構成して、最大 2 つの燃料タンクのデータを表示できます。

真真真水水水タタタンンンククク: システムを構成して、最大 2 つの真水タンクのデータを表示できます。

海海海水水水タタタンンンククク: システムを構成して、最大 2 つのライブウェルタンクのデータを
表示できます。

真真真水水水タタタンンンククク: システムを構成して、家庭雑排水タンクのデータを表示できます。

汚汚汚水水水用用用タタタンンンククク: システムを構成して、汚水用タンクのデータを表示できます。

バババッッッテテテリリリーーー数数数: システムを構成して、最大 3 つのバッテリーのデータを表示できます。
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測測測定定定単単単位位位
データの読み取り値に使用する単位を Units(単単単位位位) メニューから選ぶことができます
(Homescreen(ホホホーーームムム画画画面面面) > Settings(設設設定定定) > Units(単単単位位位))。
デフォルトの測定単位は、ユーザーインターフェース言語の設定によって決まります。
測測測定定定 単単単位位位

距距距離離離単単単位位位: • 海里
• NM & m
• 法定マイル
• キロメートル

速速速度度度単単単位位位: • Kts
• MPH
• KPH

水水水深深深単単単位位位: • メートル
• Feet(フィート)
• 尋

温温温度度度単単単位位位: • 摂氏
• 華氏

風風風速速速単単単位位位: • ノット
• メートル/秒速

容容容量量量単単単位位位: • 米ガロン
• 英ガロン
• リットル

エエエコココノノノミミミーーー単単単位位位: • 容量当たりの距離
• 距離当たりの容量
• 100 km 当たりのリットル量

気気気圧圧圧単単単位位位: • バール
• PSI
• キロパスカル

日日日付付付形形形式式式: • MM/DD/YYYY
• DD/MM/YYYY
• MM:DD:YY
• DD:MM:YY

時時時間間間形形形式式式: • 12hr (12時間単位)
• 24hr (24時間単位)

タタタイイイムムムゾゾゾーーーンンン: • UTC オフセット

測測測定定定 単単単位位位

方方方位位位モモモーーードドド: • 真
• 磁気

シシシススステテテムムム基基基準準準面面面: 使用可能な基準面のリスト

偏偏偏差差差: • 自動
• 手動

手手手動動動偏偏偏差差差: • 30°W ～ 30°E
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詳詳詳細細細設設設定定定メメメニニニュュューーー
メメメニニニュュューーー項項項目目目ととと説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

最最最大大大 RPM:
最大 RPM (毎分回転数) フィールドでは、エン
ジンダイアルに表示される最大 RPM 値を決
定します。自動に設定している場合、システ
ムによって最大 RPM 値が決まります。

• 自動 (default)
• 3000RPM
• 4000RPM
• 5000RPM
• 6000RPM
• 7000RPM
• 8000RPM
• 9000RPM
• 10000RPM

RPMののの危危危険険険区区区域域域のののカカカスススタタタマママイイイズズズ:
有効にすると、エンジン RPM ダイヤルには、
Custom RPM red zone(RPM危危危険険険区区区域域域のののカカカスススタタタ
マママイイイズズズ)と RPM 危険区域開始値フィールの間
に危険区域が表示されます。

• オン
• オフ (default)

RPM 危険区域の開始値 0 RPM ～ 10,000 RPM
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第第第 10章章章 : レレレーーーダダダーーーアアアプププリリリ

目目目次次次
• 10.1 ホーム画面にレーダーアプリアイコンを追加するページ ( 130 ページ)
• 10.2 レーダーアプリを開くページ ( 131 ページ)
• 10.3 レーダーアプリの概要ページ ( 133 ページ)
• 10.4 レーダーモードページ ( 135 ページ)
• 10.5 自動識別システム (AIS) のサポートページ ( 136 ページ)
• 10.6 有効範囲と方位ページ ( 141 ページ)
• 10.7 警報区域アラームページ ( 143 ページ)
• 10.8 感度コントロールページ ( 145 ページ)
• 10.9 レーダー設定メニューページ ( 146 ページ)
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10.1 ホホホーーームムム画画画面面面にににレレレーーーダダダーーーアアアプププリリリアアアイイイコココンンンををを追追追加加加すすするるる
レーダーアプリアイコンがホーム画面に表示されていない場合、以下の手順で手動で追
加することができます。

ホーム画面で、次の操作を実行します。
1. Directional pad(十十十字字字キキキーーーパパパッッッドドド)を使用して、ホーム画面の余白部分をハイライトします。
2. OK(OK)ボタンを押したままにします。
3. レーダーアプリアイコンをハイライトしてから、OK(OK)ボタンを押します。
これで、レーダーアプリアイコンがホーム画面に表示されます。

Quantum™レレレーーーダダダーーースススキキキャャャンンンナナナのののペペペアアアリリリンンングググ
Wi-Fi 接続を利用して、Quantum™ レーダースキャナをお手元のディスプレイに接続するこ
とができます。
前提条件:
• レーダースキャナーに付属している手順書に従って、お手元の Quantum™ レーダースキャナ
が電源装置に取り付けられていることを確認します。

• Quantum™ レーダースキャナーの SSID とパスコードがお手元にあることを確認します。
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1. SelectThis display(こここのののデデディィィスススプププレレレイイイ)タブで、Pair with Quantum(Quantumとととのののペペペアアアリリリンンングググ)
を選択します (Homescreen(ホホホーーームムム画画画面面面) > Settings(設設設定定定) > This display(こここのののデデディィィスススプププレレレイイイ) >
Quantum Radar(Quantumレレレーーーダダダーーー): > Pair with Quantum(Quantumとととのののペペペアアアリリリンンングググ))。

2. お手元の Quantum™ レーダーの SSID とパスコードを入力します。
3. [接接接続続続] を選択します。
4. 画面上の指示に従って、お手元の Quantum™ レーダーとのペアリングを続行します。

ペアリングのプロセスは、完了するまでに数分を要する場合があります。

Quantum™ レーダーのペアリングプロセスに関する詳細情報については (トラブルシューティ
ング情報を含むi)、お手元の Quantum™ レーダードキュメントを参照してください。

10.2 レレレーーーダダダーーーアアアプププリリリををを開開開くくく
レーダーアプリは、レーダーアプリが含まれるページアイコンをホーム画面で選択すること
で開くことができます。
前前前提提提条条条件件件
1. 互換性のあるレーダースキャナが接続されていることをご確認ください。詳細はRaymarine

ウェブサイト上の最新情報をご覧ください。また、ご不明な点はRaymarine正規代理店にお
問合せください。

2. レーダーに付属のマニュアルに従ってレーダースキャナが設置されていることを確認
します。

レーダーアプリは、3 つの状態のうちのいずれかの状態で開きます。
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オオオフフフ/接接接続続続ささされれれててていいいままませせせんんん

「Off/Not Connected(オオオフフフ/接接接続続続ささされれれててていいいままませせせんんん)’ 」というメッセージが表示された場合、ディス
プレイはお手元のレーダースキャナーとの確立を確立することができません。
お手元のディスプレイとレーダースキャナーが、正しくペアリングされていることを確認して
から、、On(オオオンンン)を選択してレーダーの電源を入れます。
「Radar not found(レレレーーーダダダーーーががが見見見つつつかかかりりりままませせせんんん)」というメッセージが表示されたら、電源ス
イッチを切ってから再度入れ直し、ペアリングの手順を再度実行します。それでもレーダー
スキャナが見つからない場合は、お使いの機器の設置説明書を参照して、トラブルシュー
ティングに関する詳細を確認してください。

オオオフフフ

If the 「Off(オオオフフフ)」メッセージが表示された場合、Wi-Fi 接続されているレーダースキャナの電源
が入っていません。On(オオオンンン)を選択してレーダーの電源を入れます。

スススタタタンンンバババイイイ (送送送信信信しししててていいいままませせせんんん)

「Standby(スススタタタンンンバババイイイ)」メッセージが表示される場合は、Transmit(送送送信信信)を選択して送信
を開始します。

132



送送送信信信中中中

レーダースキャナが接続されており、電源が入っていて信号を送信中である場合、このレー
ダー画像が表示され、エコーが画面に表示されます。

レレレーーーダダダーーーをををスススタタタンンンバババイイイにににすすするるる
表示されているレーダーを選択した状態で、以下の操作を実行します。
1. メインメニューから、Transmit(送送送信信信)を選択します。

レーダースキャナは、送信を停止しスタンバモードに入ります。

レレレーーーダダダーーースススキキキャャャナナナののの電電電源源源ををを切切切るるる
レーダースキャナをスタンバイモードに入れた状態で以下の操作を実行します。
1. Off(オオオフフフ)アイコンを選択します。
2. Yes(はははいいい)を選択して確定します。

レーダースキャナは、電源を切った後も引き続き少量の電力を消費しますが、これはレー
ダーの電源を速やかに再度入れることができるようにするためです。

10.3 レレレーーーダダダーーーアアアプププリリリののの概概概要要要
海上で距離でレーダー (RADAR)を使用して、離れたところにある物標の存在を探り当てます。物
標が移動している場合には、その速度を検出します。レーダーは無線パルスを伝送することで
動作します。領域内の物標から発せられるこうしたパルス（エコー）の反射を検出します。
レーダーアプリは航海をアシストする役割を果たし、接続されているレーダースキャナから受
信するエコーを視覚化して表示することで、状況認識を強化してくれます。
レーダーアプリは、全画面アプリページと分割画面アプリページで表示できます
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注注注意意意:
• レーダーアプリの機能の中には、ディスプレイで GNSS (GPS) Position fix と磁針の向き
データの両方が利用可能であることが求められるものもあります。例えば、船舶に関する
AIS ターゲットを正確に表示したり、カーソル位置の地理的な位置 (緯度と経度) を報告
する上で必要になります

• レーダーターゲットの追跡とドップラー機能は、LightHouse™ Sport では利用できません。

レーダーアプリ使用して、Guard Zone(警警警報報報区区区域域域)アラームを設定することができます。指定し
た警報区域内に対象物がある場合、アラームが発動します。
船舶を基準にしてターゲットまの範囲と方位を特定するために、距離環、方位環、および
VRM/EBLを使用することができます。
AIS ターゲットは、レーダーアプリで表示したり、追跡したりすることができます。

互互互換換換性性性のののあああるるるレレレーーーダダダーーースススキキキャャャナナナ
Wi-Fi 搭載の Element™ ディスプレイは、無線で以下のレーダースキャナに接続できます。
• Quantum™ Q24W (E70344)
• Quantum™ Q24C (E70210)
• Quantum™ 2 Doppler Q24D (E70498)

注注注意意意:
Element ディスプレイは、レーダーターゲットの追跡やドップラー機能をサポートしてい
ません。

レレレーーーダダダーーーアアアプププリリリのののコココンンントトトロロローーールルル
レーダーアプリには、運動モードとカーソルモードの 2 つのモードがあります。一部のコン
トロールの動作は、モードに依存します。

運運運動動動モモモーーードドド
運動モードは、レーダーアプリを開いた際のデフォルトモードです。運動モードでは、カー
ソルは画面上に表示されません。
コントロールの挙動:
• OK(OK)ボタンを押すと、感度コントロールが開きます。
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• Directional pad(十十十字字字キキキーーーパパパッッッドドド)のボタンを押すと、Cursor(カーソル) モードに切り替わ
ります。

• Waypoint(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトト)ボタンを押すと、船舶の現在の位置にウェイポイントを配置
します。

• Plus(プププラララススス)または Minus(マママイイイナナナススス)ボタンを押すと、船舶を中心にそれぞれ拡大・縮小
します。

カカカーーーソソソルルルモモモーーードドド
カーソルモードで、カーソルを使用して画面上の対象物を選択することができます。
コントロールの挙動:
• OK(OK)ボタンを押すと、その領域のコンテキストメニューが開くか、物標がカーソル
の位置の真下にきます。

• Directional pad(十十十字字字キキキーーーパパパッッッドドド)を押すと、カーソルが当該の方向に移動します。
• Waypoint(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトト)ボタンを押すと、船舶の現在の位置にウェイポイントを配置
します。

• Plus(プププラララススス)または Minus(マママイイイナナナススス)ボタンを押すと、それぞれ拡大・縮小します。
• Back(戻戻戻るるる)ボタンを押すと、Motion(動作) モードに切り替わります。

注注注意意意:
ウェイポイントは、レーダーアプリには表示されません。

レレレーーーダダダーーーアアアプププリリリのののコココンンンテテテキキキススストトトメメメニニニュュューーー
レーダーのコンテキストメニューには、コンテキストに関する機密データとメニューオプ
ションがあります。

• レーダーメニューには、画面上で場所や物標をハイ
ライトしてから、OK(OK)ボタンを押すとアクセス
できます。

• コンテキストメニューには、緯度、経度、範囲な
らびに選択した場所や物標に対する方位の詳細を
ご覧になれます。

• コンテキストメニューから、VRM/EBL マーカーコン
トロールにアクセスすることができます。

10.4 レレレーーーダダダーーーモモモーーードドド
レーダーアプリには、現在の状況に応じて最高画質の映像を実現するプリセットモードが用意
されています。レーダースキャナでサポートされているレーダーモードのみが表示されます。
レーダーモードを変更するには、レーダーアプリメニューから必要なモードを選択します。

港港港
港モードでは、通常港で遭遇する地上凹凸反射が考慮
されるため、小型のターゲットを見失うことがありま
せん。このモードは港内を移動する際に便利です。

沿沿沿岸岸岸
沿岸モードでは港湾外における海面上のやや高い反射
物の検出が考慮されております。このモードは沿岸部
付近の開放水域から離れない場合に便利です。
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沖沖沖合合合いいい
沖合いモードでは高い反射物の検出が考慮されておりま
す。沿岸部から離れた開放水域の航行時に便利です。

気気気象象象
気象モードは、降水を見分けやすくするためにディス
プレイが最適化されます。気象前線を判断する場合に
便利です。

10.5自自自動動動識識識別別別シシシススステテテムムム (AIS)のののサササポポポーーートトト
互換性のある AIS ハードウェアをお手元のディスプレイに接続した状態で、AIS のターゲットを
追跡することができます。
自船の位置を発信しており、船舶の範囲内にある AIS 搭載の船舶は、AIS ターゲットアイコンを
使用して海図アプリ内で表わすことができます。

注注注意意意:
船舶の範囲内にある AIS ターゲットを最大で 100 まで同時に追跡することができます。船
舶の範囲内に 100 以上の AIS ターゲットがある場合、近い方から 100 番目までのターゲッ
トが表示されます。

1. AISタタターーーゲゲゲッッットトトアアアイイイコココンンン — AIS ターゲットアイコンの例。
2. AISイイインンンフフフォォォボボボッッックククススス —AIS ターゲットごと個別に情報を表示させることができます。
3. 危危危険険険ななな AISタタターーーゲゲゲッッットトトアアアイイイコココンンン — 危険な AIS ターゲットアイコンの例。
4. 安安安全全全距距距離離離環環環 — 危険な AIS ターゲットアラームの Safe distance(安安安全全全ななな距距距離離離)を表す環を表示

させることができます。
5. AISコココンンンテテテキキキススストトトメメメニニニュュューーー — AIS ターゲットが選択されている場合、AIS コンテキストメ

ニューが表示されます。
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AISタタターーーゲゲゲッッットトトのののコココンンンテテテキキキススストトトメメメニニニュュューーー
AIS ターゲットのコンテキストメニューには、機密データと AIS ターゲットに関するメニュー
オプションがあります。

• AIS ターゲットのコンテキストメニューには、画面上
に表示される AIS ターゲットをハイライトしてから、
OK(OK)ボタンを押すとアクセスできます。

• コンテキストメニューには船舶名または MMSI CPA
と TCPA があり、利用可能な場合には、COG と SOG
データがあります。

• 使用可能なメニューオプションは次のとおりです。

– AISデデデーーータタタををを表表表示示示 (全画面表示ページに、AIS データ
の詳細が表示されます)

– 方方方位位位 (AIS ターゲット上の方位の表示を有効および
無効にします)方位は、グローバル設定でレーダー
アプリと海図アプリの両方に適用されます。

– Infobox (コンテキスト AIS ターゲットコンテキスト
メニュー内に表示される AIS データが、AIS ター
ゲットの隣に表示されます)

– VRM/EBL (可変距離マーカー / 電子方位線)

AIS危危危険険険なななタタターーーゲゲゲッッットトト
AIS ターゲットが、危険なターゲット状態に入ると、ディスプレイ上にアラームを発動させる
ことができます。所定の時間間隔において所定の安全距離内を通過すると、AIS ターゲット
は危険と見なされます。
アラームメニューで、危険なターゲットアラームを有効または無効にすることができま
す (Homescreen(ホホホーーームムム画画画面面面) > Settings(設設設定定定) > Alarms(アアアラララーーームムム) > Dangerous AIS targets(危危危
険険険ななな AISタタターーーゲゲゲツツツトトト) )。

危険なターゲットアラームは、危険なターゲットページで構成することができます。アラーム
メニューからアクセスできます (Homescreen(ホホホーーームムム画画画面面面) > Settings(設設設定定定) > Alarms(アアアラララーーームムム) >
Dangerous AIS targets(危危危険険険ななな AISタタターーーゲゲゲッッットトト) > Configure(構構構成成成))。

レーダー アプリ 137



AIS 危険なターゲットアラームをセットアップするには、最初に Safe distance(安安安全全全ななな距距距離離離)を
調整して、希望する値にセットしてから、Time to reach safe distance(安安安全全全ななな距距距離離離ににに達達達すすするるるままま
でででののの時時時間間間)を選択します。選択した期間中に、追跡中のターゲットが船舶からの指定安全距
離に到達すると、アラームが作動します。
Chart(海図) アプリと Radar(レーダー) アプリで、Show safe distance(安安安全全全距距距離離離ををを表表表示示示)を有効に
して、船舶周辺の安全距離環を表示することができます。

AIS 方方方位位位
AIS ターゲットの方位を表示することができます。
AIS ターゲットの方位設定には、Target Settings(タタターーーゲゲゲッッットトトののの設設設定定定)タブからアクセスできます
(Menu(メメメニニニュュューーー) > AIS Targets(AIS タタターーーゲゲゲッッットトト) > Target Settings(タタターーーゲゲゲッッットトトののの設設設定定定))。
方位の長さは、Vectors period(方方方位位位期期期間間間)で設定した所定の時間間隔を経過すると、ターゲッ
トの予測された位置を示します。Vectors period(方方方位位位期期期間間間)オプションを調整すると、方位
の長さが調整されます。
AIS の方位は、AIS vectors(AISののの方方方位位位)トグルスイッチで有効と無効を切り替えることがで
きます。
ターゲットの方位はターゲットごとに有効にしたり、無効にしたりすることができます。AIS t
ターゲットを長押しして、コンテキストメニューを表示してから、Vector(方方方位位位)を選択します。
方位は、True(真真真)または Relative(相相相対対対)に設定できます。

真真真ののの方方方位位位
真モードでは、方位は基底基準で表示されます (基底に
対する実際のパスなど)。

相相相対対対方方方位位位
相対モードでは、方位は船舶の位置に対して相対的に
表示されます。

AISタタターーーゲゲゲッッットトトリリリススストトト
追跡された AIS ターゲットは、AIS ターゲットリスト内に一覧表示されます。
AIS ターゲットリストには、レーダーアプリメニューからアクセスできます (Menu(メメメニニニュュューーー)
> AIS Targets(AIS タタターーーゲゲゲッッットトト))。
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リスト内で AIS ターゲットが選択されると、選択された AIS ターゲットも LiveView ペイン内
でハイライトされます。
AIS ターゲットが選択されている場合、AIS ターゲットの詳細ページが表示されます。

AIS ののの設設設定定定
AIS に関連する設定には、Target Settings(ターゲットの設定) メニューからアクセスできます
(Menu(メメメニニニュュューーー) > AIS Targets(AIS タタターーーゲゲゲッッットトト) > Target Settings(タタターーーゲゲゲッッットトトののの設設設定定定))。
AIS: Chart(海図) アプリで、AIS ターゲットの表示を有効お

よび無効にします。

注注注意意意:
AIS ターゲットを無効にしても、AIS ターゲットリス
トで引き続き詳細を確認することができます。

サササイイイレレレンンントトトモモモーーードドド (位位位置置置ををを発発発信信信ししし
ままませせせんんん:

サイレントモード時、お手元の AIS ハードウェアから
データは発信されません。サイレントモード時でも、
他の船舶からの AIS データの受信は引き続き可能です。

静静静止止止しししててていいいるるるタタターーーゲゲゲッッットトトををを非非非表表表示示示: 2 ノット以下で航行しているターゲットは、ターゲッ
トが危険なものまたは危険になった場合を除き、非表
示になります。

AIS方方方位位位: AIS ターゲット上の方位の表示を有効および無効にし
ます。

方方方位位位期期期間間間: ターゲットの予想された位置を決定します (必然的に
方位の長さも決定)。

注注注意意意:
方位期間の設定は、船舶の COG 方位にも適用され
ます。

参参参照照照モモモーーードドド: 方位を真または相対モードで表示するか決定します。
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AISタタターーーゲゲゲッッットトトのののシシシンンンボボボルルル
異なるシンボルを使用して、AIS ターゲットのタイプとそのステータスを識別します。

AIS のののシシシンンンボボボルルル

帆船 商用

高速船 / 地面効果翼
機

貨物船

客船 その他

陸上基地局 ATON

SAR (捜索救助) 仮想 ATON

SART (捜索救助トラ
ンスポンダ)
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AISタタターーーゲゲゲッッットトトのののシシシンンンボボボルルルのののススステテテーーータタタススス

消失 (枠なし、×印) 不明確 (破線)

危険で不明確 (破線、
赤で点滅)

危険 (赤で点滅) ATON ターゲットオフ位置
(赤の枠線)

10.6 有有有効効効範範範囲囲囲ととと方方方位位位
レーダーアプリは、ターゲットの有効範囲 (距離) や船舶からの方位を特定するのに役立ちます。

1. ノースインジケータ (常時北を指しています)。
2. SHM (船首マーカー)。
3. 方位インジケータ環 (白)。
4. Range 環、有効範囲インジケータ付き (緑)。
5. 船舶測位
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6. 現在表示されている方位と有効範囲環の分離距離 (有効範囲: 船舶から、方位インジケータ環
までの距離を特定します。環: 有効範囲ごとの環の距離を特定します)。

表示されている有効範囲は、Plus(プププラララススス)と Minus(マママイイイナナナススス)ボタンを使用して、いつでも
調整できます。
有効範囲環は、Presentation(プレゼンテーション) タブでオフに切り替えることができます (
Menu(メメメニニニュュューーー) > Settings(設設設定定定) > Presentation(プププレレレゼゼゼンンンテテテーーーシシショョョンンン) > Range rings(有有有効効効範範範囲囲囲
環環環):)。
Range ring labels(有有有効効効範範範囲囲囲環環環ラララベベベルルル): オプションを使用して、環ごとに数値による有効範囲イ
ンジケータを表示するかどうか選択することができます。

VRM (可可可変変変距距距離離離マママーーーカカカーーー ) / EBL (電電電子子子方方方位位位線線線)
VRM/EBL を使用して、レーダーオブジェクトの有効範囲と方位を決定します。
可可可変変変距距距離離離マママーーーカカカーーー (VRM)
VRM は、1 つの物標上の中心にサークルが来るように調整されているため、サークルが二番目の
物標に合致します。2 つの物標の有効範囲の距離が、サークルに沿って表示されます。
電電電子子子方方方位位位線線線 (EBL)
EBL は、VRM の中心から画面端までの直線で、VRM の中心の対象物からEBL が通過する必要が
ある二番目の対象物までの胞子を示します。

1. 中中中心心心ににに置置置かかかれれれたたた VRM/EBLデフォルトでは、VRM/EBL が有効になると、船舶の中心に置かれ
ます。「中心に置かれた」 VRM/EBL を使用して、船舶に関連する対象物の有効範囲と方
位を決定することができます。

2. 浮浮浮動動動式式式 VRM/EBLVRM/EBL は調整することが可能ですので、「浮動式」VRM/EBL として知
られている他の対象物の中心に置くことができます。浮動式 VRM/EBL を使用して、2 つ
の対象物の有効範囲と方位を決定することができます。

VRM/EBL で使用する基準点は、真北 / 磁北からの方位を測定したり、船舶に関連する方位
として設定することができます。
True/Mag(真真真/磁磁磁)方位に設定すると、方位はディスプレイが選択した法位基準 (真または磁北な
ど) から測定されます。ディスプレイの方位基準は、Units(単単単位位位)メニューで指定することができ
ます (Homescreen(ホホホーーームムム画画画面面面) > Units(単単単位位位) > Bearing(方方方位位位))。
Relative(相相相対対対)に設定すると、方位は船首線 (SHM) から取得されます。

中中中心心心ににに置置置いいいたたた VRM/EBLののの作作作成成成
船舶の中心に VRM/EBL を置く場合、以下の手順に従ってください。
レーダー アプリから:
1. Directional pad(十十十字字字キキキーーーパパパッッッドドド)のボタンを押すと、カーソルモードになります。
2. [OK]ボタンを押します。

レーダーのコンテキストメニューが表示されます。
3. VRM/EBL(VRM/EBL)トグルスイッチを有効にします。
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4. Directional pad(十十十字字字キキキーーーパパパッッッドドド)を使用して、VRM のサイズと EBL の位置を変更します。
5. Back(戻戻戻るるる)ボタンを押して、VRM/EBL を配置します。

浮浮浮動動動型型型 VRM/EBLののの作作作成成成
浮動型 VRM/EBL を作成するには、以下の手順に従います。
レーダー アプリから:
1. Directional pad(十十十字字字キキキーーーパパパッッッドドド)のボタンを押すと、カーソルモードになります。
2. [OK]ボタンを押します。

レーダーのコンテキストメニューが表示されます。
3. VRM/EBL(VRM/EBL)トグルスイッチを有効にします。
4. OK(OK)ボタンを VRM/EBL 線が白色に変わるまで、約 3 秒間押し続けます。
5. Directional pad(十十十字字字キキキーーーパパパッッッドドド)を使用して、VRM の中心位置を変更します。
6. OK(OK)ボタンを VRM/EBL 線が青色に変わるまで、約 3 秒間押し続けます。
7. Directional pad(十十十字字字キキキーーーパパパッッッドドド)を使用して、VRM とEBL が交差する位置を変更します。
8. Back(戻戻戻るるる)ボタンを押して、VRM/EBL を配置します。

VRM/EBL ののの作作作成成成
VRM/EBL を配置すると、そのサイズと位置を調整することができます。
VRM/EBL を表示した状態:
1. Directional pad(十十十字字字キキキーーーパパパッッッドドド)のボタンを押すと、カーソルモードになります。
2. [OK]ボタンを押します。

レーダーのコンテキストメニューが表示されます。
3. Edit VRM/EBL(VRM/EBLののの編編編集集集)を選択します。
4. Directional pad(十十十字字字キキキーーーパパパッッッドドド)を使用して、VRM のサイズと EBL の位置を変更します。
5. OK(OK)ボタンを VRM/EBL 線が白色に変わり VRM の中心が異動するまで、約 2 秒間押

し続けます。
6. Back(戻戻戻るるる)ボタンを押して、VRM/EBL を配置します。

10.7 警警警報報報区区区域域域アアアラララーーームムム
警報区域アラームは、指定された警報区域制限内にレーダー応答が検出された場合に警告を発
します。
警報区域は、警報区域メニューで設定することができます。
警報区域は、Guard zone alarm(警警警報報報区区区域域域アアアラララーーームムム)メニューで設定することができます (Menu(メメメ
ニニニュュューーー) > Guard zone alarm(警警警報報報区区区域域域))。
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警報区域は、1区域として、または船舶周辺を囲む円として設定することができます。
必要に応じて、Sensitivity(感感感度度度): フィールドを使用して、警報区域の感度を調整することが
できます。感度では、アラームを作動させる物標のサイズが指定されます。感度の設定値が
高いほど、感度が低い意よりも小さな物標を検出します。

警警警報報報区区区域域域アアアラララーーームムムののの設設設定定定
警報区域のサイズと位置は、調整できます。

1. 警報区域アラームメニューで、Adjust zone(区区区域域域ののの調調調整整整)を選択します。
2. Directional pad(十十十字字字キキキーーーパパパッッッドドド)を使用して、外側の長さのサイズと位置を希望する位

置に調整します。
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3. OK(OK)ボタンを押して、内周の長さとサイズと位置を希望する位置に調整します。
4. Directional pad(十十十字字字キキキーーーパパパッッッドドド)を使用して、内側の長さのサイズと位置を希望する位

置に調整します。
5. Back(戻戻戻るるる)ボタンを押して、警報区域を設定します。

10.8 感感感度度度コココンンントトトロロローーールルル
通常、デフォルトの設定で最適な性能をお楽しみいただくことができます。感度コントロー
ルを使用して、レーダー画像を強化することができます。
感度の設定には、運動モードで OK(OK)ボタンを押すとアクセスできます。または、Adjust
sensitivity(感感感度度度ののの調調調整整整)メニューからアクセスできます (Menu(メメメニニニュュューーー) > Adjust sensitivity(感感感度度度
ののの調調調整整整))。

コココンンントトトロロローーールルル 名名名称称称

‘G’ ゲゲゲイイインンン

コントロールにより、画面上に表示されるエコーの信
号の強さが決まります。
値が高いほど、エコーと画面上に表示されるノイズが
多くなります。

‘R’ レレレイイインンン

レーダー画面上に降水量が大量の小さなエコーとなっ
て現れます。サイズ、程度、位置は継続的に変化しま
す。レインコントロールは、これらのエコーを抑制す
ることで、真の物標が識別しやすくなります。
レインコントロールの設定が高いほど、より多くの
エコーが抑制されます。
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コココンンントトトロロローーールルル 名名名称称称

‘S’ 海海海面面面反反反射射射

波からのレーダーエコーにより、レーダー画面にノイ
ズが生じ絵兎場合があります。レインコントロール
は、これらのエコーを抑制することで (状況に応じて、
最大で 5 nm まで)、真の物標が識別しやすくなります。
シーコントロールの設定が高いほど、より多くのエ
コーが抑制されます。

‘CG’ カカカラララーーーゲゲゲイイインンン

コントロールは最も強烈なエコー色の下限を設定しま
す。この値を上回る信号強度を持つすべてのエコーは
最も強烈な色で表示されます。これよりも低い値は残
りの色に均等に分割されます。

すすすべべべててて自自自動動動ににに設設設定定定

すべての感度設定を Auto(自自自動動動)に設定します。

10.9 レレレーーーダダダーーー設設設定定定メメメニニニュュューーー
設定メニューから、レーダーアプリの設定とオプションにアクセスすることができます。

伝伝伝送送送タタタブブブ

説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

スススキキキャャャナナナ
ｓ接続されているレーダースキャナの名前が
表示されます。

該当なし
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表表表示示示 & 運運運動動動タタタブブブ

説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

方方方向向向:
方向の設定により、船舶に関するレーダー画
像の画面上での表示方向が決まります。

• 船船船首首首ががが上上上 — 画面上部は常に船舶の現在の船
首方向を指しています。船首の方向が変わ
ると、海図もそれに伴って回転します船首
が上の場合、運動モードは相対運動に固定
されます。

• 北北北ががが上上上 — 画面上部は常に船舶の現在の北方
向を指しています。船首の方向が変わる
と、SHM もそれに伴って回転します

• 針針針路路路ががが上上上 — 針路が上の場合、画面上部は常
に目的地を指しています。船首が変わる
と、SHM もそれに伴って回転します。

運運運動動動モモモーーードドド
運動モードにより、画面上の固定された位置
に船舶を表示するか、移動する他の物標に対
して相対的に移動するかを決定します。

注注注意意意:
真運動モードでは、船舶の位置はFull
offset(フフフルルルオオオフフフセセセッッットトト)に固定されていま
す。

• 相相相対対対運運運動動動 — 船舶は、画面上の固定された位
置に保たれ、レーダー画像は自船に対して
相対的に移動します。相対運動モードで
は、船舶の位置設定を使用して画面上の船
舶の位置を調整することができます。

• 真真真運運運動動動 — 浮動のレーダーターゲットは固
定された状態に保たれ、自船を含む移動式
ターゲットは双方または大陸に対して真の
遠近法で移動します。船舶の位置が画面の
端に達すると、海図は再描写され船舶の前
に領域が現れます。

船船船舶舶舶ののの位位位置置置
船舶の位置決定機能は、画面上の船舶アイコ
ンの位置を決定します。船舶の位置を調整し
て、船舶の前方距離をより正確に見積もるこ
とができます。

注注注意意意:
船舶の位置は、Relative motion(相相相対対対運運運動動動)
モードでしか変更できません。

• 中中中心心心 — 船舶の位置は画面の中心に来ます
• 部部部分分分的的的オオオフフフセセセッッットトト — 船舶の位置は、中心か
ら部分的にオフセットされ、船舶の前方距
離を正確に見積もることができます。

• フフフルルルオオオフフフセセセッッットトト — 船舶の位置は完全にオ
フセットされ、船舶の前方の最大距離を
確認できます。

プププレレレゼゼゼンンンテテテーーーシシショョョンンンタタタブブブ

説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

距距距離離離環環環:
距離環の表示を有効または無効にします。

• オン
• オフ

距距距離離離環環環ラララベベベルルル:
各距離環における距離ラベルの表示を有効ま
たは無効にします。

• オン
• オフ

レレレーーーダダダーーーででで AISタタターーーゲゲゲッッットトトををを表表表示示示:
AIS ターゲットの表示を有効および無効にし
ます。

• オン
• オフ

サササイイイレレレンンントトトモモモーーードドド (位位位置置置ををを発発発信信信しししままませせせんんん):
船舶の AIS データの送信を有効または無効に
します。

• オン
• オフ

静静静的的的タタターーーゲゲゲッッットトトののの非非非表表表示示示:
静的 AIS ターゲットの表示を有効および無
効にします。

• オン
• オフ

カカカラララーーーパパパレレレッッットトト
カラーパレットを選択することができます。

カラーパレットのリスト
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詳詳詳細細細設設設定定定タタタブブブ

注注注意意意:
通常の環境下では、Advanced(詳細) 設定を変更する必要はありません。

説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

VRM/EBLリリリフフファァァレレレンンンススス:
VRM/EBL で使用する基準点を決定します。

• 真/磁True/Mag(真真真/磁磁磁)方位に設定すると、方
位はディスプレイが選択した法位基準 (真ま
たは磁北など) から測定されます。ディスプ
レイの方位基準は、Units(単単単位位位)メニューで
指定することができます (Homescreen(ホホホーーー
ムムム画画画面面面) > Units(単単単位位位) > Bearing(方方方位位位))。

• 相対Relative(相相相対対対)に設定すると、方位は船
首線 (SHM) から取得されます。

干干干渉渉渉除除除去去去
付近の補完苧レーダースキャナからの干渉
を抑制します。

• オン
• オフ

IR level:
採用する抑制レベルを決定します。抑制度が高
いほど、表示される干渉は少なくなります。

注注注意意意:
Interference rejection(干干干渉渉渉拒拒拒否否否)が有効の場
合のみ使用可能です。

• レベル 1 (最小抑制)
• レベル 2
• レベル 3
• レベル 4
• レベル 5 (最大抑制)

メメメイイインンンバババンンングググ抑抑抑制制制 (MBS):
MBS は、船舶の周囲に即座に現れる飽和を
取り除きます。

• オン
• オフ

タタターーーゲゲゲッッットトト拡拡拡張張張:
有効の場合、レーダーのパルス長が増し、エ
ラーが大きくなります。

• オン
• オフ

方方方位位位ののの調調調整整整:
船舶の船首に応じてレーダー画像を適切に調
整することができます。

• 179.5° 左舷～ 180° 右舷

海海海面面面反反反射射射曲曲曲線線線 (手手手動動動モモモーーードドド):
感度コントロールが主導に設定されている場
合、海面反射曲線の設定を利用できます。
波によって生成されたエコーにより、波と真
の物標を見極めるのが難しくなる場合があり
ます。これらのエコーは、「海面反射」と呼
ばれています。
海面反射曲線では、海面反射に対するレー
ダースキャナーの感度を調整します。設定
値を高くすると、表示される海面反射が少
なくなります。

• 1
• 2

送送送信信信周周周波波波数数数
送信周波数を変更することで、お手元のレー
ダースキャナで使用されている周波数バン
ドをずらして、干渉を低減させることが可
能です。

注注注意意意:
送信周波数の設定は、レーダー範囲が 1/2
nm 以下に設定されている場合には使用で
きません。

• 低
• 標準
• 高

詳詳詳細細細設設設定定定のののリリリセセセッッットトト
詳細設定を工場出荷時の設定にリセットし
ます。

該当なし
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デデデーーータタタボボボッッックククスススタタタブブブ

設設設定定定 説説説明明明
1: データボックス 1 に表示するデータ項目を

決定します。
2: データボックス 2 に表示するデータ項目を

決定します。
3: データボックス 3 に表示するデータ項目を

決定します。
4: データボックス 4 に表示するデータ項目を

決定します。

すすすべべべてててリリリセセセッッットトト すべてのデータボックスを工場出荷時の状態
にリセットします。

軸軸軸受受受アアアララライイイメメメンンントトト
レーダーの軸受アライメントを行うと、船首に対して正しい軸受にレーダー物体が表示される
ようにすることができます。軸受アライメントはレーダーを新しく設置するたびに行ってく
ださい。

アアアララライイイメメメンンントトトののの確確確認認認
船首を0.25～2 NM離れた静止物体に位置合わせします。
ゲインコントロールを下げて、ターゲットが画面上にできるだけ小さく表示されるように
します。
画面の物体の位置に注意してください。物標が船首マーカー（SHM）の下にない場合は、軸受
アライメントの調整が必要です。

アアアララライイイメメメンンントトトののの調調調整整整
ターゲットの物体がSHMの下に表示されるまで軸軸軸受受受アアアララライイイメメメンンントトト設定を調整します。
Bearing alignment(軸軸軸受受受アアアララライイイメメメンンントトト)設定には、Advanced(詳詳詳細細細)タブからアクセスします
（Menu(メメメニニニュュューーー) > Advanced(詳詳詳細細細) > Bearing alignment(軸軸軸受受受アアアララライイイメメメンンントトト9）。
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第第第 11章章章 : トトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ

目目目次次次
• 11.1 トラブルシューティングページ ( 152 ページ)
• 11.2 電源投入のトラブルシューティングページ ( 153 ページ)
• 11.3 GPS / GNSS のトラブルシューティングページ ( 155 ページ)
• 11.4 ソナーのトラブルシューティングページ ( 156 ページ)
• 11.5 Wi-Fi のトラブルシューティングページ ( 159 ページ)
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11.1 トトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
トラブルシューティング情報は、製品の設置と操作に関連した、考えられる原因と必要な是正
策を提供したものです。
Raymarine 製品はすべて梱包・出荷前に厳密な試験と品質保証プログラムを終了しています。
お手元の製品に問題がある場合、本節を手がかりに問題の診断と修正を行うことで、正常
な動作に戻せる場合があります。
本項を参照した後でもお使いの製品の問題が解決しない場合は、本書の技術サポートの項を参
照して、役に立つリンクとRaymarine製品サポートの連絡先情報をご確認ください。
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11.2電電電源源源投投投入入入のののトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
製製製品品品ののの電電電源源源ががが入入入らららななないいい、、、まままたたたははは切切切れれれ続続続けけけるるる
考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

ヒューズが飛んだ /
ブレーカがトリップ
した

1. 該当するヒューズ、ブレーカ、接続部の状態を確認し、必要に
応じて交換してください。((お使いの製品の設置説明の「技術仕
様」の項を参照してください。)

2. ヒューズが飛び続ける場合は、ケーブルに損傷がないか、コネ
クタピンが壊れていないか、配線が間違っていないかを確認し
てください。

電源ケーブル / 接続
が悪い / 損傷してい
る / 不安定

1. 電源ケーブルコネクタが正しい向きでしっかりとユニットに差し
込まれ、定位置で固定されていることを確認してください。

2. 電源ケーブルとコネクタに損傷や摩耗がないか確認し、必要があ
れば交換してください。

3. ディスプレイの電源が入った状態で、ディスプレイコネクタのそ
ばの電源ケーブルを曲げてみて、これが原因でユニットが再起動/
停電するようであれば、必要に応じて交換してください。

4. 船舶のバッテリ電圧、バッテリ端子と電源ケーブルの状態を調
べ、接続が安定し、汚れや摩耗がないことを確認します。必要
に応じて交換してください。

5. 製品に負荷をかけた状態で、マルチメーターを使用して、すべ
てのコネクタ/ヒューズ全体の高電圧降下を調べ、必要があれば
交換します。

電源が正しく接続さ
れていない

電源の配線が正しくない可能性があります。設置指示に従っているこ
とを確認してください。

製製製品品品ががが起起起動動動しししななないいい (再再再起起起動動動ルルルーーープププ)
考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

電源と接続 上記の「製品の電源が入らない、または切れ続ける」に記載の考えら
れる解決策を参照してください。

ソフトウェアの破損 1. 万一、製品ソフトウェアが破損した場合は、Raymarine のホーム
ページから最新版のソフトウェアを再インストールしてください。

2. ディスプレイ製品で、「パワーオンリセット」の実行を試み
ます。すべての設定/プリセットとユーザーデータ (ウェイポイ
ントや航跡など) が削除され、ユニットが工場出荷時の既定値
に戻ります。

パパパワワワーーーオオオンンンリリリセセセッッットトトののの実実実行行行
トラブルシューティングの一環で、パワーオンリセットの実行が求められる場合があります。

重重重要要要:
パワーオンリセットを実行する前に、メモリカードに設定とユーザーデータのバックアッ
プを取っていることを確認してください。

ディスプレイの電源を切った状態で、次の操作を実行します。
1. Home(ホホホーーームムム)ボタンを押したままにします。
2. ディスプレイからビープ音が鳴るまで、電電電源源源ボタンを押したままにします。
3. 電電電源源源ボタンから手を放します。
4. Raymarine ｎのロゴが表示されたら、ホホホーーームムムボタンから手を放します。
5. Down(下下下)ボタンを使用して、Wipe data/factory reset(強強強制制制初初初期期期化化化（（（工工工場場場出出出荷荷荷状状状態態態ににに戻戻戻すすす）））)

をハイライトします。
6. [OK]ボタンを押します。
7. Down(下下下)ボタンを使用して、Yes(はははいいい)をハイライトします。
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8. [OK]ボタンを押します。
これでディスプレイは、工場出荷時の設定にリセットされ、すべてのユーザーデータは
削除されます。‘Data wipe complete(強制初期化の完了)’ は、リセットが終了すると画面の
一番下に表示されます。

9. Reboot system now(今今今すすすぐぐぐシシシススステテテムムムををを再再再起起起動動動)がハイライトされていることを確かめます。
10. [OK]ボタンを押します。
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11.3 GPS / GNSSのののトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
GPS / GNSS の問題と考えられる原因、およびその解決策を示します。

問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

地理的な位置、または
一般的な状況が原因で
衛星の測位を特定でき
ない

定期的にチェックして、状況が改善され
た、または地理的位置が変わったときに位
置情報を捕捉できたかどうかを確認して
ください。

「No Fix(Fixなし)」ス
テータスアイコンが表
示されるか、ディスプ
レイは Position fix を失
い続けます。 条件の悪い場所への

ディスプレイの設置
例：

• デッキの下など
• VHF 無線などの送信
機器との距離が近接
近な場合

ディスプレイの空までの視界が遮られて
いないことを確認します。

注注注意意意:
GPS / GNSS ステータス画面には、ディスプレイのホーム画面からアクセスできます。この画
面で、衛星の信号強度やその他の関連情報などを確認できます。
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11.4ソソソナナナーーーのののトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
ソナーの問題と考えられる原因、およびその解決策を示します。

「「「トトトララランンンスススデデデュュューーーサササががが接接接続続続ささされれれててていいいままませせせんんん」」」ととといいいうううメメメッッッセセセーーージジジががが表表表示示示ささされれれままますすす。。。
考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

トランスデューサが接続されて
いません。

トランスデューサを接続し、ディスプレイを再起動しま
す。

最初のスタートアップウィザー
ドの際に間違ったタイプのトラン
スデューサが選択されました。

以下の手順で、ソナーチャンネルを選択してみてくだ
さい。
1. Menu(メメメニニニュュューーー)ボタンを押します。
2. Up(上上上)/Down(下下下)ボタンを使用して、ソナーチャンネ

ルをハイライトします。
3. [OK]ボタンを押します。
トランスデューサが接続されているにもかかわらず、メッ
セージが消えない場合、トランスデューサの接続に問題が
あるかもしれません。

接続部/ケーブルの損傷 1. ディスプレイ背面のトランスデューサのコネクタピ
ンが曲がっていたり、破損していないか点検してく
ださい。

2. トランスデューサのケーブルコネクタが正しい向きで
しっかりとユニットに差し込まれ、定位置で固定され
ていることを確認してください。

3. トランスデューサのケーブルとコネクタに損傷や摩耗
がないか確認し、必要があれば交換してください。

スススクククロロローーールルル画画画像像像ががが表表表示示示ささされれれななないいい、、、一一一時時時的的的ににに止止止まままるるる
考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

接続部/ケーブルの損傷 1. トランスデューサ背面のトランスデューサのコネクタ
ピンが曲がっていたり、破損していないか点検して
ください。

2. トランスデューサのケーブルコネクタが正しい向きで
しっかりとユニットに差し込まれ、定位置で固定され
ていることを確認してください。

3. トランスデューサのケーブルとコネクタに損傷や摩耗
がないか確認し、必要があれば交換してください。

トランスデューサに損傷、また
は接触物がある

トランスデューサの状態を調べ、損傷がないこと、破片/
接触物が付着していないこと、きれいであることを確認
し、必要であれば交換してください。

互換性のないトランスデューサ
が取り付けられている

接続しているトランスデューサがシステムと互換性がある
ことを確認してください。

深深深度度度値値値ががが読読読みみみ取取取ららられれれててていいいななないいい /下下下部部部ののの固固固定定定ががが失失失わわわれれれたたた
考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

トランスデューサの位置 トランスデューサが、トランスデューサに付属の説明書に
従って設置されていることを確認します。

トランスデューサの角度 トランスデューサの角度が大きすぎると、ビームが下部を
見落とすことがあります。トランスデューサの角度を調整
して、再確認してください。

トランスデューサが物に当たった トランスデューサにキックアップメカニズムが使用されて
いる場合は、物に当たった結果キックアップされていない
ことを確認してください。
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考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

トランスデューサに損傷、また
は接触物がある

トランスデューサの状態を調べ、損傷がないこと、破片/
接触物が付着していないこと、きれいであることを確認
し、必要であれば交換してください。

接続部/ケーブルの損傷 1. ディスプレイ背面のトランスデューサのコネクタピ
ンが曲がっていたり、破損していないか点検してく
ださい。

2. トランスデューサのケーブルコネクタが正しい向きで
しっかりとディスプレイに差し込まれ、定位置で固定
されていることを確認してください。

3. トランスデューサのケーブルとコネクタに損傷や摩耗
がないか確認し、必要があれば交換してください。

船舶の速度が高すぎる 船舶の速度を落として、再確認してください。

海底が浅すぎる、または深すぎる 底部の深度がトランスデューサの深度範囲を超えている可
能性があります。必要に合わせて、船舶を浅瀬、または深
瀬に移動し、再確認してください。
トランスデューサの最小および最大深度については、トラ
ンスデューサの技術仕様をご確認下さい。

画画画像像像ののの低低低下下下 / 問問問題題題

考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

船舶が停止中 船舶が静止しているときは、アーチ状の魚は表示されず、
ディスプレイには直線のように表示されます。

カーソルモードがアクティブ スクロール画面は、カーソルモードでは一時停止します。
Back(戻戻戻るるる)ボタンを押して、スクロールを再開します。

感度設定が現在の状況に適して
いない可能性がある

感度設定を調べて調整するか、ソナーのリセットを実行
します。

接続部/ケーブルの損傷 1. トランスデューサ背面のトランスデューサのコネクタ
ピンが曲がっていたり、破損していないか点検して
ください。

2. トランスデューサのケーブルコネクタが正しい向きで
しっかりとディスプレイに差し込まれ、定位置で固定
されていることを確認してください。

3. トランスデューサのケーブルとコネクタに損傷や摩耗
がないか確認し、必要があれば交換してください。

トランスデューサの位置 • トランスデューサが、トランスデューサに付属の説明書
に従って設置されていることを確認します。

• トランサム装着のトランスデューサの装着場所が高すぎ
て、水から浮かび上がっている場合は、滑走中や回転中
にトランスデューサの表面が完全に水中に浸っているこ
とを確認してください。

トランスデューサが物に当たった トランスデューサにキックアップメカニズムが使用されて
いる場合は、物に当たった結果キックアップされていない
ことを確認してください。

トランスデューサに損傷、また
は接触物がある

トランスデューサの状態を調べ、損傷がないこと、破片/
接触物が付着していないこと、きれいであることを確認
し、必要であれば交換してください。
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考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

トランスデューサ周辺の高速乱
流のために、トランスデューサ
の性能に影響が出ている

船舶の速度を落として、再確認してください。

別のトランスデューサからの干渉 1. 干渉の原因となっているトランスデューサをオフに
します。

2. 複数のトランスデューサを離して配置し、距離を広
げます。
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11.5 Wi-Fiのののトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
Wi-Fi 接続のトラブルシューティングを行う前に、該当する設置説明書に付属の Wi-Fi の場所
に関する必要条件のガイダンスに従っていることを確認し、問題が起きている装置の電源サ
イクル/再起動を行うようにしてください。

ネネネッッットトトワワワーーークククががが見見見つつつかかからららななないいい

考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

デバイスが圏外にある、または信号が遮断
されている。

• デバイスが配信しており、ディスプレイの
範囲内にあることを確認します。必要に応
じて、ルーターとディスプレイを近くに移
動してから、ディスプレイの Wi-Fi 電源を切
り、再度電源を入れます。

• 可能な場合、障害物を取り除いてから、
ディスプレイの Wi-Fi 電源を切り、再度電
源を入れます。

ディスプレイの Wi-Fi が無効になっている ディスプレイで Wi-Fi が有効になっていること
を確認してください。

ルーターの不具合 可能な場合、ディスプレイの Wi-Fi 電源を切
り、再度電源を入れます。

デバイスが配信を行っていない。 1. 可能な場合、ルーターの設定で配信を有
効にします。

2. 配信していない場合でもルーターに接続
できる場合もあります。ディスプレイの
Wi-Fi 設定ページで、ルーターのネット
ワーク名とパスワードを手動入力します。

ルーターの Wi-Fi ネットワークに互換性がない ディスプレイの Wi-Fi が接続できるのは、2.4
GHz のネットワークに限られます。

ネネネッッットトトワワワーーークククににに接接接続続続ででできききななないいい

考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

間違った Wi-Fi ネットワークに接続しようと
する

正しい Wi-Fi ネットワークに接続しようとして
いることを確認します。Wi-Fi ネットワークの
名前は、ルーターの設定で確認できます。

ネットワーク資格情報が間違っている 正しい Wi-Fi ネットワークを使用していること
を確認します。Wi-Fi ネットワークのパスワー
ドは、ルーターの設定で確認できます。

隔壁、デッキ、その他の重構造物などがある
と、Wi-Fi 信号が低下したり、遮られたりする
ことがあります。厚みと素材んいよっては、
Wi-Fi 信号が特定の構造を越えることができな
い場合もあります。

1. ディスプレイの配置を変えて、構造物が
デバイス間の直接の見通し線から外れる
ようにします。または

その他の Wi-F- 対応デバイスまたは古い
Bluetooth 対応デバイスによって干渉が起
きている (Bluetooth と Wi-Fi はいずれも 2.4
GHz の周波数範囲で動作します。一部の古い
Bluetooth デバイスは Wi-Fi 信号と干渉するこ
とがあります。)

1. 可能な場合、Wi-Fi チャンネルをルーター
が使用しているチャンネルに変更してか
ら、再度接続を試みます。お使いのス
マートデバイスの無料の Wi-Fi 分析アプリ
を使用して、より適したチャンネル (トラ
フィックの少ないチャンネル) を選ぶこ
とができます。

2. 干渉の原因となっているデバイスが特定
できるまで、各ワイヤレスデバイスを一
時的に順番に無効にします。

トラブルシューティング 159



考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

2.4 GHz 周波数を使用する他のデバイスによっ
て生じる干渉が生じています。2.4 GHz 周波
数を使用する共通デバイスの以下のリストを
参照してください。

• 電子レンジ
• 蛍光灯
• コードレス電話 / ベビーモニタ
• 運動センサ

干渉の原因となっているデバイスを突き止め
るまで、各デバイスを順番に 1 つずつ切って
行き、その原因となっているデバイスを取り
外すか、デバイスの配置を変えます。

電気機器、電子機器、またはこれに関連し
た配線による干渉が原因で電磁場が生成さ
れ、これが Wi-Fi 信号に干渉している可能性
がある。

干渉の原因となっているデバイスを突き止
めるまで、各要素を順番に 1 つずつ切って行
き、その原因となっているデバイスを取り外
すか、デバイスの配置を変えます。

接接接続続続ががが異異異常常常ににに遅遅遅いいいかかか、、、切切切断断断ががが多多多いいい

考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

Wi-Fi のパフォーマンスは遠距離になるほど
低下し、遠くの製品ほど受信するネットワー
ク帯域幅も少なくなります。最大 Wi-Fi 範囲
近くに設置された製品は、接続速度の低下、
信号の消滅、まったく接続できない、などの
現象を経験します。

ディスプレイをルーターの近くに移動します。

その他の Wi-F- 対応デバイスまたは古い
Bluetooth 対応デバイスによって干渉が起
きている (Bluetooth と Wi-Fi はいずれも 2.4
GHz の周波数範囲で動作します。一部の古い
Bluetooth デバイスは Wi-Fi 信号と干渉するこ
とがあります。)

1. 可能な場合、Wi-Fi チャンネルをルーター
が使用しているチャンネルに変更してか
ら、再度接続を試みます。お使いのス
マートデバイスの無料の Wi-Fi 分析アプリ
を使用して、より適したチャンネル (トラ
フィックの少ないチャンネル) を選ぶこと
ができます。として識別されます。

2. 干渉の原因となっているデバイスを突き止
めるまで、各要素を順番に 1 つずつ切って
行き、その原因となっているデバイスを取
り外すか、デバイスの配置を変えます。

他の船舶のデバイスによる干渉。他の船舶の
近く (たとえばマリーナで係留している場合
など) では、他の多くの Wi-Fi 信号が存在する
可能性がある。

1. 可能な場合、Wi-Fi チャンネルをルーター
が使用しているチャンネルに変更してか
ら、再度接続を試みます。お使いのス
マートデバイスの無料の Wi-Fi 分析アプリ
を使用して、より適したチャンネル (トラ
フィックの少ないチャンネル) を選ぶこ
とができます。

2. 可能であれば、Wi-Fi トラフィックの少な
い場所に船舶を移動してください。

ネネネッッットトトワワワーーーククク接接接続続続ははは確確確立立立ささされれれたたたががが、、、デデデーーータタタがががななないいい

考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

ルーターへのインターネット接続がない ディスプレイが、インターネット接続のある
ネットワークにつながれていることを確認
します。
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第第第 12章章章 : テテテクククニニニカカカルルルサササポポポーーートトト

目目目次次次
• 12.1 Raymarine 製品サポートとアフターサービスページ ( 162 ページ)
• 12.2 学習リソース ページ ( 165 ページ)
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12.1 Raymarine製製製品品品サササポポポーーートトトとととアアアフフフタタターーーサササーーービビビススス
Raymarine では、包括的な製品サポートサービス、保証、アフターサービス、修理を提供して
います。これらのサービスには、Raymarine Web サイト、電話、電子メールにてアクセスで
きます。

製製製品品品情情情報報報
アフターサービスやサポートをご希望される場合には、次の情報をお手元にご用意ください。
• 製品名。
• 製品の ID。
• シリアル番号。
• ソフトウェアアプリケーションのバージョン。
• 系統図。
この製品情報は、接続されている MFD の診断ページを使用して入手することが可能です。

アアアフフフタタターーーサササーーービビビスススととと保保保証証証
Raymarine には、保証、アフターサービス、修理を担当する専用のサービス部門があります。
ぜひ Raymarine Web サイトにアクセスして製品登録を済ませ、延長保証をご利用ください
(http://www.raymarine.co.uk/display/?id=788)。
地地地域域域 連連連絡絡絡先先先

英国 (UK)、欧州・中東・アフリカ
(EMEA)、アジア太平洋

• 電子メール: emea.service@raymarine.com
• 電話: +44 (0)1329 246 932

米国 (US) • 電子メール: rm-usrepair@flir.com
• 電話: +1 (603) 324 7900

Web サササポポポーーートトト
次のサポートをご希望の方は、Raymarine Web サイトの「Support (サポート)」をご利用く
ださい。
• マママニニニュュュアアアルルル・・・ドドドキキキュュュメメメンンントトト — http://www.raymarine.com/manuals
• 技技技術術術サササポポポーーートトトフフフォォォーーーラララムムム — http://forum.raymarine.com
• ソソソフフフトトトウウウェェェアアア更更更新新新プププロロログググラララムムム — http://www.raymarine.com/software

ワワワーーールルルドドドワワワイイイドドドサササポポポーーートトト
地地地域域域 連連連絡絡絡先先先

英国 (UK)、欧州・中東・アフリカ
(EMEA)、アジア太平洋

• 電子メール: support.uk@raymarine.com
• 電話: +44 (0)1329 246 777

米国 (US) • 電子メール: support@raymarine.com
• 電話: +1 (603) 324 7900 (Toll -free: +800 539 5539)

豪州・ニュージーランド
(Raymarine 現地法人)

• 電子メール: aus.support@raymarine.com
• 電話: +61 2 8977 0300

フランス
(Raymarine 現地法人)

• 電子メール: support.fr@raymarine.com
• 電話: +33 (0)1 46 49 72 30

ドイツ
(Raymarine 現地法人)

• 電子メール: support.de@raymarine.com
• 電話: +49 (0)40 237 808 0

イタリア
(Raymarine 現地法人)

• 電子メール: support.it@raymarine.com
• 電話: +39 02 9945 1001

スペイン
(Raymarine 正規代理店)

• 電子メール: sat@azimut.es
• 電話: +34 96 2965 102
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地地地域域域 連連連絡絡絡先先先

オランダ
(Raymarine 現地法人)

• 電子メール: support.nl@raymarine.com
• 電話: +31 (0)26 3614 905

スウェーデン
(Raymarine 現地法人)

• 電子メール: support.se@raymarine.com
• 電話: +46 (0)317 633 670

フィンランド
(Raymarine 現地法人)

• 電子メール: support.fi@raymarine.com
• 電話: +358 (0)207 619 937

ノルウェー
(Raymarine 現地法人)

• 電子メール: support.no@raymarine.com
• 電話: +47 692 64 600

デンマーク
(Raymarine 現地法人)

• 電子メール: support.dk@raymarine.com
• 電話: +45 437 164 64

ロシア
(Raymarine 正規代理店)

• 電子メール: info@mikstmarine.ru
• 電話: +7 495 788 0508

デデディィィスススプププレレレイイイののの型型型式式式とととバババーーージジジョョョンンンののの確確確認認認
製品の型式と現在のソフトウェアバージョンは、お手元のディスプレイにおいて、
Homescreen(ホホホーーームムム画画画面面面) > Settings(設設設定定定) > Getting started(ごごご使使使用用用ののの前前前ににに)の順に進み、Getting
started(ご使用の前に) メニューでご確認いただけます。

製製製品品品情情情報報報ののの表表表示示示
ディスプレイに関する詳細な製品情報をご覧になれます。
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1. Homescreen(ホホホーーームムム画画画面面面)から、Settings(設設設定定定)アイコンを選択します。
2. This display(こここのののデデディィィスススプププレレレイイイ)タブを選択します。
3. SelectDIAGNOSTICS(診診診断断断)セクションから、About this product(こここののの製製製品品品にににつつついいいててて)を選択

します。
4. Save data(デデデーーータタタををを保保保存存存)ボタンがハイライトされている場合、Left(左左左)ボタンを押します。
5. 上上上/下下下ボタンを使用すると、利用可能な情報が順繰りに表示されます。

製製製品品品情情情報報報ののの表表表示示示
製品情報ページに表示される情報は、メモリカードに保存することができます。
製品情報ページを表示した状態で、以下の操作を実行します。
1. Right(右右右)ボタンを使用して、Save data(デデデーーータタタををを保保保存存存)を選択します。
2. 画面上のキーボードを使用してデータのファイル名を入力するか、デフォルトのファイル

名を維持します。
3. [保保保存存存] を選択します。
4. Eject card(カカカーーードドドををを取取取りりり出出出すすす)を選択して安全にメモリカードを取り外すか、OK(OK)を選

択して Product information(製製製品品品情情情報報報)ページに戻ります。

ネネネッッットトトワワワーーーククク接接接続続続ささされれれててていいいるるる製製製品品品ににに関関関すすするるる情情情報報報ののの表表表示示示
ネットワーク接続されているデバイスリストから、ネットワーク接続されている製品に関
する情報情報を表示することができます。
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ホーム画面で、次の操作を実行します。
1. Settings(設設設定定定)を選択します。
2. This display(こここのののデデディィィスススプププレレレイイイ)タブを選択します。
3. ネネネッッットトトワワワーーーククク化化化ささされれれたたたデデデバババイイイススス。

互換性のある製品に対する製品情報が表示されます。
4. 必要に応じて、Up(上上上)と Down(下下下)ボタンを使用して製品情報一覧内をスクロールします。
5. 右ボタンを押して、Save data(デデデーーータタタををを保保保存存存)ボタンをハイライトして、製品情報をメモ

リ カードに保存します。

シシシススステテテムムムロロログググののの保保保存存存
診断目的のシステムログをメモリカードに保存することができます。
Homescreen(ホーム画面) の設定メニューで、以下の操作を実行します (Homescreen(ホホホーーー
ムムムｇｇｇ麺麺麺) > Settings(設設設定定定))。
1. This display(こここのののデデディィィスススプププレレレイイイ)を選択します。
2. Logs(ロロログググ)を選択します。

ログポップオーバーメニューが表示されます。ポップオーバーメニューが、保存可能なロ
グがあるかどうかを特定します。

3. Save system logs(シシシススステテテムムムロロログググををを保保保存存存)を選択します。

12.2学学学習習習リリリソソソーーーススス
Raymarine では、お使いの製品を最大限に活用していただくために、幅広い学習リソース
をご用意いたしました。
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ビビビデデデオオオチチチュュューーートトトリリリアアアルルル

Raymarine 公式チャンネル (YouTube):

• YouTube
LightHouse™ 3 のヒントとコツ:

• Raymarine の Webサイト

ビデオ ギャラリー:

• Raymarine の Webサイト

注注注意意意:
• ビデオを視聴するには、インターネット接続対応のデバイスが必要です。
• 一部、英語版のみのビデオもあります。

トトトレレレーーーニニニンンングググコココーーーススス
Raymarine では、お使いの製品を最大限に活用していただくために、定期的に広範な詳細ト
レーニングコースを開催しています。詳細については、Raymarine Web サイトのトレーニン
グのセクションをご覧ください。
• http://www.raymarine.co.uk/view/?id=2372

テテテクククニニニカカカルルルサササポポポーーートトトフフフォォォーーーラララムムム
Raymarine の製品に関する質問をしたり、他のお客様が Raymarine の機器をどのように活用して
いるかをたずねるために、テクニカルサポートフォーラムを活用することができます。このリ
ソースは、Raymarine のお客様やスタッフの投稿によって、定期的に更新されています。
• http://forum.raymarine.com
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補補補足足足 A NMEA 2000 PGNs
PGN 説説説明明明 送送送信信信 (Tx) / 受受受信信信 (Rx)
59392 ISO 承認 Tx / Rx

59904 ISO リクエスト Tx / Rx

60160 ISO トランスポートプロトコル、データ転送 Rx

60416 ISO トランスポートプロトコル、接続管理 —
BAM グループ機能

Rx

60928 ISO アドレス要求 Tx / Rx

65240 ISO 命令アドレス Rx

126208 NMEA — グループ機能 Tx / Rx

126464 PGN リスト Tx / Rx
(1)126992 システム時間 Tx / Rx

126993 ハートビート Tx / Rx

126996 製品情報 Tx / Rx

126998 設定情報 Tx / Rx

127237 方位 / トラックコントロール Rx

127245 舵 Rx

127250 船首 Rx

127251 旋回速度 Rx

127258 磁気偏差 Tx

127488 エンジンパラメータ、高速更新 Rx

127489 エンジンパラメータ、動的 Rx

127493 伝送パラメータ、動的 Rx

127496 航行時の燃料消費、船舶 Rx

127497 航行時の燃料消費、エンジン Rx

127498 エンジンパラメータ、静的 Rx

127503 AC 入力ステータス — 廃止予定 Rx

127504 AC 出力ステータス — 廃止予定 Rx

127505 流体レベル Rx

127506 DC 専用ステータス Rx

127507 充電器ステータス — 廃止予定 Rx

127508 バッテリステータス Rx

127509 インバーターステータス — 廃止予定 Rx

128259 速度 (水基準) Rx

128267 水深 Rx
(1)129026 COG と SOG、高速更新 Tx / Rx
(1)129029 GNSS の位置データ Tx / Rx
(1)129033 Local Time Offset(現地時間オフセット) Tx

129038 AIS クラス A 位置レポート Rx

129039 AIS クラス B 位置レポート Rx

129040 AIS クラス B 拡張位置レポート Rx
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PGN 説説説明明明 送送送信信信 (Tx) / 受受受信信信 (Rx)
129041 AIS AToN (航行補助) レポート Rx
(1)129044 データム Tx / Rx

129283 航路誤差 Tx / Rx

129284 航海データ Tx / Rx

129285 航海 — 航路 WP 情報 Tx / Rx

129291 潮の流向、流速の高速更新 Tx / Rx

129301 標識まで、または標識からの時間 Rx
(1)129539 GNSS DOP Tx / Rx
(1)129540 視野範囲の GNSS 衛星 Tx / Rx
(1)129542 GNSS疑似範囲ノイズ統計 Tx / Rx
(1)129547 GNSS 疑似範囲誤り統計 Tx / Rx

129793 AIS UTC および日付レポート Rx

129794 AIS クラス A 静的・航海関連データ Rx

129798 AIS SAR 航空機位置レポート Rx

129801 AIS 対応安全関連メッセージ Rx

129802 AIS 安全関連ブロードキャストメッセージ Rx

129809 AIS クラス B “CS” 静的データレポート、パー
ト A

Rx

129810 AIS クラス B “CS” 静的データレポートパート B Rx

130064 航路と WP サービス — データベースリスト Tx / Rx

130070 航路と WP サービス — WP コメント Tx / Rx

130072 航路と WP サービス — データベースコメント Tx / Rx

130074 航路と WP サービス — WP リスト — WP 名 &
位置

Tx / Rx

130306 風データ Rx

130310 環境パラメータ — 廃止予定 Rx

130311 環境パラメータ — 廃止予定 Rx

130312 温度 — 廃止予定 Rx

130576 Trim Tabs (Status)(トリムタブ)(ステータス) Rx

130577 方向データ Rx

注注注意意意:
• Send GPS to VHF(GPSををを VHFににに送送送信信信)設設設定定定ががが有有有効効効ににになななっっっててていいいるるる場場場合合合:、GPS / GNSS Settings(GPS /

GNSS 設定) メニューから、(1) Only transmitted to DSC VHF ラジオにのみ送信されます。
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ドキュメント: 81388–3
ソフトウェアバージョン: LHS 3.9.98
日付: 05–2019

• LHS 3.9.98 の新しい機能を反映するために改
訂。

• 互換性のあるディスプレイに S variants と非
Wi-Fi SKUs を加えるために改訂。

• レーダー伝送コントロールを加える為にショー
トカットメニューの詳細を追記。

• 更新可能な SeaTalkng 製品の制限リストを削
除。

• セットアップの章に Quantum のペアリングの
手順を追記。

• レーダーアプリの章を追加。
• スタートアップウィザードにレーダーセク
ションを追加。

• データ項目名を更新。
• ウェイポイントの共有の詳細を追記。
• 自動パイロットコマンド情報を追記。
• ダッシュボードアプリに、ローリングロード
ページの詳細を新たに追加。

• サポート対象の PGN リストを更新。

ドキュメント: 81388–2
ソフトウェアバージョン: LHS 3.9.40
日付: 04–2019

• AIS に対する新しいサポートを追記。
• 「有効」と「無効」に関する文書規約を更新。
• 付録にドキュメントの変更履歴を新たに追記。
• LoU とソフトウェア、ハードウェア情報のスク
リーンショットを最新バージョンに追記。

• 適用されるソフトウェアバージョンを 3.9 に更
新。

• 表示する製品情報タスクを更新。
• MDS サポートの詳細を追記。
• 風データのサポートに関する詳細を新たに追
記。

• ユーザーインターフェイス言語にエストニア
語を追加。

• 風と速度データを利用可能なデータ項目とし
て追記。

• ダッシュボードアプリの風と航海ダイヤルの
詳細を追記。

• サポート対象の PGN リストを更新。
• 潮流モードを加えるために、海図アプリの章
を更新。

• HV と S variant Ｄディスプレイの違いを明確化
するために魚群探知アプリの章を改訂。

ドキュメント: 81388–1
ソフトウェアバージョン: LHS 3.8.64
日付: 03–2019

• 初回リリース
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